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１ 評価方法 

（１） 評価の構成 

「項目別評価」及び「全体評価」による。 

 

（２） 項目別評価 

 

【項目一覧】 

第第第第１ １ １ １ 大学大学大学大学のののの教育研究等教育研究等教育研究等教育研究等のののの質質質質のののの向上向上向上向上にににに関関関関するするするする目標    目標    目標    目標    ［［［［NO. １ NO. １ NO. １ NO. １ ～ ～ ～ ～ NO.７２NO.７２NO.７２NO.７２］］］］    

第第第第２ ２ ２ ２ 業務運営業務運営業務運営業務運営のののの改善及改善及改善及改善及びびびび効率化効率化効率化効率化にににに関関関関するするするする目標     目標     目標     目標     ［［［［NO.７３ NO.７３ NO.７３ NO.７３ ～ ～ ～ ～ NO.８４NO.８４NO.８４NO.８４］］］］ 

第第第第３ ３ ３ ３ 財務内容財務内容財務内容財務内容のののの改善改善改善改善にににに関関関関するするするする目標          目標          目標          目標          ［［［［NO.８５ NO.８５ NO.８５ NO.８５ ～ ～ ～ ～ NO.９６NO.９６NO.９６NO.９６］］］］ 

第第第第４ ４ ４ ４ 自己点検自己点検自己点検自己点検・・・・評価及評価及評価及評価及びびびび情報情報情報情報のののの提供提供提供提供にににに関関関関するするするする目標   目標   目標   目標   ［［［［NO.９７ NO.９７ NO.９７ NO.９７ ～ ～ ～ ～ NO.NO.NO.NO.１０３１０３１０３１０３］］］］    

第第第第５ その５ その５ その５ その他他他他のののの業務運営業務運営業務運営業務運営にににに関関関関するするするする重要目標       重要目標       重要目標       重要目標       ［［［［NO.NO.NO.NO.１０４１０４１０４１０４ ～  ～  ～  ～ NO.NO.NO.NO.１１１１１１１１１１１１］］］］ 

※ 年度評価において，「第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標」は，とりわけ

短期間に成果が出にくいという特性に配慮して，評価委員会では評価は行わずに取組状

況の確認を行うこととする。 

    なお，「第１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標」の評価は，教育・研究の専

門的な知見や経験を有する認証評価機関による評価結果（７年ごとに実施，平成26年度

受審）を踏まえて，中期計画終了後に実施する「中期目標に係る業務の実績に関する評

価」において行う。 

   ※ ２４年度に年度計画においては，上記の１１１項目から，年度計画を設定していない

１１項目を除いた，１００項目が自己点検・評価の対象となる。 

 

ア 法人による自己評価 

法人が，年度計画の記載事項ごとに事業の実施状況を自己点検・評価したうえで，報告書

に計画の実施状況等を記載する。 

教育・研究に関する事項については，実施状況のみを記載し，それ以外の事項については，

以下の４段階により進捗状況の記号を記載する。 

 

【評価基準】 

評価区分 評価内容 

Ⅳ 年度計画を上回って実施している 

Ⅲ 年度計画を十分に実施している 

Ⅱ 年度計画を十分には実施していない 

Ⅰ 年度計画を実施していない 
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イ 評価委員会による検証 

年度計画の記載事項ごとに，法人の自己評価や年度毎の計画設定の妥当性も含めて総合的

に検証し，達成状況について上記の４段階で評価を行うとともに，法人による自己評価と評

価委員の判断が異なる場合には，その理由等を示す。ただし，教育・研究に関する事項につ

いては，法人が記載した計画の実施状況等から進捗状況を確認する。 

 

ウ 評価委員会による評定 

上記イの検証を踏まえ，項目ごとに中期計画の達成に向けた業務の進捗状況を示すととも

に，特筆すべき点や遅れている点にコメントを付す。 

 「教育研究に関する事項」を除いた「業務運営の改善及び効率化」，「財務内容の改善」，

「自己点検・評価及び情報の提供」及び「その他の業務運営」の各項目について，以下の５

段階により進捗状況を評定する。 

 

【評価基準】 

ランク 評定 判断基準（目安） 

Ｓ 
中期計画の達成に向けて特筆すべき

進捗状況にある 

評価委員会が特に認める場合 

Ａ 
中期計画の達成に向けて順調に進ん

でいる 

すべてⅣ又はⅢ 

Ｂ 
中期計画の達成に向けておおむね順

調に進んでいる 

Ⅳ又はⅢの割合が９割以上 

Ｃ 
中期計画の達成のためにはやや遅れ

ている 

Ⅳ又はⅢの割合が９割未満 

Ｄ 
中期計画の達成のためには重大な改

善事項がある 

評価委員会が特に認める場合 

   ※上記の判断基準は目安であり，法人の諸事情を勘案し，総合的に判断する。 

   ※法人がウェイト付けした事項を勘案し，総合的に判断する。詳細は別紙（P.56） 

 

（３） 全体評価 

項目別評価結果及び報告書の「全体的な状況」欄の総括的な記述等を踏まえ，各法人の特性

に配慮しつつ，中期計画の進捗状況を記述式により評価する。 

2



 

 

  

２ 評価結果 

 

Ⅰ 全体評価 

 

  大学から提出された「平成２４年度 業務実績報告書」の「全体概要」において，京都

市立芸術大学は「平成２４年４月から公立大学法人に移行し，理事長（学長）のリーダー

シップのもとに新たな運営体制を整備して，教育・研究理念の目標達成のため，自主的・

自律的な大学運営を行い自己改革，自己改善に取り組んでいる」と述べられている。まさ

に公立大学法人化を契機とした新たな取組の基本姿勢を示したものであるが，同報告書の

「計画の実施状況等」の内容，及び２５年７月１６日に開催した本評価委員会で聴取した

大学の説明等から，そうした自己改革，自己改善を図ろうとする取組が，緒に就いたばか

りであるとはいえ，確かに進められつつあると認められる。 

全体として，年度計画に定めたほとんどの事項はほぼ計画に沿った取組がなされており，

創意工夫して積極的に取り組まれているものも見られる。項目別評価についても，４項目

全てにおいてＡ評価（中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる）という結果

となり，総じて順調な進捗状況にあると認められる。  

ただし，より一層の取組が期待される点もあり，今回の評価結果を十分とすることなく，

年度ごとの取組を強化し，更なる自己改革，自己改善に努められたい。 

 

  本評価委員会において，特に積極的な取組として評価するものの例を以下に挙げる。 

 

・ 民間企業等との協力による展覧会等実施の取組として，美術学部では，京都府立図書

館の外部サインデザイン開発事業や，高山祭屋台保存技術協同組合との天井画復元制作

の受託研究等を積極的に行った。また，音楽芸術文化振興財団や京の七夕実行委員会と

連携し，北山駅や二条城前駅で作品展を実施した。音楽学部では，ライオンズクラブや

新聞社，ホテルとの協賛・共催による演奏会を確保するなど，演奏会の充実を図った。

これらにより，中期計画の数値目標の「民間企業等との協力による事業の実施１０事業

（２３年度＝６事業）」に対し，２４年度実績で１２事業を達成したことは高く評価で

きる。（№89） 

・ 寄付金の募集，各種資金や財団等の活用の取組として，寄付金募集のための制度「京

芸友の会」を整備するとともに，各種基金や財団，国からの補助金等を活用した外部資

金の獲得に努めた。公立大学法人として自主的・自律的な大学運営を目指す取組姿勢が

窺えるものとして評価できる。（№88,90） 

 ・ 広報機能の強化の取組として，広報誌の内容を充実するとともに，半期毎に美術学部，

音楽学部等のイベントガイド（年間２０，０００部）を作成し，ホテルや市内文化施設

等に配架する取組を行った。また，パブリシティ（間接広報）の活用に取り組み，年間

２６７件の報道を得たのは，大学の広報として大きな成果であると認められる。（№100） 
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・ また，今回の評価の対象外ではあるが，「大学の教育研究等の質の向上」の目標に関

し，「京都市立芸術大学ギャラリー＠KCUA（アクア）」の活性化の取組として，年間を

通じて様々な分野の展覧会や企画展，演奏会等を積極に行うことにより，ギャラリー＠

KCUAを積極的にアピールし，着実に来館者を増やしている。市立芸術大学にとって，教

育研究の成果を広く市民に還元し，文化芸術を市民に身近に感じていただくための役割

を果たすことは大変重要であり，こうした取組を着実に進めていることは評価できる。

（№62） 

 

  全体の評価としては上述のとおりであるが，一方で，年度計画に係る課題として以下の

点を申し添えておきたい。 

中期計画に具体的数値目標が掲げられているもので，平成２４年度年度計画において，

当該年度の数値目標が明確にされていないものが見受けられる。中期計画期間途中での数

値目標の設定の仕方が難しい点は一定理解できるものの，評価するうえで当該年度に目指

すべき具体的な数値目標を設定することが望ましく，今後の年度計画の立て方に検討・改

善を要する余地があると思われる。 

  また，年度計画策定時点で実施を予定している事業や取組があれば，あらかじめ年度計

画に具体的に記載し，年度終了後にその実施状況を点検して評価できるようにするなど，

年度計画の内容の一層の工夫が望まれるものもある。 

これらの点については，平成２５年度年度計画において一定の改善・見直しが行われて

いるところであるが，引き続き年度計画がより客観的で具体的な計画となるよう，今後と

も改善・見直しに努められたい。 
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Ⅱ 項目別評価 

 

項目別評価一覧 

判断基準 

項目 
Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

第第第第１ １ １ １ 大学大学大学大学のののの教育研究等教育研究等教育研究等教育研究等のののの質質質質のののの向上向上向上向上にににに関関関関するするするする目標目標目標目標 
（事業の進捗状況） 

順調に実施していることを確認 

第第第第２ ２ ２ ２ 業務運営業務運営業務運営業務運営のののの改善及改善及改善及改善及びびびび効率化効率化効率化効率化にににに関関関関するするするする目標目標目標目標  ○    

第第第第３ ３ ３ ３ 財務内容財務内容財務内容財務内容のののの改善改善改善改善にににに関関関関するするするする目標目標目標目標  ○    

第第第第４ ４ ４ ４ 自己点検自己点検自己点検自己点検・・・・評価及評価及評価及評価及びびびび情報情報情報情報のののの提供提供提供提供にににに関関関関するするするする目標 目標 目標 目標  ○    

第第第第５ その５ その５ その５ その他他他他のののの業務運営業務運営業務運営業務運営にににに関関関関するするするする重要目標重要目標重要目標重要目標  ○    

 

※評価の判断基準   Ｓ 中期計画の達成に向けて特筆すべき進捗状況にある (特に認める場合) 

           Ａ 中期計画の達成に向けて順調に進んでいる     (すべてⅣ又はⅢ) 

           Ｂ 中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる (Ⅳ又はⅢの割合が９割以上) 

           Ｃ 中期計画の達成のためにはやや遅れている     (Ⅳ又はⅢの割合が９割未満) 

           Ｄ 中期計画の達成のためには重大な改善事項がある  (特に認める場合) 

 

 

１ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 （評価対象外） 

本評価委員会において，教育・研究に関する事項は，短期間に成果が出にくいという特性

に配慮し，年度評価の時点では評価は行わず，取組状況の確認を行うこととし，その評価

は，中期計画終了後に実施する「中期目標に係る業務の実績に関する評価」において行う

こととしている。 

そのため，項目１の「大学の教育研究等の質の向上に関する目標」に掲げられた取組は，

２４年度年度評価の対象外ではあるが，今後に向けた参考意見として，以下に本評価委員

会としてのコメント等を記載する。 

 

 （１）全体に関するコメント 

参考として示された大学の自己評価では，年度計画記載の６３の小項目のうち，Ⅳ評

価（年度計画を上回って実施している）が７項目，Ⅲ評価（年度計画を十分に実施して

いる）が５５項目，Ⅱ評価（年度計画を十分には実施していない）が１項目と，Ⅳ又は

Ⅲ評価の割合が９割を超えている。 

より一層の取組が期待される点等はあるものの，中期計画の達成に向けておおむね順

調に取組が進められているものと認められる。 
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（２）個別の取組に関するコメント 

[NO.３５]「京都芸大キャリアアップセンター」の設立    

各学部の本来のカリキュラムとキャリアアップの取組を相互にうまく関連させて

取り組んでいけるかが，今後の課題である。 

[NO.４５] 科学研究費補助金等の活用 

科学研究費等の獲得した額が，同じ規模の他の法人化した芸術系の大学と比較し

て，どの程度であるかを把握したうえで評価を行うほうが評価がしやすい。 

[NO.６１] 作品展，演奏会，公開講座等の開催 

作品展，演奏会，公開講座等は教員等のキャリアアップにつながるので積極的に

開催することが望ましいが，一方で特定の教員等に負担が偏ってしまうと，本来の

授業に集中できなくなる恐れがあるので，教員にも配慮した取組とすることが望ま

しい。 

[NO.６２] 「「「「京都市立芸術大学京都市立芸術大学京都市立芸術大学京都市立芸術大学ギャラリーギャラリーギャラリーギャラリー＠＠＠＠KCUAKCUAKCUAKCUA（（（（アクアアクアアクアアクア）」）」）」）」のののの活性化活性化活性化活性化 

年間を通じて積極的に展覧会を開催したことにより，中期計画の数値目標を大き

く上回っており，教育研究成果の還元や開かれた大学への取組が進んだことは評価

できる。ただし，年度計画策定時点で実施を予定している事業については，あらか

じめ年度計画に記載すべきである。 

また，２４年度実績で中期計画の数値目標を達成したのであれば，２５年度の計

画では，例えば「入場者数２０，０００人を維持」を目標とするなど，実施状況に

応じて柔軟に数値目標を設定すべきである。 

[NO.７１] 音楽学部等における留学生受け入れの検討 

留学生の受け入れに際して課題である住居問題などについて検討を始めたものの，

日本音楽研究専攻や音楽学部での検討が十分にできていない状況である。今後の検

討に当たっては，京都市市営住宅への入居など，様々な手法を視野に入れて検討を

進めていくことが望ましい。 
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２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

 

（１）進捗状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（すべてⅣ又はⅢ） 
 

（２）評価の内訳 

評価区分ごとの項目数 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

ウェイト考慮後の合計   ９ １ １０ 

      

評価対象項目数   ９ １ １０ 

組 織 運 営 の 改 善   ３  ３ 

教育研究組織の見直し   １  １ 

教職員の人事の適正化   ３ １ ４ 

事 務 処 理 の効 率 化   ２  ２ 

 

年度計画記載の１０の項目のうち，Ⅳ評価（年度計画を上回って実施している）が１項目，

Ⅲ評価（年度計画を十分に実施している）が９項目となっており，これらの状況を総合的に

勘案すると，中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる。 

 

（３）業務の進捗状況等に関するコメント，特筆すべき点等 

[NO.７８] 柔軟かつ多様な任用制度の導入 

機動的な大学運営を図れるよう，教育研究・業務の特性等を踏まえ，客員教授規程を整

備して，客員教授を２４年度に２名採用した。また，２５年度の採用に向けた取組を積極

的に進め，２５年度に９名の客員教授採用という成果につなげるなど，計画を着実に推進

していることは評価できる。 

[NO.８０] 中長期的な展望に立った事務職員の採用・育成 

[NO.７８]の数値目標を「事務局におけるプロパー職員の比率 ６５％（平成２９年度」

と設定しているが，計画の内容が[NO.８０]と重複するので，事務局職員の採用等に関して

は，[NO.８０]に統一するほうがわかりやすい。 
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３ 財務内容の改善に関する目標 

 

（１）進捗状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（すべてⅣ又はⅢ） 
 

（２）評価の内訳 

評価区分ごとの項目数 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

ウェイト考慮後の合計   １１ １ １２ 

      

評価対象項目数   １１ １ １２ 

外部資金その他の自己収入の増加   ６ １ ７ 

経 費 の 効 率 化   ３  ３ 

資産の運用管理の改善   ２  ２ 

 

年度計画記載の１２の項目のうち，Ⅳ評価（年度計画を上回って実施している）が１項目，

Ⅲ評価（年度計画を十分に実施している）が１１項目となっており，これらの状況を総合的

に勘案すると，中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる。 

 

（３）業務の進捗状況等に関するコメント，特筆すべき点等 

[NO.８８] 寄付金の募集，[NO.９０] 各種基金や財団等の活用 

寄付金の募集，各種資金や財団等の活用の取組として，寄付金募集のための制度「京

芸友の会」を整備するとともに，各種基金や財団，国からの補助金等を活用した外部資

金の獲得に努めた。公立大学法人として自主的・自律的な大学運営を目指す取組姿勢が

窺えるものとして評価できる。 

ただし，適切に評価するためには，年度ごとに具体的に目標を立て，進捗状況を段階

的に管理していくことが必要である。 

[NO.８９] 民間企業等との協力による展覧会等の実施 

美術学部では，京都府立図書館の外部サインデザイン開発事業や，高山祭屋台保存技

術協同組合との天井画復元制作の受託研究等を積極的に行った。また，音楽芸術文化振

興財団や京の七夕実行委員会と連携し，北山駅や二条城前駅で作品展を実施した。音楽

学部では，ライオンズクラブや新聞社，ホテルとの協賛・共催による演奏会を確保する

など，演奏会の充実を図った。これらにより，中期計画の数値目標の「民間企業等との

協力による展覧会等の実施１０事業（２３年度＝６事業）」に対し，２４年度実績で１２

事業を達成したことは高く評価できる。 
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４ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標 

 

（１）進捗状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（すべてⅣ又はⅢ） 
 

（２）評価の内訳 

評価区分ごとの項目数 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

ウェイト考慮後の合計   ７ １ ８ 

      

評価対象項目数   ６ １ ７ 

評 価 の 充 実   ３  ３ 

情報公開等の推進   ３(１) １ ４ 

※（  ）は法人がウェイト加算した項目数で，内容は次のとおり。ウェイトの詳細は別紙(P.56) 

  ・情報公開等の推進：ホームページの充実 [NO.１０２]   

 

年度計画記載の７の項目のうち，Ⅳ評価（年度計画を上回って実施している）が１項目，

Ⅲ評価（年度計画を十分に実施している）が６項目となっており，これらの状況を総合的に

勘案すると，中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる。 

 

（３）業務の進捗状況等に関するコメント，特筆すべき点等 

[NO.１００] 広報機能の強化，[NO.１０３] 広報誌の充実 

広報機能の強化の取組として，広報誌の内容を充実するとともに，半期毎に美術学部，

音楽学部等のイベントガイド（年間２０，０００部）を作成し，ホテルや市内文化施設

等に配架する取組を行った。また，パブリシティ（間接広報）の活用に取り組み，年間

２６７件の報道を得たのは，大学の広報として大きな成果であると認められる。 

[NO.１０２] ホームページの充実 

海外向けの英語版ホームページやFacebook，twitterの公式アカウントを開設するなど，

ホームページの充実に努めていることは評価できる。 
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５ その他業務運営に関する重要目標 

 

（１）進捗状況の確認結果 

評価 Ａ 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（すべてⅣ又はⅢ） 

 

（２）評価の内訳 

評価区分ごとの項目数 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 

ウェイト考慮後の合計   ９  ９ 

      

評価対象項目数   ８  ８ 

施 設 設 備 の整 備 等   １(１)  １ 

大学支援組織等との連携強化   １  １ 

安 全 管 理   ３  ３ 

法令遵守及び人権の尊重   ３  ３ 

 ※（  ）は法人がウェイト加算した項目数で，内容は次のとおり。ウェイトの詳細は別紙(P.56) 

・施設設備の整備等：施設整備のあり方について [NO.1０4] 

 

年度計画記載の８の項目すべてが，Ⅲ評価（年度計画を十分に実施している）となってお

り，これらの状況を総合的に勘案すると，中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んで

いる。 

 

（３）業務の進捗状況等に関するコメント，特筆すべき点等 

[NO.１０５] 大学支援組織等との連携強化 

同窓会組織や保護者団体とは一定の連携を図れているが，今後の課題として民間団体

との連携強化や新たな大学支援組織の開拓に向けて，より一層取り組むことが求められ

る。 
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・
京

都
は
，
豊
か

な
伝

統
文

化
・
伝

統
産

業
が

存
在
す

る

と
と

も
に

，
先

進
的

な
学

術
研

究
や

産
業

が
活

発
に
展

開
す

る
国

際
的

な
文

化
交

流
の

中
心

地
で

も

あ
り

ま
す

。
本

学
は

，
こ

の
京

都
の

文
化

的
土

壌
に

根
ざ

し
な

が
ら

，
芸

術
を

広
く

地
域

社
会

に
発

信
し

，
学

術
・
産

業
・
生

活
文

化
の

諸
分

野
に
創

造
的

な
視

点
と
活

力
を

も
た

ら
す

こ
と
，
そ

し
て

世
界

の
多

様
な

芸
術

文
化

が
交

流
し

あ
う

国
際

的
な

芸
術

創
造

と
研

究
の

拠
点

と
な

る
こ

と
を

め

ざ
し

ま
す

。
 

こ
れ

ら
の

教
育

・
研

究
理

念
並

び
に

中
期

目
標

及
び

中
期

計
画

を
達

成
す

る
た

め
，

年
度

計
画

に
沿

っ
て
事

業
を
進
め

ま
し

た
。
 

 

中
期

計
画

の
大

区
分
に

つ
い

て
，

特
記

す
べ

き
取

組
は

次
の

と
お

り
で

す
。
 

（（ （（
１１ １１

）） ））
大

学
大

学
大

学
大

学
のの のの

教
育

研
究

等
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
教

育
研

究
等

のの のの
質質 質質

のの のの
向

上
 

向
上

 
向

上
 

向
上

 

 
 

ア
 

教
育
の

成
果
 

 
 

 
 

「
日

本
音

楽
研

究
専

攻
」

の
設

置
 

 
 

 
 

 
教

育
研

究
の

多
様

化
，

高
度

化
に

対
応

す
る

た
め

，
音

楽
研

究
科

及
び

日
本

伝
統

音
楽

研

究
セ

ン
タ

ー
教

員
に

よ
り

構
成

さ
れ

た
日

本
音

楽
研

究
専

攻
設

置
委

員
会

に
お

い
て

協
議

・

研
究
を

重
ね
，

音
楽

研
究

科
修

士
課

程
に

新
た

に
「
日

本
音

楽
研

究
専

攻
」

を
設

置
し

た
。
 

 
 

イ
 

教
育
の

内
容

等
 

 
 

 
 

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー
（

入
学

者
受

入
方

針
），

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
（

教
育

課
程

の
編

成
・

実
施

方
針

）
及

び
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
（

卒
業

認
定

・
学

位
認

定
に

関
す

る
基

本
方

針
）
を

明
確
に

定
め

た
。
 

 
 

ウ
 

教
育
の

実
施

体
制

等
 

 
 

 
 

制
作

機
材

や
楽

器
等
の

整
備
・

充
実
 

 
 

 
 

教
育

研
究

環
境

の
向

上
の

た
め

，
時

代
に

即
応

し
た

制
作

機
材

や
楽

器
等

を
整

備
・

充
実

し

た
。

美
術

学
部

で
は

，
恒

温
恒

湿
器

等
の

購
入

や
陶

磁
器

窯
の

修
理

等
を

実
施

し
た

。
ま

た
，

音
楽

学
部

で
は
楽

器
の
充

実
を

図
っ

た
。
 

 
 

エ
 

学
生
へ

の
支

援
 

 
 

 
 

「
京

都
芸

大
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

セ
ン

タ
ー

」
の

設
立
 

 
 

 
 

 
在

学
生

の
み

な
ら

ず
卒

業
生

も
対

象
に

，
一

人
ひ

と
り

の
状

況
に

応
じ

た
長

期
的

支
援

を

行
う

た
め

，
専

門
ス

タ
ッ

フ
を

配
置

し
て

体
制

を
強

化
し

，
教

職
員

と
協

働
で

学
習

支
援

，

進
路

支
援

，
就

職
支

援
及

び
芸

術
家

へ
の

キ
ャ

リ
ア

サ
ポ

ー
ト

等
の

綜
合

的
な

取
組

を
行

う

「
京

都
芸

大
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

セ
ン

タ
ー
」

を
平

成
２

４
年

４
月

に
設

立
し

た
。
 

 
 

オ
 

研
究

水
準

及
び

研
究
の

成
果

等
 

 
 

 
 

科
学

研
究

費
補

助
金

の
平

成
２

５
年

度
新

規
申

請
分

の
件

数
が

昨
年

度
の

１
１

件
か

ら
１

９

件
に

増
え

た
。
 

カ
 

研
究

実
施

体
制

等
 

 
 

 
 

多
様

な
テ

ー
マ

で
の

教
員

の
積

極
的

な
研

究
を

よ
り

一
層

奨
励

す
る

た
め

，
学

長
裁

量
に

よ

Ⅱ
 

Ⅱ
 

Ⅱ
 

Ⅱ
 

全
体

的
全

体
的

全
体

的
全

体
的

なな なな
状

況
 

状
況

 
状

況
 

状
況
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る
特

別
研

究
費

を
昨

年
度

５
，

０
０

０
千

円
か

ら
今

年
度

８
，

０
０

０
千

円
に

増
額

し
た

。
 

キ
 

学
外

連
携
 

 
 

 
 

文
化

芸
術

機
関

と
の
連

携
 

 
 

 
 

文
化

芸
術

機
関

と
の

相
互

連
携

の
あ

り
方

等
に

つ
い

て
，
積

極
的

な
取

組
を

検
討

す
る

た
め

，

情
報

交
換

，
意

見
交

換
を

行
っ

た
。
 

 
 

 
 

・「
京

都
文

化
芸

術
コ

ア
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
へ

の
参

加
 

 
 

 
 

・
公

益
財

団
法

人
音

楽
芸

術
文

化
振

興
財

団
と

の
連

携
 

 
 

 
 

・
京

都
府

立
図

書
館

か
ら

の
受

託
研

究
 

 
 

 
 

・「
ギ

ャ
ラ

リ
ー

＠
Ｋ

Ｃ
Ｕ

Ａ
（

ア
ク

ア
）」

に
よ

る
連

携
企

画
の
実

施
 

 
 

・
京

都
芸

術
セ

ン
タ

ー
と
連

携
し

た
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・

イ
ン

・
レ

ジ
デ

ン
ス

事
業

の
実

施
 

 
 

・
京

都
芸

術
教

育
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

の
設

立
 

 
 

 
 

・
京

都
国

立
近

代
美

術
館

及
び

長
岡

京
文

化
振

興
財

団
と

の
共

催
演

奏
会
 

 
 

 
 

・
関

西
８

大
学

に
よ

る
演

奏
会
 

 
 

 
 

・
東

京
藝

術
大

学
と

の
演

奏
会
 

 
 

 
 

・
ウ

ィ
ー

ン
国

立
歌

劇
場

合
唱

団
員

と
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

 
 

 
 

・
提

携
大

学
と

の
連

携
に

よ
る

国
際

交
流

演
奏

会
 

 
 

ク
 

社
会

・
市

民
へ

の
教

育
研

究
の

成
果

の
還

元
 

 
 

 
○

「
京

都
芸

大
ア

ー
カ

イ
バ

ル
リ

サ
ー

チ
セ

ン
タ

ー
（

仮
称
）
」

の
構

想
 

 
 

 
 

美
術

学
部

，
音

楽
学

部
，

日
本

伝
統

音
楽

研
究

セ
ン

タ
ー

，
芸

術
資

料
館

が
持

つ
コ

ン
テ

ン

ツ
と

ノ
ウ

ハ
ウ

を
集

約
し

，
更

に
音

楽
図

書
，

楽
器

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
加

え
た

「
京

都
芸

大
ア

ー
カ

イ
バ

ル
リ

サ
ー

チ
セ

ン
タ

ー
」

の
設

立
に

む
け

て
，

方
向

性
及

び
具

体
的

事
業

を
検

討
す

る
た

め
研

究
会

を
開

催
し

た
。

ま
た

，
市

民
等

へ
の

周
知

の
た

め
「

連
続

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

」
を

２
回

開
催

し
た
。
 

 
 

 
○

作
品

展
，

演
奏

会
，

公
開

講
座

等
の

充
実
 

 
 

 
 

京
都

芸
大

の
教

育
研

究
活

動
を

市
民

に
積

極
的

に
還

元
し

，
迅

速
か

つ
有

効
に

発
信

す
る

た

め
，

市
民

が
広

く
芸

術
に

親
し

め
る

作
品

展
，

演
奏

会
及

び
公

開
講

座
・

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
。
 

 
 

 
 

・「
ギ

ャ
ラ

リ
ー

＠
Ｋ

Ｃ
Ｕ

Ａ
（

ア
ク

ア
）」

に
よ

る
企

画
展
，

公
募

展
等

の
開

催
 

 
 

 
 

・
音

楽
学

部
６

０
周

年
記

念
事

業
の

実
施

（
東

京
藝

術
大

学
交

流
演

奏
家

，
ウ

ィ
ー

ン
国

立

歌
劇

場
専

属
合

唱
団

員
と

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ
，
国

際
交

流
演

奏
会

，
６

０
周

年
記

念
式

典
，

６
０

周
年

記
念

定
期

演
奏

会
）
 

 
 

 
 

・
日

本
伝

統
音

楽
研

究
セ

ン
タ

ー
に

よ
る
公

開
講

座
，

連
続

講
座
，

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
 

 
ケ

 
国

際
化

の
推

進
 

 
 

 
 

「
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・

イ
ン

・
レ

ジ
デ

ン
ス
事

業
」

の
実

施
 

 
 

 
 

海
外

の
芸

術
家

や
研

究
者

等
を

迎
え

る
に

当
た

っ
て

，
滞

在
中

に
芸

術
を

通
し

て
市

民
と

の

交
流

を
図

る
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・

イ
ン

・
レ

ジ
デ

ン
ス

事
業

を
京

都
芸

術
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

実
施
し

た
。
 

 
 

（（ （（
２２ ２２
）） ））

業
務

運
営

業
務

運
営

業
務

運
営

業
務

運
営

のの のの
改

善
及

改
善

及
改

善
及

改
善

及
びび びび

効
率

化
 

効
率

化
 

効
率

化
 

効
率

化
 

 
 

ア
 

組
織

運
営
の
改

善
 

 
 

 
○

計
画

的
か

つ
機

動
的

な
大

学
運

営
の

推
進
 

 
 

 
 

理
事

会
等

の
役

員
執

行
体

制
を

確
立

し
，

理
事

の
役

割
分

担
の

明
確

化
や

役
員

を
補

佐
す

る

委
員

会
の

設
置

な
ど
，

計
画

的
か

つ
機

動
的
な

大
学

運
営

を
実

施
し

た
。
 

 
 

 
○

意
思

決
定
が

迅
速
か

つ
適

正
に

行
わ

れ
る

体
制

の
確

立
 

 
 

 
 

理
事

会
，

審
議

機
関

，
教

授
会

等
の

各
機

関
が

相
互

に
連

携
し

た
大

学
運

営
を

行
う

た
め

の

体
制
を

確
立
し

た
。
 

 
 

イ
 

教
育

研
究

組
織
の

見
直

し
 

 
 

 
○

全
学

人
事

組
織

委
員

会
，
全

学
広

報
委

員
会

，
全

学
国

際
交

流
委

員
会

の
設

置
・

再
編
 

 
 

 
○

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
セ

ン
タ

ー
の

設
置
 

 
 

 
○

日
本

音
楽

研
究

専
攻

の
設

置
に

向
け

た
取

組
 

 
 

ウ
 

教
職

員
の
人

事
の

適
正

化
 

 
 

 
 

柔
軟

か
つ
多

様
な
任

用
制

度
の

充
実
 

 
 

 
 

・
客

員
教

授
２
名

の
採

用
 

 
 

 
 

・
客

員
教

授
及

び
事

務
局
プ

ロ
パ

ー
職

員
の

２
５
年

度
採

用
に

向
け

た
取

組
等
 

 
 

エ
 

事
務

処
理
の

効
率

化
 

 
 

 
 

給
与

計
算

業
務

，
附

属
図

書
館

受
付

業
務

に
つ

い
て

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

を
進

め
，

企
画

立

案
業

務
へ

の
人

的
配

置
の

重
点

化
を
図

っ
た
。
 

    （（ （（
３３ ３３
）） ））

財
務

内
容

財
務

内
容

財
務

内
容

財
務

内
容

のの のの
改

善
 

改
善

 
改

善
 

改
善

 

 
 

ア
 

外
部

資
金
そ

の
他
の

自
己

収
入

の
増

加
 

 
 

 
 

平
成

２
５
年

度
か

ら
の

運
用

を
目

指
し

て
，
寄

付
金

募
集
の

た
め

の
仕

組
み

を
整

備
し

た
（
京

芸
友
の
会

）。
 

 
 

 
 

音
楽

学
部
６

０
周

年
の

寄
付

金
募

集
等

を
実

施
し

た
。
 

 
 

イ
 

経
費

の
効

率
化
 

 
 

 
 

設
備

等
の

定
期

点
検

業
務

に
お

け
る

複
数

年
契

約
の

導
入

に
よ

る
管

理
的

経
費

の
効

率
化

や

教
育

研
究

費
に

お
け

る
物

品
購

入
を

中
心

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
活

用
し

た
調

達
を

行
い

，
購

入
経

費
の

効
率

化
に
努

め
た
。
 

ウ
 

資
産

の
運

用
管

理
の
改

善
 

 
 

 
 

図
書

館
運

営
の

改
善

と
し

て
，

カ
ウ

ン
タ

ー
業

務
及

び
蔵

書
点

検
を

委
託

化
す

る
こ

と
で

，

年
間

開
館

日
数

を
増

加
さ

せ
た
。
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（（ （（
４４ ４４
）） ））

自
己

点
検

自
己

点
検

自
己

点
検

自
己

点
検

・・ ・・
評

価
及

評
価

及
評

価
及

評
価

及
びび びび
情

報
情

報
情

報
情

報
のの のの

提
供

 
提

供
 

提
供

 
提

供
 

 
 

ア
 

評
価

の
充

実
 

 
 

 
 

自
己

点
検

評
価

結
果

が
分

か
り

や
す

い
も

の
と

な
る

よ
う

，
先

行
大

学
の

例
を

参
考

に
京

都

市
と

も
協

議
を

行
い
業

務
実

績
報

告
書

の
様

式
を

定
め

た
。
 

 
 

イ
 

情
報

公
開

等
の

推
進
 

 
 

 
 

広
報

機
能

の
強

化
 

・
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
（
間

接
広

報
）

の
活

用
に
取

り
組
ん

だ
。
 

 
 

 
・

広
報

業
務

経
験

者
を

採
用
し

た
。
 

・
全

学
広

報
委

員
会

を
定

期
に

開
催
し

た
。
 

 
 

 
・

Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
F
a
c
e
b
o
o
k
,T
w
it
te
r）

を
積

極
的

に
活

用
し

た
。
 

・
広

報
誌

の
記

事
の
内

容
を

充
実

し
た
。
 

 
 

 
・

新
た

に
美

術
学

部
，

音
楽

学
部

，
日

本
伝

統
音

楽
研

究
セ

ン
タ

ー
の

イ
ベ

ン
ト

ガ
イ

ド
を

作

成
し

た
。
 

※
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
（

間
接

広
報

）
と

は
，

本
学

が
新

聞
社

等
の

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

に
対

し
て

，

本
学

の
取

組
（

作
品

展
，

演
奏

会
，

客
員

教
授

の
採

用
，

学
生

の
受

賞
情

報
等

）
を

報
道

し

て
も

ら
う

よ
う

働
き

か
け

る
こ

と
。
 

 （（ （（
５５ ５５
）） ））

そ
の

そ
の

そ
の

そ
の

他他 他他
のの のの

業
務

運
営

 
業

務
運

営
 

業
務

運
営

 
業

務
運

営
 

 
 

ア
 

施
設

設
備

の
整

備
等
 

 
 

 
 

キ
ャ

ン
パ

ス
移

転
検

討
と
整

備
構

想
の

策
定
 

 
 

 
 

市
内

中
心

部
へ

の
全

面
移

転
に

向
け

た
具

体
的

な
検

討
を

行
う

た
め

，
全

教
員

が
参

加
で

き

る
「

施
設

整
備

に
関

す
る

会
議

」
を

開
催

し
，

移
転

候
補

先
と

な
る

市
内

中
心

部
の

小
中

学
校

統
合

跡
地

の
状

況
な

ど
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

ま
た

，
移

転
に

当
た

っ
て

の
よ

り
具

体
的

な
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
や

課
題

等
を

検
討

す
る

た
め

「
作

業
部

会
」

を
開

催
し

，
移

転
後

の
大

学
像

や
検

討
課

題
の

抽
出

の
ほ

か
，

必
要

な
敷

地
・

延
床

面
積

等
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

こ
れ

ら
の

学
内

で
の

議
論

を
踏

ま
え

て
，

京
都

市
に

「
移

転
整

備
に

係
る

要
望

書
」

を
提

出
し

た
。
 

 
 

イ
 

安
全

管
理
 

 
 

 
 

学
生

及
び

教
職

員
の

安
全
と
健

康
の
確

保
 

 
 

 
 

公
立

大
学

法
人

化
に

伴
い

，
法

人
と

し
て

総
括

安
全

衛
生

管
理

者
，

衛
生

管
理

者
，

安
全

管

理
者

及
び

産
業

医
を
配

置
し

た
。

ま
た

，
安

全
衛

生
委

員
会
を

設
置
し

た
。
 

 
 

ウ
 

法
令

遵
守

及
び

人
権

の
尊

重
 

 
 

 
 

法
令

遵
守

へ
の

意
識

の
向

上
 

 
 

 
 

教
育

研
究

審
議

会
に

お
い

て
，

個
人

情
報

の
適

切
な

取
扱

い
を

徹
底

す
る

よ
う

通
知

し
た

。

ま
た

，
新

人
教

員
及

び
課

長
級

職
員

を
対

象
に

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
関

す
る

研
修

を
実

施
し

た
。
 

    ２
 

２
 

２
 

２
 
年

度
計

画
年

度
計

画
年

度
計

画
年

度
計

画
のの のの

全
体

総
括

全
体

総
括

全
体

総
括

全
体

総
括

とと とと
課

題
 

課
題

 
課

題
 

課
題

 

 
平

成
２

４
年

度
は

，
教

育
研

究
活

動
を

は
じ

め
大

学
の

業
務

運
営

に
係

る
年

度
計

画
を

概
ね

達

成
で

き
て

お
り

，
と

り
わ

け
「

中
期

計
画

」
に

掲
げ

る
次

の
六

事
業

に
つ

い
て

は
，

重
点

的
に

取

り
組

ん
だ

結
果
，

特
段
の

成
果
を

得
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
 

・
「
日

本
音

楽
研

究
専

攻
」
の

設
置
 

 
 

・
「
京

都
芸

大
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

セ
ン

タ
ー
」
の

設
立
 

 
 

・
「
京

都
芸

大
ア

ー
カ

イ
バ

ル
リ

サ
ー

チ
セ

ン
タ

ー
（

仮
称
）
」

設
立

に
向

け
た
構

想
の
検

討
 

 
 

・
作

品
展

，
演

奏
会

，
公

開
講

座
等

の
充

実
 

 
 

・
広

報
機

能
の
強

化
 

 
 

・
キ

ャ
ン

パ
ス
移

転
検

討
と

整
備

構
想
の

策
定
 

課
題

と
し

て
は
，

一
部
の

計
画
に

お
い

て
進

捗
が

遅
れ

た
も

の
が

あ
り

ま
す

。
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 Ⅲ

 
Ⅲ

 
Ⅲ

 
Ⅲ

 
項

目
別

項
目

別
項

目
別

項
目

別
のの のの

状
況

 
状

況
 

状
況

 
状

況
 

 

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

のの のの
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
のの のの

質質 質質
のの のの

向
上

向
上

向
上

向
上

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 

１
 

 
 

１
 

 
 

１
 

 
 

１
 

教
育

教
育

教
育

教
育

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 
（（ （（

１１ １１
）） ））

教
育

教
育

教
育

教
育

のの のの
成

果
成

果
成

果
成

果
にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 

中 期 目 標

    

京
都
の

豊
か

な
文

化
資

源
を
生

か
し

た
密

度
の

高
い
教

育
環

境
を

整
備

し
，
学

生
の

個
性

と
可

能
性

を
伸

ば
し
，

世
界
に

は
ば

た
く

芸
術

家
を

は
じ

め
，

社
会
に

創
造

的
な

活
力

を
も

た
ら

す
人

材
を

育
成

す
る
。
 

ア
 

学
士

課
程

 
少

人
数

教
育

と
体

験
型

教
育

を
通
し

て
，
確

か
な

技
能
，
技

術
及

び
幅

広
い

教
養

を
修

得
さ

せ
，
創

造
性

豊
か

な
人

材
を

育
成

す
る
。
 

イ
 

大
学

院
課

程
 

高
い

水
準
の

専
門

的
研

究
教

育
を

通
し

て
，

専
門

的
か

つ
高

度
な

技
能
，

技
術

及
び

幅
広

く
深

い
教

養
を

修
得

さ
せ

，
国

際
感

覚
を

兼
ね

備
え
，

次
代
の

芸
術

文
化

を
先

導
す

る
と

と
も

に
社

会
に

創
造

的
な

活
力

を
与
え

る
高

度
な

専
門

家
を
育

成
す

る
。

 

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の

実
施

状
況

等
 

（
参

考
）

 

自
己

評
価
 

進
捗

状
況

に
関
す

る
コ

メ
ン

ト
等

 

ア
 

ア
 

ア
 

ア
 

教
育

教
育

教
育

教
育

のの のの
充

実
 

少
人

数
教

育
充

実
 

少
人

数
教

育
充

実
 

少
人

数
教

育
充

実
 

少
人

数
教

育
のの のの

利
点

利
点

利
点

利
点

をを をを
生生 生生

か
し

か
し

か
し

か
し

，， ，，
学学 学学

び
の

び
の

び
の

び
の

質質 質質
をを をを

高高 高高
めめ めめ

，， ，，
学学 学学

び
の

び
の

び
の

び
の

幅幅 幅幅
をを をを

広広 広広
げ

る
た

め
に

げ
る

た
め

に
げ

る
た

め
に

げ
る

た
め

に
，， ，，

以
下

以
下

以
下

以
下

のの のの
取

組
取

組
取

組
取

組
をを をを
行行 行行

うう うう
。

 
。

 
。

 
。

 

（（ （（
アア アア

）） ））
美

術
学

部
美

術
学

部
美

術
学

部
美

術
学

部
・・ ・・

大
学

院
美

術
研

究
科

 
大

学
院

美
術

研
究

科
 

大
学

院
美

術
研

究
科

 
大

学
院

美
術

研
究

科
 

ａ
 

ａ
 

ａ
 

ａ
 

美
術

学
部

 
美

術
学

部
 

美
術

学
部

 
美

術
学

部
 

 
１

 
１

 
１

 
１
 

（
ａ

）
（

ａ
）

（
ａ

）
（

ａ
）
専

門
性

専
門

性
専

門
性

専
門

性
とと とと

横
断

性
横

断
性

横
断

性
横

断
性

をを をを
両

立
両

立
両

立
両

立
さ

せ
た

さ
せ

た
さ

せ
た

さ
せ

た
教

育
教

育
教

育
教

育
のの のの

充
実

充
実

充
実

充
実

    

高
度
な

専
門

性
と

柔
軟

な
横

断
性

の
両

立
と

い
う

教
育

理
念

の
基

軸
に
沿
っ

て
，
他

大
学

の
教

員
と

の
交

流
等
に

よ
り

，
専

門
教

育
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
，

本
学

独
自
の
領

域
横

断
型

教
育

の

要
で

あ
る
総

合
基

礎
課

程
に

つ
い

て
は

実
技

教
員

が
中

心
で

あ
っ

た
も

の
に
学

科
教

員
の

更
な

る
参

画
を

検
討
す

る
こ

と
，

テ
ー

マ
演

習
科

目
に

つ
い

て
は

学
科

教
員

が
中

心
で

あ
っ

た
も

の
に
学

生
及

び
実

技
教

員
に

よ
る

テ
ー

マ
設

定
を
可

能
に

す
る

こ
と

等
に

よ
り

，
教

育
課

程
の

内
容

を
多

様
化

し
，

充
実

す
る
。

 

 高
度

な
専

門
性

と
柔

軟
な

横
断

性
の

両
立

と
い

う
教

育
理

念
の

基
軸

に
沿

っ
て

，
基

礎
・

専
門

領

域
教

育
を

着
実

に
実

施
す

る
と

と
も

に
，

本
学

独

自
の

領
域

横
断

型
教

育
の

要
で

あ
る

総
合

基
礎

課

程
に

つ
い

て
は

実
技

教
員

が
中

心
で

あ
っ

た
も

の

に
学

科
教

員
の

更
な

る
参

画
を

検
討

す
る

こ
と

，

テ
ー

マ
演

習
科

目
に

つ
い

て
は

学
科

教
員

が
中

心

で
あ

っ
た

も
の

に
学

生
及

び
実

技
教

員
に

よ
る

テ

ー
マ

設
定

を
可

能
に

す
る

こ
と

に
よ

り
，

教
育

課

程
の

内
容

を
多

様
化
し

，
充

実
す

る
。
 

  

 

総
合

基
礎

課
程

を
運

営
す

る
総

合
基

礎
運

営
委

員

会
に

実
技

教
員

だ
け

で
な

く
，

学
科

教
員

も
参

画
し

た
。

テ
ー

マ
演

習
に

つ
い

て
は

，
学

生
提

案
に

よ
る

「
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
に

関
す

る
考

察
と

実
験

」
等

及
び

実
技

教
員

の
設

定
に

よ
る

「
リ

ト
グ

ラ
フ

に
よ

る
京

都
芸

大
の

一
断

面
」

等
を

開
講

し
，

幅
広

く
柔

軟
な

演
習

科
目

と
し

た
。
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２

 
 

２
 

 
２

 
 

２
 

（
ｂ

）
（

ｂ
）

（
ｂ

）
（

ｂ
）

創
作

意
識

創
作

意
識

創
作

意
識

創
作

意
識

のの のの
深

化
深

化
深

化
深

化
・・ ・・
拡

張
 

拡
張

 
拡

張
 

拡
張

 

専
門

教
育

に
お

い
て

は
，
研

究
計

画
と

批
評

会

等
に
基

づ
く

チ
ュ

ー
ト

リ
ア

ル
・

シ
ス

テ
ム

*
1 を

核
と

し
て

，
学

生
の

個
性
を
尊

重
し

た
緻

密
な

指

導
を
行

う
と

と
も

に
，
多

様
な

発
表

の
場

を
確

保

す
る

こ
と

に
よ

り
，
社

会
と
結

び
つ

い
た

創
作

意

識
の
深

化
・
拡

張
に
努

め
る
。

 

ま
た
，
そ

れ
に
関

わ
る

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

科
目
にに にに

つ
い

て
，
美

術
館

職
員
や

学
芸

員
，

画
廊

経
営

者
等
に

よ
る
講

座
を
開

講
す

る
な

ど
，

充
実

す
る

。
 

 専
門

教
育

に
お

い
て

は
，

研
究

計
画

と
批

評
会

等
に

基
づ

く
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル

・
シ

ス
テ

ム
*1

を

核
と

し
て

，
学

生
の

個
性

を
尊

重
し

た
緻

密
な

指

導
を

行
う

と
と

も
に

，
多

様
な

発
表

の
場

を
確

保

す
る

こ
と

に
よ

り
，

社
会

と
結

び
つ

い
た

創
作

意

識
の

深
化

・
拡

張
に
努

め
る
。
 

ま
た

，
そ

れ
に

関
わ

る
ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

科

目
に

つ
い

て
，

画
廊

経
営

者
等

に
よ

る
講

座
を

開

講
す

る
な

ど
，

充
実
す

る
。
 

 

美
術

学
部

・
研

究
科

の
全

学
生

を
対

象
と

し
た

作

品
展

を
京

都
市

美
術

館
及

び
大

学
構

内
で

開
催

し

た
。

ま
た

，
学

生
の

自
主

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
展

示
を

学
内

ギ
ャ

ラ
リ

ー
で
開

催
し

た
ほ

か
，「

ギ
ャ

ラ
リ

ー

＠
K
C
U
A
（

ア
ク

ア
）」

で
は

卒
業

生
の

作
品

も
交

え

た
企

画
展
を

開
催
し

た
。
 

画
廊

経
営

者
に

よ
る

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

と

い
う

科
目

を
開

設
し

，
学

生
の

創
作

活
動

や
芸

術
支

援
活

動
に
役

立
つ

よ
う

に
取
り

組
ん

だ
。
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３

 
 

３
 

 
３

 
 

３
 

（
ｃ

）
（

ｃ
）

（
ｃ

）
（

ｃ
）

継
承

継
承

継
承

継
承

とと とと
創

造
創

造
創

造
創

造
がが がが

融
合

融
合

融
合

融
合

し
た

し
た

し
た

し
た

教
育

教
育

教
育

教
育

のの のの
実

施
 

実
施

 
実

施
 

実
施

 

文
化
の

継
承
と

創
造
の

融
合

と
い

う
教

育
理

念
の

基
軸

に
沿
っ

て
，
歴

史
文

化
都

市
・
京

都
の

人
的
・
文

化
的

資
源
を

活
用

し
，
伝

統
的

な
芸

術

文
化

の
研

究
・
継

承
と

新
た

な
芸

術
の

創
造
・
発

信
を

結
び

つ
け

る
教

育
を

実
施

す
る

。
 

 文
化

の
継

承
と

創
造

の
融

合
と

い
う

教
育

理
念

の
基

軸
に

沿
っ

て
，

歴
史

文
化

都
市
・

京
都

の
人

的
・

文
化

的
資

源
を

活
用

し
，

伝
統

的
な

芸
術

文

化
の

研
究

・
継

承
と

新
た

な
芸

術
の

創
造

・
発

信

を
結

び
つ

け
る

教
育
を

実
施
す

る
。
 

 

大
学

院
保

存
修

復
専

攻
に

お
い

て
は

，
京

都
が

文

化
財

の
集

積
地

域
で

あ
る

こ
と

に
鑑

み
保

存
・

修
復

に
対

応
す

る
専

門
技

術
者

，
研

究
者

を
養

成
し

て
い

る
。

学
部

の
授

業
に

お
い

て
も

祇
園

祭
縣

装
品

の
研

究
な

ど
を
実

施
し

て
い

る
。
 

ま
た

，
保

存
修

復
専

攻
・
日

本
画

専
攻

専
任

教
員

，

学
生

及
び

本
学

卒
業

生
に

よ
り

，
高

山
祭

屋
台

金
鳳

台
天

井
画

及
び

下
段

腰
板

図
彩

色
画

復
元

制
作

事
業

を
行

っ
た
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４

 
 

４
 

 
４

 
 

４
 

（
ｄ

）
（

ｄ
）

（
ｄ

）
（

ｄ
）

学
科

教
育

学
科

教
育

学
科

教
育

学
科

教
育

のの のの
改

善
 

改
善

 
改

善
 

改
善

 

実
技

教
育

と
学

科
教

育
の

連
携

と
い

う
教

育

理
念

の
基

軸
に
沿

っ
て
，
国

際
的

視
野

に
立

っ
た

幅
広

い
思

考
力
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
能

力
を

育
成

す
る

た
め
，
実

技
教

育
と

の
有

機
的
な

連
関

の
も

と
，
本

学
独

自
の

学
科

教
育
の

あ
り
方

を
再

検
討

し
，

そ
の
改

善
と
充

実
を

図
る

。
 

 実
技

教
育

と
学

科
教

育
の

連
携

と
い

う
教

育
理

念
の

基
軸

に
沿

っ
て

，
国

際
的

視
野
に

立
っ

た
幅

広
い

思
考

力
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

育

成
す

る
た

め
，

実
技

教
育

と
の

有
機

的
な

連
関

の

も
と

，
本

学
独

自
の

学
科

教
育

の
あ

り
方

を
再

検

討
す

る
。
 

 

本
学

独
自

の
学

科
教

育
の

あ
り

方
を

再
検

討
し

，

そ
の

改
善

と
充

実
を

図
る

た
め

，
美

術
学

部
学

科
教

育
検

討
委

員
会

を
設

置
し

た
。
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ｂ
 

ｂ
 

ｂ
 

ｂ
 

大
学

院
美

術
研

究
科

 
大

学
院

美
術

研
究

科
 

大
学

院
美

術
研

究
科

 
大

学
院

美
術

研
究

科
 

 
５

 
５

 
５

 
５

 
（

ａ
）

（
ａ

）
（

ａ
）

（
ａ

）
修

士
課

程
修

士
課

程
修

士
課

程
修

士
課

程
に

お
け

る
に

お
け

る
に

お
け

る
に

お
け

る
定

員
定

員
定

員
定

員
のの のの

増
員

等
増

員
等

増
員

等
増

員
等

のの のの
充

実
 

充
実

 
充

実
 

充
実

 

公
立

大
学

と
し

て
の

京
都

芸
大

が
持
つ

高
等

専
門

教
育

研
究

に
お

け
る

中
核

的
な

役
割

を
踏

ま
え

，
修

士
課

程
に

お
け

る
定

員
の

増
員
，
専

攻

分
野

の
見

直
し

等
を

行
う

。
 

 修
士

課
程

に
お

け
る

定
員

の
増

員
の

検
討

を
行

う
。
 

 

美
術

研
究

科
委

員
会

で
検

討
し

，
平

成
２

６
年

度

修
士

課
程

入
試

か
ら

定
員

を
７

名
増

員
（

本
科

留
学

生
１

名
を
含
む

）
す

る
こ

と
と

し
た

。
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６

 
 

６
 

 
６

 
 

６
 

（
ｂ

）
（

ｂ
）

（
ｂ

）
（

ｂ
）

博
士

課
程

博
士

課
程

博
士

課
程

博
士

課
程

に
お

け
る

に
お

け
る

に
お

け
る

に
お

け
る

高
度

高
度

高
度

高
度

なな なな
教

育
教

育
教

育
教

育
・・ ・・

研
究

研
究

研
究

研
究

のの のの

た
め

の
た

め
の

た
め

の
た

め
の

科
目

内
容

等
科

目
内

容
等

科
目

内
容

等
科

目
内

容
等

のの のの
改

善
 

改
善

 
改

善
 

改
善

 

博
士

課
程

に
お

い
て

は
，

実
技

系
博

士
課

程

に
ふ

さ
わ

し
い

高
度
な

教
育
・

研
究
を

行
う

た

め
，

科
目

内
容

，
指

導
体

制
，

評
価

基
準

，
運

営
体

制
等

に
つ

い
て

，
時

代
の

変
化
や

学
生
の

ニ
ー

ズ
に

も
対

応
し

た
見

直
し

を
行
い

，
こ

れ

を
踏

ま
え

た
改

善
を
図

る
。

 

(２
５

年
度

以
降
に

実
施
の

た
め
年

度
計

画
な

し
) 

 

 

 

（（ （（
イイ イイ

）） ））
音

楽
学

部
音

楽
学

部
音

楽
学

部
音

楽
学

部
・・ ・・

大
学

院
音

楽
研

究
科

 
大

学
院

音
楽

研
究

科
 

大
学

院
音

楽
研

究
科

 
大

学
院

音
楽

研
究

科
 

ａ
 

ａ
 

ａ
 

ａ
 

音
楽

学
部

 
音

楽
学

部
 

音
楽

学
部

 
音

楽
学

部
 

 
７

 
 

７
 

 
７

 
 

７
 

（
ａ

）
（

ａ
）

（
ａ

）
（

ａ
）

少
人

数
教

育
少

人
数

教
育

少
人

数
教

育
少

人
数

教
育

をを をを
堅

持
堅

持
堅

持
堅

持
し

た
し

た
し

た
し

た
専

門
教

育
専

門
教

育
専

門
教

育
専

門
教

育
のの のの

推
進

 
推

進
 

推
進

 
推

進
 

個
性

と
創

造
性

を
尊

重
す

る
た

め
，

教
員
と

学
生

相
互

の
親

密
で

豊
か

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
中

で
行
わ

れ
る
個

人
レ

ッ
ス

ン
な

ど
，

少
人

数
教

育
を
堅

持
し

た
専

門
教

育
を

推
し

進

 個
性

と
創

造
性

を
尊

重
す

る
た

め
，

教
員

と
学

生
相

互
の

親
密

で
豊

か
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の
中

で
行

わ
れ

る
個

人
レ

ッ
ス

ン
な

ど
，

少
人

数

教
育

を
堅

持
し

た
専

門
教

育
を

推
し
進

め
る
。
 

 

各
専

攻
で

楽
器

毎
に

担
当

教
員

を
置

く
な

ど
個

人

レ
ッ

ス
ン

を
主

体
と

し
た

少
人

数
教

育
を

堅
持

し
た

専
門

教
育

を
進

め
て

い
る
。
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め
る

。
 

 
８

 
 

８
 

 
８

 
 

８
 

（
ｂ

）
（

ｂ
）

（
ｂ

）
（

ｂ
）

幅
広

幅
広

幅
広

幅
広
いい いい

教
養

教
養

教
養

教
養

をを をを
併併 併併

せせ せせ
持持 持持

つつ つつ
専

門
家

専
門

家
専

門
家

専
門

家
のの のの

育
成

 
育

成
 

育
成

 
育

成
 

社
会
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

や
国

際
化

に
対

応
す

る
た

め
，

幅
広
い

教
養
を

併
せ
持

つ
専

門
家

育

成
の

た
め

の
語

学
教

育
・

教
養

教
育

を
推

し
進

め
る

。
 

 社
会

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
や

国
際

化
に

対
応

す
る

た
め

，
幅

広
い

教
養

を
併

せ
持

つ
専

門
家

育
成

の

た
め

の
語

学
教

育
・
教

養
教

育
を

推
し
進

め
る
。
 

 

基
本

的
な

語
学

教
育

・
教

養
教

育
に

お
け

る
基

礎

教
育

に
つ

い
て

は
，

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
対

応
し

て
お

り
，

専
門

家
育

成
の

た
め

に
必

要
な

語
学

教
育

・
教

養
教

育
を

推
進

す
る

た
め

，
２

４
年

度
に

新
た

に
ラ

テ
ン

語
教

育
を

導
入

し
た
。
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９

 
 

９
 

 
９

 
 

９
 

（
ｃ

）
（

ｃ
）

（
ｃ

）
（

ｃ
）

実
践

実
践

実
践

実
践
をを をを

重
視

重
視

重
視

重
視

し
た

し
た

し
た

し
た

教
育

教
育

教
育

教
育
のの のの

充
実

 
充

実
 

充
実

 
充

実
 

コ
ン

サ
ー

ト
等

の
体

験
的

創
作

・
演

奏
活

動

を
通
し

て
，
実

践
を

重
視

し
た
教

育
の

充
実

を

図
り
，

新
た

な
時

代
の

表
現

様
式

を
開

拓
す

る
。

 

 コ
ン

サ
ー

ト
等

の
体

験
的

創
作

・
演

奏
活

動
を

通
し

て
，
実

践
を

重
視
し

た
教

育
の

充
実
を

図
り
，

新
た

な
時

代
の

表
現

様
式
を

開
拓

す
る
。
 

 

定
期

演
奏

会
３

回
，

大
学

院
オ

ペ
ラ

２
公

演
，

文

化
会

館
・
堀

川
音

楽
高

校
ホ

ー
ル

コ
ン

サ
ー

ト
７

回
，

ピ
ア

ノ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

，
卒

業
演

奏
会
に

加
え

て
，

学
生

が
企

画
す

る
オ

ー
デ

ィ
ト

リ
ア

ム
コ

ン
サ

ー
ト

等
を

１
０

回
実

施
す

る
な

ど
実

践
を

重
視

し
た

教
育

を
推

進
し

た
。
 

と
り

わ
け

本
年

度
は

音
楽

学
部

６
０

周
年

を
迎

え
，

東
京

藝
術

大
学

と
の

合
同

演
奏

会
，

英
国

王
立

音
楽

大
学

と
の

交
流

演
奏

会
，

ウ
ィ

ー
ン

国
立

歌
劇

場
専

属
合

唱
団

員
有

志
に

よ
る

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

の
た

め
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

記
念

事
業

と
し

て
行

っ

た
。
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１
０

 
１

０
 

１
０

 
１

０
 

（
ｄ

）
（

ｄ
）

（
ｄ

）
（

ｄ
）

芸
術

大
学

芸
術

大
学

芸
術

大
学

芸
術

大
学

のの のの
特

性
特

性
特

性
特

性
をを をを

生生 生生
か

し
た

か
し

た
か

し
た

か
し

た
学

術
研

究
学

術
研

究
学

術
研

究
学

術
研

究
のの のの

実
施

 
実

施
 

実
施

 
実

施
 

音
楽

学
専

攻
に

お
い

て
は

，
演

奏
や
作

曲
等

と
の

連
携
な

ど
，

芸
術

大
学

に
設

置
さ

れ
た

専

攻
で

あ
る

こ
と

の
特

性
を

生
か

し
た

音
楽
に

関

す
る

様
々
な

学
術

研
究
を

幅
広

く
行

う
。

 

 音
楽

学
専

攻
に

お
い

て
は

，
演

奏
や

作
曲

等
と

の
連

携
な

ど
，

芸
術

大
学

に
設

置
さ

れ
た

専
攻

で

あ
る

こ
と

の
特

性
を

生
か

し
た

音
楽

に
関

す
る

様
々

な
学

術
研

究
を
幅

広
く
行

う
。
 

 

演
奏

会
で

の
曲

目
解

説
を

は
じ

め
，

音
楽

学
関

連

の
総

合
演

習
，

特
別

講
座

な
ど

を
通

じ
て

演
奏

や
作

曲
と

連
携
し

た
学

術
研

究
を

行
っ

た
。
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１
１

 
１

１
 

１
１

 
１

１
 

（
ｅ

）
（

ｅ
）

（
ｅ

）
（

ｅ
）

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

科
目

科
目

科
目

科
目

のの のの
充

実
 

充
実

 
充

実
 

充
実

 

教
育

研
究

の
成

果
を

社
会

に
発

信
し
得

る
人

材
を

育
成
す

る
た

め
，
ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

科
目

に
つ

い
て
，

キ
ャ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に

関
す

る
授

業
を
開

講
す

る
な

ど
，

内
容

を
多

様

化
し

，
充

実
す

る
。

 

 教
育

研
究

の
成

果
を

社
会

に
発

信
し

得
る

人
材

を
育

成
す

る
た

め
，

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
科

目

に
関

す
る

授
業

を
開

講
で

き
る

よ
う
検

討
す

る
。
 

 

演
奏

会
開

催
な

ど
に

向
け

た
音

楽
経

営
論

や
演

習

の
授

業
を

通
じ

た
ア

ー
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

教
育

を
行

い
，
成

果
発

表
と

し
て

ク
リ

ス
マ

ス
コ

ン
サ

ー
ト
（

フ

ァ
ミ

リ
ー

向
け

，
一

般
向

け
の

２
公

演
）
を

行
っ

た
。
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大
学

院
音

楽
研

究
科

 
大

学
院

音
楽

研
究

科
 

大
学

院
音

楽
研

究
科

 
大

学
院

音
楽

研
究

科
 

１
２

 
１

２
 

１
２

 
１

２
 

（
ａ

）
（

ａ
）

（
ａ

）
（

ａ
）

修
士
課
程

修
士
課
程

修
士
課
程

修
士
課
程
に
お
け
る

に
お
け
る

に
お
け
る

に
お
け
る
実
践

実
践

実
践

実
践
をを をを
重
視

重
視

重
視

重
視
し
た

し
た

し
た

し
た
高
度

高
度

高
度

高
度
なな なな

専
門
的
教
育
研
究

専
門
的
教
育
研
究

専
門
的
教
育
研
究

専
門
的
教
育
研
究
のの のの
推
進

 
推
進

 
推
進

 
推
進

 

 
 修

士
課

程
に

お
い

て
は

，
音

楽
の

専
門

的
知

識

 

修
士

課
程

に
お

け
る

個
人

レ
ッ

ス
ン

を
堅

持
し

，
Ⅲ
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修
士

課
程

に
お

い
て

は
，
音

楽
の

専
門

的
知

識

を
生
か

し
て
社

会
で

幅
広

く
活

躍
し
得

る
優
れ

た
音

楽
家

や
音

楽
研

究
者
を

育
成

す
る

た
め

，
学

部
同

様
個

人
レ

ッ
ス

ン
な

ど
，
少

人
数

教
育

を
堅

持
し
，
学

内
外

の
演

奏
会
へ

の
参

加
を

は
じ

め
と

し
た
交

流
を
通
し

て
，
実

践
を

重
視

し
た
高

度
な

専
門

的
教

育
研

究
を
推

し
進
め

る
。

 

を
生

か
し

て
社

会
で

幅
広

く
活

躍
し

得
る

優
れ

た

音
楽

家
や

音
楽

研
究

者
を

育
成

す
る

た
め

，
学

部

同
様

個
人

レ
ッ

ス
ン

な
ど

，
少

人
数

教
育

を
堅

持

し
，

学
内

外
の

演
奏

会
へ

の
参

加
を

は
じ

め
と

し

た
交

流
を

通
し

て
，

実
践

を
重

視
し

た
高

度
な

専

門
的

教
育

研
究

を
推
し

進
め

る
。
 

学
内

で
の

専
攻

で
の

演
奏

会
や

学
生

に
よ

る
自

主
演

奏
会

を
は

じ
め

学
外

の
演

奏
会

へ
の

参
加

を
通

し

て
，

実
践

を
重

視
し

た
高

度
な

専
門

的
教

育
研

究
を

行
っ

た
。
 

 

１
３

 
１

３
 

１
３

 
１

３
 

（
ｂ

）
（

ｂ
）

（
ｂ

）
（

ｂ
）

博
士

課
程

博
士

課
程

博
士

課
程

博
士

課
程

に
お

け
る

に
お

け
る

に
お

け
る

に
お

け
る

高
度

高
度

高
度

高
度

なな なな
研

究
研

究
研

究
研

究
のの のの

実
施

 
実

施
 

実
施

 
実

施
 

博
士

課
程
に

お
い

て
は

，
演

奏
を

伴
う

教
育

研
究
な

ど
，
実

技
系
の

博
士

課
程
を
有

す
る

教

育
研

究
機

関
に

ふ
さ

わ
し

い
高

度
か

つ
幅

広
い

教
育

研
究

を
行

う
。

 

 博
士

課
程

に
お

い
て

は
，

演
奏

を
伴

う
教

育
研

究
な

ど
，

実
技

系
の

博
士

課
程

を
有

す
る

教
育

研

究
機

関
に

ふ
さ

わ
し

い
高

度
か

つ
幅

広
い

教
育

研

究
を

行
う

。
 

 

博
士

課
程

リ
サ

イ
タ

ル
を

は
じ

め
学

位
取

得
に

向

け
た

総
合

演
習

の
発

表
等

，
高

度
か

つ
幅

広
い

教
育

研
究

を
行

っ
た

。
 

 

Ⅲ
 

 

イ
 

イ
 

イ
 

イ
 

学
科

学
科

学
科

学
科

・・ ・・
専

攻
専

攻
専

攻
専

攻
のの のの
設

置
設

置
設

置
設

置
・・ ・・

充
実

 
 

教
育

研
究

充
実

 
 

教
育

研
究

充
実

 
 

教
育

研
究

充
実

 
 

教
育

研
究
のの のの

多
様

化
多

様
化

多
様

化
多

様
化

やや やや
社

会
的

社
会

的
社

会
的

社
会

的
なな なな

要
請

要
請

要
請

要
請

にに にに
応応 応応
え

る
た

め
え

る
た

め
え

る
た

め
え

る
た

め
，， ，，

以
下

以
下

以
下

以
下
の

よ
う

に
の

よ
う

に
の

よ
う

に
の

よ
う

に
学

科
学

科
学

科
学

科
・・ ・・

専
攻

専
攻

専
攻

専
攻

のの のの
設

置
設

置
設

置
設

置
・・ ・・

充
実

充
実

充
実

充
実

にに にに
取取 取取

りり りり
組組 組組

むむ むむ
。

 
。

 
。

 
。

 

１
４

 
１

４
 

１
４

 
１

４
 

（（ （（
アア アア

）） ））
美

術
学

部
 

美
術

学
部

 
美

術
学

部
 

美
術

学
部

 

デ
ザ

イ
ン

科
の
体

制
を
充

実
し
，
日

本
の
「

も

の
づ

く
り

，
ま

ち
づ

く
り

」
文

化
の

発
展

に
こ

れ
ま

で
以

上
に
寄

与
す

る
。

 

 
 デ

ザ
イ

ン
科

の
体

制
を

充
実

し
，

日
本

の
「

も

の
づ

く
り

，
ま

ち
づ

く
り

」
文

化
の

発
展

に
こ

れ

ま
で

以
上

に
寄

与
す

る
。
 

 

デ
ザ

イ
ン

科
の

体
制

充
実

の
た

め
，

専
任

教
員

の

配
置

を
暫

定
的

に
見

直
し

デ
ザ

イ
ン

科
の

専
任

教
員

１
名

の
増

員
を

決
定

し
た
。
 

ま
た

，
デ

ザ
イ

ン
科

で
は

次
の

取
組

を
行
っ

た
。
 

○
学

生
が

西
京

区
の

地
域

を
取

材
し

，
壁

新
聞

を
制

作
す

る
こ

と
に

よ
り

，
地

域
の

未
来

に
継

承
す

べ

き
自

然
等

に
つ

い
て

，
市

民
と

共
に

認
識

し
，

環

境
に

や
さ

し
い

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

を
目

指
す

取

組
み

を
実

施
し

た
。
 

○
京

都
の

意
匠

文
化

を
軸

と
し

た
新

た
な

デ
ザ

イ
ン

創
出

に
寄

与
す

る
た

め
京

都
の

伝
統

産
業

界
と

連

携
し

て
，

風
呂

敷
，

京
丸

う
ち

わ
，

京
扇

子
等

の

デ
ザ

イ
ン

開
発
に

取
り

組
ん

だ
。
 

○
京

都
市

が
実

施
し

た
「

京
都

の
ま

ち
の

将
来

像
」

の
作

成
事

業
に

つ
い

て
，

学
生

と
共

に
学

生
の

感

性
や

柔
軟

な
発

想
に

基
づ

い
た

３
０

年
後

，
１

０

０
年

後
の

京
都

の
ま

ち
の

ビ
ジ

ョ
ン

を
描

い
て

提

案
を

行
っ

た
。
 

 

Ⅲ
 

 

１
５

 
１

５
 

１
５

 
１

５
 

（（ （（
イイ イイ

）） ））
音

楽
学

部
音

楽
学

部
音

楽
学

部
音

楽
学

部
・・ ・・

音
楽

研
究

科
 

音
楽

研
究

科
 

音
楽

研
究

科
 

音
楽

研
究

科
 

学
生

定
員

の
増

員
な

ど
，

既
存

の
専

攻
の

充

実
を

目
指

す
と

と
も

に
，

新
た

な
専

攻
の

設
置

を
検

討
す

る
。

 

 学
生

定
員

の
増

員
な

ど
，

既
存

の
専

攻
の

充
実

を
目

指
す

と
と

も
に

，
新

た
な

専
攻

の
設

置
を

検

討
す

る
。
 

 

管
・

打
楽

専
攻

に
お

け
る

楽
器

科
目

の
充

実
に

向

け
た

検
討
を

行
っ

た
。
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第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

のの のの
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
のの のの

質質 質質
のの のの

向
上

向
上

向
上

向
上

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 

１
 

 
 

１
 

 
 

１
 

 
 

１
 

教
育

教
育

教
育

教
育

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

目
標

目
標

目
標

 

 
 

（
 

 
（

 
 

（
 

 
（

２２ ２２
）） ））

教
育

教
育

教
育

教
育

のの のの
内

容
等

内
容

等
内

容
等

内
容

等
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

    

中 期 目 標

    

ア
    

将
来

の
芸

術
文

化
創

造
の

中
核
を

担
う
優

れ
た
学

生
を
確

保
す

る
た

め
，
京

都
市

立
芸

術
大

学
が

求
め

る
学

生
像

に
即

し
た
「

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

（
入

学
者

受
入

方
針

）
」

を
明

確
に

定
め
，

こ
れ

に
基

づ
く

入
学

選
抜

を
行

う
。

 

イ
    

各
学

部
，

各
研

究
科

の
教

育
方

針
に

沿
っ

た
「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー

（
教

育
課

程
の

編
成

・
実

施
の

方
針

）」
を

定
め

，
学

生
の

計
画

的
，

か
つ

体
系

的
な

知
識

，
技

能
，
技

術
の
修

得
を
促

進
さ

せ
る

。
 

ウ
 
個

々
の

学
生

の
目

標
や
到

達
度
に

お
け

る
評

価
及

び
判

定
に

つ
い

て
，「

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

（
卒

業
認

定
・
学

位
認

定
に

関
す

る
方

針
）」

を
策

定
し

，
認

定
基

準
の

厳
格

化
，

透
明

化
を

図
る
。

    

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の

実
施

状
況

等
 

（
参

考
）

 

自
己

評
価

 
進

捗
状

況
に

関
す

る
コ

メ
ン

ト
等

 

ア
 

よ
り

ア
 

よ
り

ア
 

よ
り

ア
 

よ
り

優
秀

優
秀

優
秀

優
秀

なな なな
学

生
学

生
学

生
学

生
のの のの

入
学

入
学

入
学

入
学

をを をを
促促 促促

す
た

め
の

す
た

め
の

す
た

め
の

す
た

め
の

取
組

 
取

組
 

取
組

 
取

組
 

１
７

 
１

７
 

１
７

 
１

７
 

（（ （（
アア アア

）） ））
広

報
広

報
広

報
広

報
のの のの

充
実

 
充

実
 

充
実

 
充

実
 

京
都

芸
大

に
お

け
る

教
育

研
究

の
特

性
や

成
果

及
び

優
れ

た
作

家
，

デ
ザ

イ
ナ

ー
，

演

奏
家

，
研

究
者

，
教

育
者

，
経

営
者

等
の

卒

業
生

の
活

躍
並

び
に

学
生

の
作

品
，

演
奏

会

等
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
大

学
概

要
，

「
芸

大

通
信

」
に

掲
載

す
る

な
ど

，
こ

れ
ま

で
以

上

に
広

く
，

効
果

的
に

広
報

し
，

優
秀

な
学

生

の
確

保
に

努
め

る
。

 

 京
都

芸
大

に
お

け
る

教
育

研
究

の
特

性
や

成
果

及
び

優
れ

た
作

家
，
デ

ザ
イ

ナ
ー

，
演

奏
家
，
研

究

者
，
教

育
者

，
経

営
者

等
の
卒

業
生

の
活

躍
並
び

に

学
生

の
作

品
，
演

奏
会

等
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
大

学

概
要

，
「

芸
大

通
信

」
に

掲
載

す
る

な
ど

，
こ

れ
ま

で
以

上
に

広
く
，
効

果
的
に
広

報
し
，
優

秀
な
学

生

の
確

保
に

努
め

る
。
 

 

大
学

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

，
F
a
c
e
b
o
o
k
，
T
w
it
te
r，

大

学
案

内
，
京

芸
通

信
（

旧
芸

大
通

信
），

ギ
ャ

ラ
リ

ー

＆
コ

ン
サ

ー
ト

ガ
イ

ド
，

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
セ

ン
タ

ー
の

瓦
版

に
お

い
て

，
活

躍
す

る
在

学
生

，
卒

業
生

の
活

動
情

報
や

各
種

イ
ベ

ン
ト

情
報

，
授

業
の

概
要

等
を

掲
載

す
る

な
ど

自
主

広
報

を
行

う
と

と
も

に
，

パ
ブ

リ
シ

テ
ィ
（

間
接

広
報

）
に

も
努

め
，

広
く

効

果
的
に

広
報
し

，
優

秀
な

学
生

の
確

保
に

努
め

た
。
 

 

Ⅲ
 

 

１
８

 
１

８
 

１
８

 
１

８
 

（（ （（
イイ イイ

）） ））
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン
・
ポ

リ
シ

ー
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン
・
ポ

リ
シ

ー
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン
・
ポ

リ
シ

ー
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン
・
ポ

リ
シ

ー
（（ （（

入
学

者
受

入
学

者
受

入
学

者
受

入
学

者
受

入
方

針
入

方
針

入
方

針
入

方
針

）） ））
のの のの

明
確

化
 

明
確

化
 

明
確

化
 

明
確

化
 

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
を

２
４

年
度

中
に

明
確

に
定

め
，

学
生

募
集

要
項

等
を

通

じ
て

受
験

生
に

周
知

す
る
。

 

 ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

を
明

確
に

定
め

る
。
 

 

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
を

明
確
に
定

め
た
。
 

 
Ⅲ
 

 

（（ （（
ウウ ウウ

）） ））
入

学
者

選
抜

方
法

入
学

者
選

抜
方

法
入

学
者

選
抜

方
法

入
学

者
選

抜
方

法
のの のの

多
様

化
 

多
様

化
 

多
様

化
 

多
様

化
 

１
６

 
１

６
 

１
６

 
１

６
 

（（ （（
ウウ ウウ

）） ））
音

楽
研

究
科

音
楽

研
究

科
音

楽
研

究
科

音
楽

研
究

科
・・ ・・
日

本
伝

統
音

楽
研

究
日

本
伝

統
音

楽
研

究
日

本
伝

統
音

楽
研

究
日

本
伝

統
音

楽
研

究
セ

ン
タ

ー
セ

ン
タ

ー
セ

ン
タ

ー
セ

ン
タ

ー
    

教
育

研
究

の
多

様
化

，
高

度
化

に
対

応
す

る

た
め

，
音

楽
研

究
科

と
日

本
伝

統
音

楽
研

究
セ

ン
タ

ー
が
協

力
し

て
「

日
本

音
楽

研
究

専
攻
（

仮

称
）

」
を
早

期
に
設

置
す

る
。

 

 教
育

研
究

の
多

様
化

，
高

度
化

に
対

応
す

る
た

め
，

音
楽

研
究

科
と

日
本

伝
統

音
楽

研
究

セ
ン

タ

ー
が

協
力

し
て

「
日

本
音

楽
研

究
専

攻
（

仮
称
）
」

の
早

期
設

置
に

向
け

て
国
と

の
協

議
を
進

め
る
。
 

 

音
楽

研
究

科
及

び
日

本
伝

統
音

楽
研

究
セ

ン
タ

ー

教
員

に
よ

り
構

成
さ

れ
た

日
本

音
楽

研
究

専
攻

設
置

委
員

会
に

お
い

て
協

議
・

検
討

を
重

ね
，

平
成

２
４

年
７

月
，

文
部

科
学

省
に

対
し

て
専

攻
設

置
に

係
る

届
出

書
を

提
出

し
，

平
成

２
４

年
９

月
に

受
理

さ
れ

た
。
 

平
成

２
４

年
１

１
月

に
募

集
要

項
を

配
布

し
，

平

成
２

５
年

３
月

に
入

学
試

験
を

実
施

し
て

，
平

成
２

５
年

４
月
に

開
設
し

た
。
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推

薦
入

試
制

度
 

推
薦

入
試

制
度

 
推

薦
入

試
制

度
 

推
薦

入
試

制
度
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１
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９
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（
ａ
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ａ
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（
ａ
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（

ａ
）

美
術

学
部

美
術

学
部

美
術

学
部

美
術

学
部

 

多
様

な
才

能
の
発

掘
に
向

け
，
学

科
ご

と
に

推
薦

入
試

制
度

の
導

入
に

つ
い

て
検

討
す

る
。
 

 多
様
な

才
能
の

発
掘
に

向
け
，
学

科
ご

と
に
推

薦

入
試

制
度

の
導

入
に

つ
い

て
検

討
す

る
た

め
の

情

報
を

収
集
す

る
。
 

 

２
４

年
度

は
，

芸
術

系
他

大
学

の
推

薦
入

試
実

施

状
況

の
把

握
を

行
っ

た
。

一
方

，
２

５
年

度
入

試
か

ら
試

験
日

程
を

短
縮

し
，

試
験

科
目

を
減

ら
す

な
ど

受
験

者
が

受
験

し
や

す
い

よ
う

変
更

し
た

た
め

，
そ

の
結

果
も

踏
ま

え
，

今
後

の
対

応
を

検
討

す
る

こ
と

と
し

た
。
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０
 

（
ｂ

）
（

ｂ
）

（
ｂ

）
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ｂ
）

音
楽

学
部

 
音

楽
学

部
 

音
楽

学
部

 
音

楽
学

部
 

音
楽

学
専

攻
に

お
い

て
推

薦
入

試
制

度
の

導
入

を
目

指
す

と
と

も
に

，
そ

の
他

の
専

攻
に

お
い

て
は
導

入
の
可

否
を

検
討

す
る

。
 

 音
楽

学
専

攻
に

お
い

て
推

薦
入

試
制

度
の

導
入

を
目

指
す

と
と

も
に

，
そ

の
他

の
専

攻
に

お
い

て
は

導
入

の
可

否
を

検
討

す
る

た
め

の
情

報
を

収
集

す

る
。
 

 

音
楽

学
専

攻
は

，
推

薦
入

試
制

度
が

優
秀

な
学

生

の
獲

得
に

つ
な

が
る

の
か

，
引

き
続

き
検

討
す

る
。

実
技

の
専

攻
で

は
，

現
在

の
入

試
制

度
に

よ
り

，
受

験
生

が
３

月
の

試
験

ま
で

努
力

す
る

こ
と

が
優

秀
な

学
生

の
確

保
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と

の
意

見
が

多
か

っ
た

が
，

引
き

続
き

様
々

な
角

度
か

ら
推

薦
制

度
の

導
入
の

可
否
を

検
討
す

る
。
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入
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制

度
 

級
入

学
制

度
 

級
入

学
制

度
 

級
入

学
制

度
 

音
楽

学
部

に
お

い
て

，
専

門
的

な
技

能
に

優
れ

た
学

生
の

早
い
時

期
か

ら
の

修
学
を

促
す

た
め

，
専

攻
ご

と
に

教
育

目
的

に
適

う
飛

び
級

入
学

制
度

に

つ
い

て
導

入
を
検

討
す

る
。

 

 音
楽

学
部

に
お

い
て
，
専

門
的

な
技

能
に

優
れ

た

学
生

の
早

い
時

期
か

ら
の

修
学
を

促
す

た
め

，
専

攻

ご
と

に
教

育
目

的
に

適
う

飛
び

級
入

学
制

度
に

つ

い
て

導
入
を

検
討
す

る
た

め
の
情

報
を
収

集
す

る
。
 

 

２
４

年
６

月
の

政
府

の
国

家
戦

略
会

議
で

「
早

期

卒
業

制
度

」
の

創
設

の
方

針
が

取
り

ま
と

め
ら

れ
，

２
５

年
度

中
に

結
論

を
出

す
た

め
，

現
在

文
部

科
学

省
の

中
央

教
育

審
議

会
の

部
会

で
検

討
さ

れ
て

い
る

状
況
な

ど
の

情
報

収
集

を
行
っ

た
。
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会

人
入
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制

度
 

社
会

人
入

学
制

度
 

社
会

人
入

学
制

度
 

社
会

人
入

学
制

度
 

美
術

研
究

科
に

お
い

て
，

多
様

な
社

会
的

経
験

に
よ

り
培

わ
れ

た
能

力
を

有
す

る
人

材
に

広
く

門

戸
を

開
け

る
た

め
，
修

士
課

程
に

お
け

る
社

会
人

入

学
制

度
を
検

討
す

る
。

 

 美
術

研
究

科
に

お
い

て
，
多

様
な
社

会
的

経
験

に

よ
り

培
わ

れ
た

能
力

を
有

す
る

人
材

に
広

く
門

戸

を
開

け
る

た
め
，
修

士
課

程
に

お
け

る
社

会
人

入
学

制
度

を
検

討
す

る
た

め
の

情
報
を
収

集
す

る
。
 

 

国
公

立
５

芸
大

（
※

）
の

う
ち

，
社

会
人

入
学

制

度
を

実
施

し
て

い
る

大
学

を
確

認
す

る
と

と
も

に
，

国
の

教
育

改
革

の
議

論
の

中
で

，
社

会
人

入
学

制
度

を
ど

の
よ

う
に

位
置

づ
け

よ
う

と
し

て
い

る
の

か
に

つ
い

て
情

報
収

集
を
行

っ
た
。
 

※
国

公
立

５
芸

大
と

は
，

東
京

藝
術

大
学

，
愛

知

県
立

芸
術

大
学

，
沖

縄
県

立
芸

術
大

学
，

金
沢

美

術
工

芸
大

学
，

京
都

市
立

芸
術

大
学
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秋

入
学

制
度

 
秋

入
学

制
度

 
秋

入
学

制
度

 
秋

入
学

制
度

 

入
学

時
期

を
秋

季
と

す
る

「
秋

入
学

」
に

つ
い

て
，
大

学
の
国

際
化
へ

の
対

応
や

学
生

の
就

職
問

題

な
ど
，
制

度
導

入
に

よ
る

メ
リ

ッ
ト
・
デ

メ
リ

ッ
ト

を
分

析
の

う
え

，
制

度
導

入
の

可
否

に
つ

い
て

検
討

を
進
め

る
。

 

 入
学

時
期

を
秋

季
と

す
る
「

秋
入

学
」
に

つ
い

て
，

大
学

の
国

際
化

へ
の

対
応

や
学

生
の

就
職

問
題

な

ど
，
制

度
導

入
に

よ
る

メ
リ

ッ
ト
・
デ

メ
リ

ッ
ト

を

分
析

す
る

た
め
，

情
報

収
集
に

努
め

る
。
 

 

秋
入

学
に

つ
い

て
は

，
国

や
他

大
学

，
社

会
全

体

の
動

向
に

注
意

を
払
い

つ
つ

，
情

報
収

集
を
行

っ
た
。
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教
育

内
容

教
育

内
容

教
育

内
容

教
育

内
容
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方

法
方

法
方

法
方

法
のの のの
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実

充
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充
実

充
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・・ ・・
改

善
 

改
善

 
改

善
 

改
善
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２
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２
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カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
（（ （（

教
育

課
程

教
育

課
程

教
育

課
程

教
育

課
程

のの のの

編
成

編
成

編
成

編
成
・・ ・・

実
施

実
施

実
施

実
施

のの のの
方

針
方

針
方

針
方

針
）） ））
のの のの

明
確

化
 

明
確

化
 

明
確

化
 

明
確

化
 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
を

２
４

年
度

中

に
定

め
，
柔

軟
で

系
統

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を

編
成

す
る
。

 

 
 カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー

を
明

確
に

定
め

る
。
 

 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
を

明
確

に
定
め

た
。
 

 
Ⅲ
 

 

２
５

 
２

５
 

２
５

 
２

５
 

（（ （（
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シ

ラ
バ

ス
シ

ラ
バ

ス
シ

ラ
バ

ス
シ

ラ
バ

ス
（（ （（

講
義

等
講

義
等

講
義

等
講

義
等
のの のの

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

）） ））
のの のの

改
善

 
改

善
 

改
善

 
改

善
 

す
べ

て
の

学
生

に
分

か
り

や
す

く
適

切
な
記

載
と

な
る

よ
う

に
，
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施

結
果

も
踏
ま

え
，
非

常
勤

講
師
も

含
め

た
全

教

員
が

常
に
検

証
し
，

改
善

を
図

る
。

 

 
 す

べ
て

の
学

生
に

分
か

り
や

す
く

適
切

な
記

載

と
な

る
よ

う
に
，
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

を
も
踏

ま

え
，

非
常

勤
講

師
も

含
め

た
全

教
員

が
常

に
検

証

し
，

改
善
を

図
る

。
 

 

美
術

学
部

，
美

術
研

究
科

で
は

，
す

べ
て

の
学

生

に
分

か
り

や
す

く
適

切
な

記
載

と
な

る
よ

う
に

，
時

間
毎

の
授

業
計

画
，

学
生

が
到

達
す

べ
き

授
業

目
標

及
び

授
業

目
標

の
達

成
状

況
の

評
価

方
法

等
を

具
体

的
に
示

す
な

ど
改

善
を

図
っ

た
。
 

音
楽

学
部

，
音

楽
研

究
科

で
は

，
学

生
に

よ
る

授

業
評

価
を

も
踏

ま
え

，
非

常
勤

講
師

も
含

め
た

全
教

員
が

シ
ラ

バ
ス

を
検

証
し

た
。

ま
た

，
改

善
へ

の
検

討
も
行

っ
た
。
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改
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成
績

評
価
に

つ
い

て
，
芸

術
の
特

性
と
少

人
数

教
育

の
利

点
を
生

か
し
，
個

々
の
学

生
の
目

標
や

到
達

度
を

複
数
の

教
員
に

よ
り
総

合
的

か
つ

適
切

に
評

価
・

判
定
す

る
。
ま

た
，

引
き

続
き
成

績
疑

義
質

問
制

度
を
実

施
す

る
と

と
も

に
，

成
績

評
価

基
準

に
つ

い
て
常

に
検

証
し

，
必

要
に
応

じ
て
改

善
を

行
う

。
 

 
 成

績
評

価
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い

て
，
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術
の
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，
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検
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す
る

す
る

基
本

方
針

基
本

方
針

基
本

方
針

基
本

方
針

）） ））
のの のの

明
確

化
 

明
確

化
 

明
確

化
 

明
確

化
 

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
を

２
４

年
度

中
に

定

め
，
卒

業
時
に

到
達
す

べ
き
知

識
や

能
力

を
明

確
化
す

る
。

 

 
 デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
を
明

確
に
定

め
る
。
 

 

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

を
明

確
に

定
め

た
。
 

 
Ⅲ
 

 

２
８

 
２

８
 

２
８

 
２

８
 
（（ （（

エエ エエ
）） ））

大
学

大
学

大
学

大
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム
京

都
京

都
京

都
京

都
と

の
と

の
と

の
と

の
連

携
 

連
携

 
連

携
 

連
携

 

引
き

続
き

，
単

位
互

換
制

度
に

お
い

て
美

術

史
等

の
芸

術
系

科
目

を
中

心
に

多
数

の
授

業
を

提
供

す
る

と
と

も
に

，
他

大
学

に
お

け
る

芸
術

系
以

外
の

分
野

へ
の

積
極

的
な

受
講

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

，
大

学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

京
都

を
活

用
し

た
大

学
間

交
流

と
幅

広
い

知
識

の
習

 
 引

き
続

き
，
単

位
互

換
制

度
に

お
い

て
美

術
史

等

の
芸

術
系

科
目

を
中

心
に

多
数

の
授

業
を

提
供

す

る
と

と
も

に
，
他

大
学
に

お
け

る
芸

術
系

以
外

の
分

野
へ

の
積

極
的
な

受
講
を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り
，

大
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
京

都
を

活
用

し
た

大
学

間

交
流

と
幅

広
い
知

識
の
習

得
支

援
を

進
め

る
。
 

 

大
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
京

都
に

お
い

て
開

講
す

る

単
位

互
換

科
目

に
専

任
教

員
を

派
遣

し
講

義
を

行
っ

た
。
 

・
美

術
学

部
提

供
科

目
１

０
科

目
，

受
講

学
生

数
 

４
０
名

（
希

望
者

数
 

８
０
名
）
 

・
音

楽
学

部
提

供
科

目
６

科
目

，
受

講
学

生
数
１

３
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得
支

援
を

進
め

る
。

 
人
 

ま
た

，
本

学
学

生
も

他
大

学
の

講
座

を
受

講
し

た

（
他

大
学

受
講

学
生

数
 

２
名

）。
 

 

２
９

 
２

９
 

２
９

 
２

９
 
（（ （（

オオ オオ
）） ））

体
験

型
授

業
体

験
型

授
業

体
験

型
授

業
体

験
型

授
業

のの のの
充

実
 

充
実

 
充

実
 

充
実

 

教
員

と
学

生
が

専
攻

を
越

え
て

自
由

に
テ

ー

マ
を

提
案

で
き

る
京

都
芸

大
独

自
の

テ
ー

マ
演

習
や

演
奏

会
企

画
な

ど
，

多
彩

な
体

験
型

授
業

の
取

組
を

充
実

す
る
。

 

 
 教

員
と

学
生

が
専

攻
を

越
え

て
自

由
に

テ
ー

マ

を
提

案
で

き
る

京
都

芸
大

独
自

の
テ

ー
マ

演
習

や

演
奏

会
企

画
な

ど
，
多

彩
な
体

験
型

授
業

の
取

組
を

充
実

す
る
。
 

 

美
術

学
部

，
美

術
研

究
科

で
は

，
国

立
民

族
学

博

物
館

に
お

け
る

実
習

を
伴

う
「

み
ん

ぱ
く

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
実

習
」，

人
間

工
学
の

知

識
と

体
力

向
上

に
つ

な
が

る
「

３
輪

グ
ラ

ン
プ

リ
へ

の
挑

戦
」

等
体

験
型

授
業

の
テ

ー
マ

演
習

科
目

を
増

や
し

た
（

テ
ー

マ
演

習
 

２
３

年
度

１
８

件
か

ら
２

３
件
に

増
加
）。

 

 
 

音
楽

学
部

で
は

，
演

習
に

お
い

て
学

生
が

専
攻

を

越
え

て
自

ら
企

画
・

運
営

を
行

う
演

奏
会

（
ク

リ
ス

マ
ス

コ
ン

サ
ー

ト
）
を

開
い

た
。
 

Ⅲ
 

 

   

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

のの のの
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
のの のの

質質 質質
のの のの

向
上

向
上

向
上

向
上

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 

１
 

 
 

１
 

 
 

１
 

 
 

１
 

教
育

教
育

教
育

教
育

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 

（
 

 
（

 
 

（
 

 
（

３３ ３３
）） ））

教
育

教
育

教
育

教
育

のの のの
実

施
体

制
等

実
施

体
制

等
実

施
体

制
等

実
施

体
制

等
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

    

中 期 目 標

 

ア
    

芸
術

教
育

の
特

性
を
踏

ま
え
，

教
員
の

資
質

向
上

を
図

る
取

組
を

強
化

す
る
。

 

イ
    

教
職

員
の

構
成
と

そ
の
担

当
分

野
を

常
に

検
証

し
，

本
学

の
理

念
に

沿
っ

た
指

導
体

制
を

強
化
す

る
。

 

ウ
    

教
育

研
究

環
境

を
確

保
し
，

向
上
さ

せ
る

た
め

，
学

内
の

イ
ン

フ
ラ

整
備

を
行

う
。
 

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の
実

施
状

況
等

 
（
参

考
）

 

自
己

評
価

 
進

捗
状

況
に

関
す

る
コ

メ
ン

ト
等

 

３
０

３
０

３
０

３
０
 

 

ア
 

ア
 

ア
 

ア
 

Ｆ
Ｄ
（

Ｆ
Ｄ
（

Ｆ
Ｄ
（

Ｆ
Ｄ
（
大

学
教

員
大

学
教

員
大

学
教

員
大

学
教

員
のの のの

教
育

能
力

教
育

能
力

教
育

能
力

教
育

能
力
をを をを

高高 高高
め

る
た

め
め

る
た

め
め

る
た

め
め

る
た

め

のの のの
実

践
的

方
法

実
践

的
方

法
実

践
的

方
法

実
践

的
方

法
）） ））
のの のの

取
組

取
組

取
組

取
組

のの のの
充

実
 

充
実

 
充

実
 

充
実

 

Ｆ
Ｄ

委
員

会
に

よ
る

研
修

等
の

取
組
に

加
え
，

関
係

機
関

や
他

大
学
と

の
連

携
に

よ
る
指

導
教

育

方
法

の
研

究
な

ど
，
芸

術
教

育
の

特
性
を

踏
ま

え

た
Ｆ

Ｄ
の

取
組

を
充

実
す

る
。
 

  Ｆ
Ｄ
委

員
会

に
よ

る
研

修
等
の

取
組
に

加
え
，
他

大
学

と
の

連
携

に
よ

る
指

導
教

育
方

法
の

研
究

な

ど
，
芸

術
教

育
の

特
性

を
踏
ま

え
た
Ｆ

Ｄ
の

取
組

を

充
実

す
る

。
 

  

美
術

学
部

，
美

術
研

究
科

で
は

，
授

業
内

容
・

方

法
の

検
討

（
授

業
の

ま
と

め
）

を
各

科
目

教
員

に
提

出
し

て
も

ら
い

，
学

生
等

に
閲

覧
さ

せ
て

，
教

員
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
こ

と
で

教
員

の
教

育
能

力
の

向
上

に
活

用
し

て
い

る
。
 

国
公

立
五

芸
大

体
育

・
文

化
交

歓
会

（
※

）
に

あ

わ
せ

て
，

他
大

学
教

員
と

の
意

見
交

換
会

を
開

催
し

た
ほ

か
，
愛

知
県

立
芸

術
大

学
か

ら
教

員
を

招
聘
し
,

Ｆ
Ｄ

意
見

交
換

会
を

開
催

し
，

芸
術

系
大

学
に

ふ
さ

わ
し

い
Ｆ

Ｄ
の

あ
り

方
に

つ
い

て
意

見
交

換
し

た
。
 

※
国

公
立

五
芸

大
体

育
・

文
化

交
歓

会
と

は
，

東
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京
藝

術
大

学
，

愛
知

県
立

芸
術

大
学

，
沖

縄
県

立

芸
術

大
学

，
金

沢
美

術
工

芸
大

学
，

京
都

市
立

芸

術
大

学
の

国
公

立
芸

術
大

学
が

，
芸

術
文

化
・

ス

ポ
ー

ツ
等

の
交

流
を

目
的

と
し

て
，

毎
年

開
催

し

て
い

る
催

し
の

こ
と

で
あ

る
。
 

音
楽

学
部

，
音

楽
研

究
科

で
は

，
芸

術
教

育
の

特

性
を

踏
ま

え
た

Ｆ
Ｄ

の
取

組
を

充
実

す
る

た
め

，
教

員
に

よ
る
他

大
学
の

授
業
の

参
観
を

行
っ

た
。
 

 

３
１

 
３

１
 

３
１

 
３

１
 

    

イ
 

イ
 

イ
 

イ
 

教
職

員
教

職
員

教
職

員
教

職
員
のの のの

柔
軟

柔
軟

柔
軟

柔
軟

なな なな
配

置
等

 
配

置
等

 
配

置
等

 
配

置
等

 

本
学

の
理

念
に

沿
っ

た
質

の
高

い
教

育
を

実
施

す
る

た
め

，
教

育
内

容
，
教

育
方

法
及
び

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

編
成

等
に

適
切

に
対

応
で

き
る

よ
う
，
教

職
員

の
柔

軟
な

配
置

等
を

行
う

。
 

(２
５

年
度

以
降

に
実

施
の

た
め
年

度
計

画
な

し
) 

 
 

 

ウ
 

ウ
 

ウ
 

ウ
 

教
育

研
究

教
育

研
究

教
育

研
究

教
育

研
究

にに にに
必

要
必

要
必

要
必

要
なな なな

運
営

体
制

運
営

体
制

運
営

体
制

運
営

体
制

・・ ・・
設

備
等

設
備

等
設

備
等

設
備

等
のの のの

充
実

 
充

実
 

充
実

 
充

実
 

３
２

 
３

２
 

３
２

 
３

２
 

（（ （（
アア アア
）） ））

制
作

機
材

制
作

機
材

制
作

機
材

制
作

機
材

やや やや
楽

器
等

楽
器

等
楽

器
等

楽
器

等
のの のの

整
備

整
備

整
備

整
備

・・ ・・
充

実
 

充
実

 
充

実
 

充
実

 

教
育

研
究

環
境

の
向

上
の

た
め
，
時

代
に
即

応
し

た
制

作
機

材
や

楽
器

等
を
整

備
・
充

実
す

る
。

 

 教
育

研
究

環
境

の
向

上
の

た
め

，
時

代
に

即
応

し

た
制

作
機

材
や

楽
器

等
を

整
備
・

充
実
す

る
。
 

 

美
術

学
部

で
は
，
恒

温
恒

湿
器

，
iM
a
c
等

の
購

入
，

陶
磁

器
の
窯

の
修

理
等

を
実

施
し

た
。
 

音
楽

学
部

で
は

，
教

育
研

究
環

境
向

上
の

た
め

，

楽
器

の
充

実
を
図

っ
た

。
 

 
 

具
体

的
に

は
，

ピ
ア

ノ
３

台
，

マ
リ

ン
バ

１
台

，

ユ
ー

フ
ォ

ニ
ア

ム
１

台
，

バ
ス

フ
ル

ー
ト

１
台

，
Ｖ

ピ
ア

ノ
１

台
（

デ
ジ

タ
ル

ピ
ア

ノ
）

を
整

備
・

充
実

し
た

。
 

Ⅲ
 

 

３
３

 
３

３
 

３
３

 
３

３
 

    

（（ （（
イイ イイ

）） ））
教

育
研

究
教

育
研

究
教

育
研

究
教

育
研

究
の

た
め

の
ス

ペ
ー

ス
の

の
た

め
の

ス
ペ

ー
ス

の
の

た
め

の
ス

ペ
ー

ス
の

の
た

め
の

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
 

確
保

 
確

保
 

確
保

 

機
能

の
統

合
や

使
用

で
き

る
近

隣
施

設
の

状
況

の
把

握
等
に

よ
り
，
教

室
，
演

奏
室

，
ア

ト
リ

エ
等

の
実

習
室
な

ど
，
教

育
研

究
の

た
め

に
必

要
な

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
す

る
。

 

 
 機

能
の

統
合

等
に

よ
り

，
教

育
研

究
の

た
め

に
必

要
な

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
で

き
る

よ
う
検

討
す

る
。
 

 ○
物

置
と

な
っ

て
い

た
中

央
棟

４
階

の
「

準
備

室
２

」

に
つ

い
て

整
理

・
改

修
し

，
保

存
修

復
専

攻
の

研
究

室
と

し
た
。
 

○
副

理
事

長
，

美
術

，
音

楽
の

両
学

部
長

お
よ

び
両

学

部
教

務
委

員
長

に
よ

り
近

隣
の

旧
音

楽
高

校
の

教
室

の
有

効
活

用
に

つ
い

て
検

討
を

開
始

し
た

。
ま

た
，

美
術

学
部

教
務

委
員

会
に

お
い

て
も

旧
音

楽
高

校
の

教
室

の
有

効
活

用
及

び
整

理
整

頓
に

よ
る

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
を
検

討
し

た
。
 

 

Ⅲ
 

 

３
４

 
３

４
 

３
４

 
３

４
 

（（ （（
ウウ ウウ
）） ））

学
内

情
報

学
内

情
報

学
内

情
報

学
内

情
報

イ
ン

フ
ラ

の
イ

ン
フ

ラ
の

イ
ン

フ
ラ

の
イ

ン
フ

ラ
の

充
実

 
充

実
 

充
実

 
充

実
 

教
育

研
究

及
び

学
内

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

充
実
た

め
，
情

報
ス

ペ
ー

ス
な

ど
，
学

内

 教
育

研
究

及
び

学
内

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

充
実

た
め

，
情

報
ス

ペ
ー

ス
な

ど
，
学

内
情

報
イ

ン

 ○
大

学
会

館
情

報
ス

ペ
ー

ス
に

お
け

る
ソ

フ
ト

類
の

バ

ー
ジ

ョ
ン

ア
ッ

プ
を

行
っ

た
。
 

Ⅳ
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情
報

イ
ン

フ
ラ

を
よ

り
一

層
充

実
し

，
学

生
，

教
職

員
が

日
常

的
に

利
用

で
き

る
環

境
の

整

備
（

メ
デ

ィ
ア

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）

の
設

立
な

ど
）
に

努
め

る
。

 

フ
ラ

を
充

実
す

る
。
 

○
法

人
化

後
，

大
学

独
自

に
グ

ル
ー

プ
ウ

ェ
ア

を
導

入

し
て

，
事

務
局

内
の

情
報

共
有

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
活

性
化

を
図

り
業

務
の

効
率

化
に
努

め
た
。
 

○
教

育
研

究
の

充
実

の
た

め
，

彫
刻

棟
の

研
究

室
及

び

講
堂

に
Ｌ

Ａ
Ｎ

配
線

を
新
た

に
整

備
し

た
。
 

○
学

生
や

来
学

者
の

利
便

性
向

上
の

た
め

に
，

京
都

市

と
協

力
し

て
公

衆
無

線
Ｌ

Ａ
Ｎ

（
５

個
所

）
を

整
備

し
た

。
 

 

   

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

のの のの
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
のの のの

質質 質質
のの のの

向
上

向
上

向
上

向
上

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 

１
 

 
 

１
 

 
 

１
 

 
 

１
 

教
育

教
育

教
育

教
育

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 

（
 

 
（

 
 

（
 

 
（

４４ ４４
）） ））

学
生

学
生

学
生

学
生

へ
の

へ
の

へ
の

へ
の

支
援

支
援

支
援

支
援
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
目

標
目

標
目

標
    

 

中 期 目 標

 
 

ア
 

個
々
の

学
生
の

学
習
，

研
究

意
欲

を
高

め
る

た
め

，
良

好
な
教

育
研

究
環

境
と

き
め
細

か
な
支

援
体

制
を

整
備

す
る
。

 

イ
    

芸
術

家
へ

の
キ

ャ
リ

ア
サ

ポ
ー

ト
や

企
業

等
へ

の
就

職
支

援
に

つ
い

て
，
在

学
生

の
み

な
ら

ず
卒

業
生
も

対
象
に

，
一

人
ひ

と
り

の
状

況
に
応

じ

た
支

援
を

充
実
さ

せ
る
。

 

 

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の

実
施

状
況

等
 

（
参

考
）

 

自
己

評
価

 
進

捗
状

況
に

関
す

る
コ

メ
ン

ト
等

 

３
５

３
５

３
５

３
５
 

     

ア
 

ア
 

ア
 

ア
 
「「 「「

京
都

芸
大

京
都

芸
大

京
都

芸
大

京
都

芸
大

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
セ

ン
タ

ー
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

セ
ン

タ
ー

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
セ

ン
タ

ー
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

セ
ン

タ
ー
（（ （（

仮仮 仮仮

称称 称称
）」）」 ）」）
」

のの のの
設

立
 

設
立

 
設

立
 

設
立

 

在
学

生
の

み
な

ら
ず

卒
業

生
も

対
象
に

，
一

人

ひ
と

り
の

状
況

に
応
じ

た
長

期
的

支
援
を

行
う

た

め
，

専
門

ス
タ

ッ
フ

を
配

置
す

る
な

ど
体

制
を
強

化
し

，
教

職
員

と
協

働
で

学
習

支
援
，
進

路
支

援
，

就
職

支
援

及
び

芸
術

家
へ

の
キ

ャ
リ

ア
サ

ポ
ー

ト

等
の

総
合

的
な

取
組
を

行
う

「
京

都
芸

大
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）
」

を
設

立
す

る
。

 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

卒
業

卒
業

卒
業

卒
業

・・ ・・
修

了
生

等
修

了
生

等
修

了
生

等
修

了
生

等
の

う
ち

の
う

ち
の

う
ち

の
う

ち
進

路
未

定
者

進
路

未
定

者
進

路
未

定
者

進
路

未
定

者
のの のの

割
合

 
割

合
 

割
合

 
割

合
 

１
９

１
９

１
９

１
９
．． ．．

３
４

３
４

３
４

３
４

％
（

％
（

％
（

％
（

２
２

２
２

２
２

２
２

年
度

年
度

年
度

年
度
）） ））

    

→
１

０
→

１
０

→
１

０
→

１
０

％
（

％
（

％
（

％
（
２

９
２

９
２

９
２

９
年

度
年

度
年

度
年

度
）） ））

    

 在
学

生
の

み
な

ら
ず

卒
業

生
も

対
象
に

，
一

人
ひ

と
り

の
状

況
に

応
じ

た
長

期
的

支
援
を
行

う
た

め
，

専
門

ス
タ

ッ
フ

を
配

置
す

る
な

ど
体

制
を

強
化
し

，

教
職

員
と

協
働

で
学

習
支

援
，
進

路
支

援
，
就

職
支

援
及

び
芸

術
家

へ
の

キ
ャ

リ
ア

サ
ポ

ー
ト

等
の

総

合
的

な
取

組
を

行
う
「

京
都

芸
大

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ

セ
ン

タ
ー

」
を

設
立

す
る

。
 

 

平
成

２
４

年
４

月
に

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
セ

ン
タ

ー

を
設

立
し
，

取
組
を
開

始
し

た
。
 

体
制

に
つ

い
て

は
，

学
生

部
長

が
セ

ン
タ

ー
長

を

当
面

兼
務

し
，
事

務
職

員
３
名
（
兼

職
），

嘱
託

職
員

１
名

，
就

職
相

談
員

１
名

，
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
５

名
を

配
置

し
て

い
る
。
 

（
主

な
取

組
）
 

・
相

談
，

指
導

，
打

合
せ

業
務
 

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ
講

座
（
３

回
）
 

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
と

は
，
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
や

デ
ザ

イ

ナ
ー

，
ク

リ
エ

イ
タ

ー
等

の
自

身
の

作
品

集
の

こ
と

。

（
就

職
面

接
の

際
や

，
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
に

提
示
し

て
，

自
分

を
売
り

込
む

た
め

に
用

い
る

。
）

 

・
確

定
申

告
講

座
 

・
文

書
作

成
講

座
 

・
外

部
講

師
に

よ
る
講

演
会
（

２
回
）
 

・
卒

業
生

に
よ

る
講

演
会
 

・
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・

イ
ン

・
レ

ジ
デ

ン
ス
報

告
会
 

Ⅳ
 

各
学

部
の

本
来

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

，

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
の

取
組

を
相

互
に

う
ま

く
関

連
さ

せ
て

取
り

組
ん

で
い

け
る

か

が
，

今
後
の

課
題
で

あ
る
。
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・
演

奏
会

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

（
１

６
回

）
 

・
留

学
ガ

イ
ダ

ン
ス
（

２
回
）
 

・
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス
，

説
明

会
等

の
実

施
（
１

８
回
）
 

・
京

都
嵯

峨
芸

術
大

学
と

共
催

で
企

業
説

明
会

を
開

催
 

（
２

日
）
 

・
瓦

版
（

卒
業

後
の
活

動
事

例
紹

介
）
の

発
行
（

３
回

）
 

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
F
a
c
e
b
o
o
k
に

よ
る

情
報

発
信
 

 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

卒
業

卒
業

卒
業

卒
業
・・ ・・

修
了

生
等

修
了

生
等

修
了

生
等

修
了

生
等

の
う

ち
の

う
ち

の
う

ち
の

う
ち

進
路

未
定

者
進

路
未

定
者

進
路

未
定

者
進

路
未

定
者

のの のの
割

合
 

割
合

 
割

合
 

割
合

 

１
７

１
７

１
７

１
７
．． ．．

２
８

２
８

２
８

２
８

％
（

％
（

％
（

％
（

２
３

２
３

２
３

２
３

年
度

年
度

年
度

年
度
）

 
）

 
）

 
）

 

２
０

２
０

２
０

２
０
．． ．．

５
８

５
８

５
８

５
８

％
（

％
（

％
（

％
（

２
４

２
４

２
４

２
４

年
度

年
度

年
度

年
度
）） ））
 

３
６

３
６

３
６

３
６
 

 

イ
 

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
イ

 
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

イ
 

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
イ

 
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

制
度

制
度

制
度

制
度

（（ （（
学

生
学

生
学

生
学

生
か

ら
の

か
ら

の
か

ら
の

か
ら

の
質

問
質

問
質

問
質

問
やや やや

相
談

相
談

相
談

相
談

にに にに
応応 応応

じ
る

た
め

に
じ

る
た

め
に

じ
る

た
め

に
じ

る
た

め
に

，， ，，
教

員
教

員
教

員
教

員
がが がが

必必 必必
ずず ずず

研
究

室
研

究
室

研
究

室
研

究
室

にに にに

い
る

い
る

い
る

い
る

時
間

帯
時

間
帯

時
間

帯
時

間
帯
）） ））

等等 等等
のの のの

実
施

 
実

施
 

実
施

 
実

施
 

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
制

度
等

を
利

用
し

，
学

生
へ

の
き

め
細

や
か

な
学

習
相

談
を

行
う

。
 

 オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
制

度
等

を
利

用
し
，
学

生
へ

の

き
め

細
や

か
な

学
習

相
談

を
行
う

。
 

 

全
専

任
教

員
が

研
究

室
な

ど
に

待
機

し
，

学
生

の

相
談

や
質

問
に

応
じ

る
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

制
度

を
実

施
し

，
学

生
へ

の
き

め
細

や
か

な
学

習
相

談
を

行
っ

た
。
 

Ⅲ
 

 

ウ
 

ウ
 

ウ
 

ウ
 

福
利

厚
生

福
利

厚
生

福
利

厚
生

福
利

厚
生

のの のの
充

実
 

充
実

 
充

実
 

充
実

 

３
７

 
３

７
 

３
７

 
３

７
 

（（ （（
アア アア
）） ））

学
生

学
生

学
生

学
生
のの のの

健
康

面
健

康
面

健
康

面
健

康
面

の
サ

ポ
ー

ト
の

の
サ

ポ
ー

ト
の

の
サ

ポ
ー

ト
の

の
サ

ポ
ー

ト
の

充
実

 
充

実
 

充
実

 
充

実
 

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
を

踏
ま

え
，
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

環
境

を
整

備
す

る
な

ど
，
学

生
へ

の
健

康

面
の

サ
ポ

ー
ト

を
充

実
す

る
。

 

 
 学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

を
踏

ま
え
，
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

環
境

を
整

備
す

る
な

ど
，
学

生
へ

の
健

康
面

の
サ

ポ

ー
ト

を
充

実
す

る
。
 

 

週
２

回
（

火
曜

日
と

水
曜

日
）

の
学

生
相

談
を

実

施
し

た
。

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
（

健
康

調
査

）
を

踏
ま

え
，

新
入

生
に

対
し

て
，

健
康

診
断

に
合

わ
せ

て
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

面
接
を
実

施
し

た
。
 

Ⅲ
 

 

３
８

 
３

８
 

３
８

 
３

８
 

（（ （（
イイ イイ
）） ））

学
生

食
堂

学
生

食
堂

学
生

食
堂

学
生

食
堂

のの のの
充

実
充

実
充

実
充

実
・・ ・・

改
善

 
改

善
 

改
善

 
改

善
 

学
生

食
堂

の
メ

ニ
ュ

ー
の

改
善

や
営

業
時

間
の

延
長

な
ど
，
引

き
続
き
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

を
通

し
て

多
様
な

学
生
の

要
望
を

把
握

し
，
こ

れ
を

踏
ま

え
て
改

善
す

る
。

 

 
 学

生
食

堂
の

メ
ニ

ュ
ー

の
改

善
や

営
業

時
間

の

延
長

な
ど

，
引

き
続
き

学
生
ア

ン
ケ

ー
ト

を
通

し
て

多
様

な
学

生
の

要
望

を
把

握
し
，
こ

れ
を

踏
ま

え
て

改
善

す
る

。
 

 

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
を

踏
ま

え
て

，
サ

ラ
ダ

バ
ー

の

設
置

・
テ

イ
ク

ア
ウ

ト
商

品
の

新
設

等
，

メ
ニ

ュ
ー

の
充

実
を

図
っ

た
。

ま
た

，
夜

間
営

業
（

１
７

時
か

ら
１

９
時

）
を

開
始

し
，

営
業

時
間

に
つ

い
て

も
充

実
を

図
っ

た
。

 

 

Ⅲ
 

 

３
９

 
３

９
 

３
９

 
３

９
 

（（ （（
ウウ ウウ

）） ））
学

生
自

治
会

活
動

学
生

自
治

会
活

動
学

生
自

治
会

活
動

学
生

自
治

会
活

動
へ

の
へ

の
へ

の
へ

の
支

援
 

支
援

 
支

援
 

支
援

 

学
生

自
治

会
が

積
極

的
に

活
動

で
き

る
よ

う
，
活

動
ス

ペ
ー

ス
の
確

保
な

ど
，
条

件
整

備

等
の

支
援

を
行
う

。
 

 
 学

生
自

治
会

が
積

極
的

に
活

動
で

き
る

よ
う
，
活

動
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

な
ど

，
条

件
整

備
等

の
支

援
を

行
う

。
 

 
 

学
生

自
治

会
に
対

し
て
，
部

室
，
レ

タ
ー

ケ
ー

ス
，

学
生

大
会

の
会

場
の

提
供

を
行

う
と

と
も

に
，

学
生

自
治

会
か

ら
の

要
望

を
受

け
て

，
学

内
施

設
の

整
備

（
網

戸
の
設

置
や
校

内
の
敷

地
整

地
等
）
を

行
っ

た
。

ま
た

，
ク

ラ
ブ

助
成

金
を
支

出
し

た
。
 

Ⅲ
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４
０

 
エ

 
４

０
 

エ
 

４
０

 
エ

 
４

０
 

エ
 

奨
学

金
奨

学
金

奨
学

金
奨

学
金
のの のの

充
実

 
充

実
 

充
実

 
充

実
 

学
業

の
継

続
を

支
援

す
る

た
め

，
学

費
の

支
払

が
困

難
と

さ
れ

る
学

生
に

対
し

て
交

付
し

て
い

る

奨
学

金
に

つ
い

て
，
財

源
の

確
保

に
努
め

る
。

 

 
 学

業
の

継
続

を
支

援
す

る
た

め
，
学

費
の

支
払

が

困
難

と
さ

れ
る

学
生

に
対

し
て

交
付

し
て

い
る

奨

学
金

に
つ

い
て

，
財

源
の

確
保
に

努
め

る
。
 

 ○
財

源
の

確
保

に
向
け

て
，「

京
芸

友
の

会
」
制

度
を
創

設
し

た
。
 

○
学

業
の

継
続

を
支

援
す

る
た

め
に

学
費

の
支

払
が

困

難
な

学
生

に
対

し
て

，
前

期
と

後
期

の
授

業
料

の
減

免
を

実
施
し

た
。
 

Ⅲ
 

 

４
１

 
オ

 
４

１
 

オ
 

４
１

 
オ

 
４

１
 

オ
 

奨
励

金
制

度
奨

励
金

制
度

奨
励

金
制

度
奨

励
金

制
度

のの のの
充

実
 

充
実

 
充

実
 

充
実

 

学
生

の
活

動
を
支

援
す

る
た

め
，
成

績
優

秀
者

や
優

れ
た

作
品

を
制

作
し

た
学

生
に

交
付

し
て

い

る
奨

励
金

に
つ

い
て

，
交

付
対

象
者
の

拡
大

や
交

付
メ

ニ
ュ

ー
の

増
加

な
ど

，
制

度
の

充
実

に
努
め

る
。

 

 
 学

生
の

活
動

を
支

援
す

る
た

め
，
成

績
優

秀
者

や

優
れ

た
作

品
を

制
作

し
た

学
生

に
交

付
し

て
い

る

奨
励

金
に

つ
い

て
，
交

付
対

象
者

の
拡

大
や

交
付

メ

ニ
ュ

ー
の

増
加

な
ど

，
制

度
の
充

実
に
努

め
る
。
 

 ○
財

源
の

確
保

に
向
け

て
，「

京
芸

友
の

会
」
制

度
を
創

設
し

た
。
 

○
学

生
の

制
作

活
動

を
支

援
す

る
た

め
，

成
績

優
秀

者

や
優

れ
た

作
品

を
制

作
し

た
学

生
に

奨
励

金
を

交
付

し
た

。
 

Ⅲ
 

 

４
２

 
カ

 
４

２
 

カ
 

４
２

 
カ

 
４

２
 

カ
 

音
楽

学
部

音
楽

学
部

音
楽

学
部

音
楽

学
部

に
お

け
る

に
お

け
る

に
お

け
る

に
お

け
る

特
待

生
制

度
特

待
生

制
度

特
待

生
制

度
特

待
生

制
度

のの のの
検

討
 

検
討

 
検

討
 

検
討

 

音
楽

学
部
に

お
い

て
，
優

秀
な

学
生

に
対
し

て

専
門

領
域

の
能

力
向

上
の

た
め

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ

ブ
を

与
え

る
等

の
特

待
生

制
度

を
検

討
す

る
。

 

(２
５

年
度

以
降

に
実

施
の

た
め
年

度
計

画
な

し
) 

 
 

 

  

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

のの のの
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
のの のの

質質 質質
のの のの

向
上

向
上

向
上

向
上

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 

２
 

 
 

２
 

 
 

２
 

 
 

２
 

研
究

研
究

研
究

研
究

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 
（（ （（

１１ １１
）） ））

研
究

水
準

及
研

究
水

準
及

研
究

水
準

及
研

究
水

準
及

びび びび
研

究
研

究
研

究
研

究
のの のの

成
果

等
成

果
等

成
果

等
成

果
等

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

    

中 期 目 標

    

京
都

な
ら

で
は

の
人

的
な

交
流

を
生

か
し

，
学

生
と

教
員
が

一
体

と
な

っ
た

自
由

で
独

創
的

な
研

究
を

通
し

て
，

次
世

代
に

芸
術

文
化

や
伝

統
を
継

承
す

る
と

と
も

に
，
新

し
い
芸

術
文

化
の

可
能

性
を

追
求

し
，

国
際

的
な

芸
術

文
化
の

拠
点
と

な
る

こ
と

を
目

指
す
。

 

    

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の

実
施

状
況

等
 

（
参

考
）

 

自
己

評
価

 
進

捗
状

況
に

関
す

る
コ

メ
ン

ト
等

 

４
３

４
３

４
３

４
３
 

 

ア
 

ア
 

ア
 

ア
 
研

究
活

動
研

究
活

動
研

究
活

動
研

究
活

動
のの のの

推
進

 
推

進
 

推
進

 
推

進
 

学
術

的
な
研

究
は

も
と

よ
り

，
学

生
と

教
員
が

一
体

と
な

っ
た

作
品

の
制

作
，

展
示

及
び

演
奏

を

研
究

活
動

と
し

て
推

進
し

，
そ

の
成

果
を

様
々

な

機
会

を
通

し
て

社
会
に

発
信
す

る
。

 

 学
術

的
な

研
究
は

も
と

よ
り
，
学

生
と

教
員
が

一

体
と

な
っ

た
作

品
の

制
作
，
展

示
及

び
演

奏
を
研

究

活
動

と
し

て
推

進
し

，
そ

の
成

果
を

様
々

な
機

会
を

通
し

て
社

会
に
発

信
す

る
。

    

     

 

美
術

事
業

で
は

「
京

都
芸

大
日

本
画

の
現

在
」

展

の
連

携
企

画
と

し
て

，
銅

駝
美

術
工

芸
高

校
の

日
本

画
専

攻
展

や
交

流
事

業
を

実
施

。
ま

た
，

退
任

記
念

展
な

ど
様

々
な

学
生

と
教

員
一

体
の

展
覧

会
も

開
催

し
た

。
そ

の
他

，
内

容
に

関
連

し
た

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

ト
ー

ク
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
た
。
 

音
楽

事
業

で
は

年
２

回
有

料
で

開
催

す
る

定
期

演

奏
会

に
お

い
て

，
中

学
生

や
留

学
生

，
視

覚
障

が
い

者
の

方
々

向
け

に
招

待
枠

を
設

け
，

教
育

・
研

究
活

動
の

発
信

枠
を

広
げ

る
取

組
を

実
施

し
た

ほ
か

，
国

際
交

流
演

奏
会

，
音

楽
学

部
６

０
周

年
記

念
式

典
な

Ⅲ
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ど
に

お
い

て
学

生
と

教
員

が
一

体
と

な
っ

た
演

奏
を

市
民

に
公

開
し

た
。
 

国
際

交
流

演
奏

会
 

 
 

 
 

 
 
１

１
月
３

０
日
 

音
楽

学
部

６
０

周
年

記
念

式
典

 
 

１
２
月

 
２
日

 

    

４
４

 
イ

 
４

４
 

イ
 

４
４

 
イ

 
４

４
 

イ
 

国
際

的
国

際
的

国
際

的
国

際
的

なな なな
共

同
研

究
共

同
研

究
共

同
研

究
共

同
研

究
のの のの

実
施

 
実

施
 

実
施

 
実

施
 

国
際

的
な

芸
術

文
化

の
拠

点
と

な
る

こ
と

を

目
指

し
，

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

・
イ

ン
・

レ
ジ

デ
ン

ス

事
業

や
交

流
協

定
締

結
等
を

通
し

て
，

国
内

外
と

の
共

同
研

究
に

取
り
組

む
。
    

 国
際

的
な

芸
術

文
化

の
拠

点
と

な
る

こ
と

を
目

指
し

，
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・
イ

ン
・
レ

ジ
デ

ン
ス

事
業

や
交

流
協

定
締

結
等

を
通
し

て
，
国

内
外

と
の
共

同

研
究

に
取

り
組

む
。

    

 美
術

事
業

で
は

次
の

取
組
を

行
っ

た
。
 

○
日

欧
５

カ
国

の
芸

術
大

学
生

に
よ

る
イ

ラ
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

展
を

「
ギ

ャ
ラ

リ
ー

＠
Ｋ

Ｃ
Ｕ

Ａ
（

ア

ク
ア
）
」
で

開
催
す

る
な

ど
関

係
５

カ
国

で
巡

回
実

施
し

た
。
 

○
日

仏
両

国
の

学
生

に
よ

る
視

覚
障

が
い

者
の

た
め

の
デ

ザ
イ

ン
展

を
「
ギ

ャ
ラ

リ
ー

＠
Ｋ

Ｃ
Ｕ

Ａ
（
ア

ク
ア
）
」
で

開
催
す

る
な

ど
関

係
２

カ
国

で
巡

回
実

施
し

た
。
 

○
日

本
や

外
国

の
女

性
漆

工
芸

作
家

３
１

名
に

よ
る

展
覧

会
及

び
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
「

ギ
ャ

ラ
リ

ー

＠
Ｋ

Ｃ
Ｕ

Ａ
（

ア
ク

ア
）
」
他
２

会
場
（

東
京
，
福

島
）

で
開

催
し

，
漆

の
世

界
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充

実
に

寄
与
し

た
。

 

音
楽

事
業

で
は

音
楽

学
部

６
０

周
年

記
念

事
業

と
し

て
，

ウ
ィ

ー
ン

国
立

歌
劇

場
専

属
合

唱
団

員
を

招
待

し

た
公

開
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
す

る
な

ど
，

学
生

の

教
育

と
市

民
へ

の
成

果
の

還
元
に

取
り

組
ん

だ
。
ま

た
，

京
都

芸
術

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

て
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・

イ

ン
・

レ
ジ

デ
ン

ス
事

業
と

し
て

ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク

在
住

の

現
代

美
術

家
オ

リ
バ

ー
・

ヘ
リ

ン
グ

氏
の

招
聘

な
ど

を

実
施

し
た

。
 

ま
た

，
学

生
が

国
際

的
な

感
覚

を
身

に
つ

け
る

た
め

に
海

外
で

活
躍

す
る

作
家

・
演

奏
家

・
研

究
者

な
ど

世

界
的

な
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
を

招
い

て
特

別
授

業
を

実
施

し

た
。（

美
術
３

回
，
音

楽
６
回

）
 

    

Ⅲ
 

 
 

 
 

 
 

 

４
５

 
ウ

 
４

５
 

ウ
 

４
５

 
ウ

 
４

５
 

ウ
 

科
学

研
究

費
補

助
金

等
科

学
研

究
費

補
助

金
等

科
学

研
究

費
補

助
金

等
科

学
研

究
費

補
助

金
等

のの のの
活

用
 

活
用

 
活

用
 

活
用

 

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

獲
得

に
努
め

，
こ

れ

を
活

用
し

た
研

究
活

動
を

推
進

す
る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 科

学
研

究
費

補
助

金
等

の
獲

得
に

努
め
，
こ

れ
を

活
用

し
た
研

究
活

動
を
推

進
す

る
。

    

 

平
成

２
３

年
度

は
新

規
１

３
件

２
６

，
６

１
９

千

円
（

研
究

期
間

全
て

）
を

申
請

し
，

採
択

は
５

件
１

７
，

０
３

０
千

円
で

あ
っ

た
。

当
該

年
度

分
の

新
規

及
び

継
続

額
の

総
額

は
，

１
６

件
２

２
，

８
０

０
千

Ⅳ
    

科
学

研
究

費
等

の
獲

得
し

た
額

が
，

同

じ
規

模
の

他
の

法
人

化
し

た
芸

術
系

の
大

学
と

比
較

し
て

，
ど

の
程

度
で

あ
る

か
を

把
握

し
た

う
え

で
評

価
を

行
う

ほ
う

が
評

価
が

し
や

す
い
。
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円
で

あ
る
。
 

平
成

２
４

年
度

は
新

規
１

１
件

１
６

２
，

１
８

６

千
円

（
研

究
期

間
全

て
）

を
申

請
し

，
採

択
は

６
件

８
７

，
４

１
０

千
円

で
あ

っ
た

。
当

該
年

度
分

の
新

規
及

び
継

続
額

の
総

額
は

，
１

６
件

４
３

，
６

８
０

千
円

で
あ

る
。
 

平
成

２
５

年
度

分
と

し
て

新
規

１
９

件
１

２
７

，

９
６

４
千

円
（

研
究

期
間

全
て

）
を

申
請

し
，

採
択

は
６

件
２

４
，

５
６

０
千

円
で

あ
っ

た
。

当
該

年
度

分
の

新
規

及
び

継
続

額
の

総
額

は
，

１
８

件
３

３
，

８
８

０
千

円
で

あ
る

。
 

    

  

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

のの のの
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
のの のの

質質 質質
のの のの

向
上

向
上

向
上

向
上

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 

２
 

 
 

２
 

 
 

２
 

 
 

２
 

研
究

研
究

研
究

研
究

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 
（（ （（

２２ ２２
）） ））

研
究

実
施

体
制

等
研

究
実

施
体

制
等

研
究

実
施

体
制

等
研

究
実

施
体

制
等
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

    

中 期 目 標

    

学
生

及
び

教
員

の
研

究
を

更
に

充
実
す

る
研

究
環

境
を

整
備
す

る
た

め
，
個

人
研

究
や

共
同

研
究

の
内

容
に
即

し
た
研

究
実

施
体

制
の

整
備
を

図
る
。
 

        

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の

実
施

状
況

等
 

（
参

考
）

 

自
己

評
価

 
進

捗
状

況
に

関
す

る
コ

メ
ン

ト
等

 

ア
 

ア
 

ア
 

ア
 

研
究

体
制

等
研

究
体

制
等

研
究

体
制

等
研

究
体

制
等

のの のの
整

備
整

備
整

備
整

備
 

４
６

４
６

４
６

４
６
 

（（ （（
アア アア

）） ））
研

究
研

究
研

究
研

究
サ

ポ
ー

ト
サ

ポ
ー

ト
サ

ポ
ー

ト
サ

ポ
ー

ト
体

制
体

制
体

制
体

制
のの のの
充

実
 

充
実

 
充

実
 

充
実

 

質
の

高
い

充
実
し

た
研

究
を

進
め

る
た

め
，

学
内

組
織
の

構
築
や

専
門

職
員

の
配

置
な

ど
，

研
究

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

充
実

を
図
る

。
 

( ２
５

年
度

以
降

に
実

施
の

た
め
年

度
計

画
な

し
) 

 
 

 

４
７

４
７

４
７

４
７
 

（（ （（
イイ イイ

）） ））
サ

バ
テ

ィ
カ

ル
サ

バ
テ

ィ
カ

ル
サ

バ
テ

ィ
カ

ル
サ

バ
テ

ィ
カ

ル
制

度
制

度
制

度
制

度
*
3

*
3

*
3*
3
等等 等等

のの のの
検

討
検

討
検

討
検

討
・・ ・・

実
施

 
実

施
 

実
施

 
実

施
 

サ
バ

テ
ィ

カ
ル

制
度

な
ど

，
よ

り
一

層
研

究

に
専

念
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
制

度
に

つ

い
て

検
討
し

，
実

施
す

る
。

 

(２
５

年
度

以
降

に
実

施
の

た
め
年

度
計

画
な

し
) 

 
 

 

イ
 

イ
 

イ
 

イ
 

研
究

費
研

究
費

研
究

費
研

究
費

のの のの
充

実
充

実
充

実
充

実
 

４
８

 
４

８
 

４
８

 
４

８
 

（（ （（
アア アア

）） ））
個

人
研

究
費

等
個

人
研

究
費

等
個

人
研

究
費

等
個

人
研

究
費

等
のの のの

制
度

制
度

制
度

制
度
のの のの

確
立

 
確

立
 

確
立

 
確

立
 

教
員

の
研

究
資

金
の

確
保

の
た

め
，
個

人
研

究
費

や
研

究
促

進
費

の
制

度
や

配
分

ル
ー

ル

を
確

立
す

る
。
 

 教
員
の

研
究

資
金

の
確

保
の

た
め

，
個

人
研

究
費

の
制

度
や

配
分

ル
ー

ル
を
各

学
部

等
で
検

討
す

る
。
 

 

美
術

学
部

，
音

楽
学

部
予

算
委

員
会
に

お
い

て
，

教
員

研
究

資
金

の
確

保
の

た
め

の
個

人
研

究
費
の

配

分
ル

ー
ル

を
検

討
の

う
え
配

分
し

た
。
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４
９

 
４

９
 

４
９

 
４

９
 

（（ （（
イイ イイ

）） ））
研

究
費

等
研

究
費

等
研

究
費

等
研

究
費

等
のの のの

確
保

確
保

確
保

確
保

・・ ・・
配

分
 

配
分

 
配

分
 

配
分

 

多
様

な
テ

ー
マ

で
の

教
員

の
積

極
的

な
研

究
を

よ
り

一
層

奨
励

す
る

た
め
，
研

究
費
，
学

長
裁

量
に

よ
る

特
別

研
究

費
及

び
在

外
研

修

費
等

を
確

保
し
，
効

果
的
に

配
分
で

き
る

よ
う

な
枠

組
を

構
築
す

る
。

 

 多
様

な
テ

ー
マ

で
の

教
員

の
積

極
的

な
研

究
を

よ
り

一
層

奨
励

す
る

た
め
，
学

長
裁

量
に

よ
る
特

別

研
究

費
を

確
保

し
，
効

果
的
に

配
分
で

き
る

よ
う

な

枠
組

を
構

築
す

る
。
 

 

学
長

裁
量

の
研

究
費

に
つ

い
て

は
２

３
年

度
５

，

０
０

０
千

円
か

ら
２

４
年

度
８

，
０

０
０

千
円

に
増

額
し

た
。

申
請

件
数

は
２

９
件

か
ら

１
９

件
に

減
少

し
た

が
，
採

択
数

は
，
９

件
か

ら
１

１
件
と

増
加
し

，

研
究

テ
ー

マ
等

に
つ

い
て

よ
り

深
化

し
た

内
容

と
な

っ
て

い
る

。
 

Ⅳ
 

 

５
０

 
５

０
 

５
０

 
５

０
 

（（ （（
ウウ ウウ

）） ））
外

部
研

究
資

金
外

部
研

究
資

金
外

部
研

究
資

金
外

部
研

究
資

金
のの のの

獲
得

 
獲

得
 

獲
得

 
獲

得
 

企
業

や
研

究
機

関
等

か
ら

の
共

同
研

究
費

や
科

学
研

究
費

補
助

金
等

の
外

部
研

究
資

金

の
獲

得
に

努
め

る
。

 

 
 企

業
や

研
究

機
関

等
か

ら
の

共
同

研
究

費
や

科

学
研

究
費

補
助

金
等

の
外

部
研

究
資

金
の

獲
得

に

努
め

る
。
 

 

科
学

研
究

費
補

助
金

以
外

の
外

部
研

究
資

金
に

つ

い
て

も
，

常
に

情
報

収
集

を
は

か
り

，
教

育
研

究
審

議
会

等
で

内
容

を
調

査
し

，
関

係
す

る
教

員
と

協
議

し
た

。
 

科
学

研
究

費
補

助
金

の
申

請
状

況
は

№
４

５
の

と

お
り

で
あ

り
，

２
５

年
度

申
請

分
は

２
３

年
度

と
比

べ
て

１
．
５

倍
増
で

あ
る
 

Ⅲ
 

 

  

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

のの のの
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
のの のの

質質 質質
のの のの

向
上

向
上

向
上

向
上

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 

３
 

そ
の

 
 

３
 

そ
の

 
 

３
 

そ
の

 
 

３
 

そ
の

他他 他他
のの のの

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 
（（ （（

１１ １１
）） ））

学
外

連
携

学
外

連
携

学
外

連
携

学
外

連
携

にに にに
関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

 

中 期 目 標

 

京
都

の
文

化
芸

術
の

裾
野

を
広

げ
，
ま

た
，
京

都
の

個
性
と

魅
力
を

一
層

高
め

る
た

め
，

産
業

界
，

文
化

芸
術

機
関
，

芸
術

系
大

学
，

そ
の

他

の
大

学
，
小

中
高

等
学

校
等

と
の
連

携
を
推

進
す

る
。

 

  

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の

実
施

状
況

等
 

（
参

考
）

 

自
己

評
価

 
進

捗
状

況
に
関

す
る

コ
メ

ン
ト
等

 

５
１

５
１

５
１

５
１
 

ア
 

ア
 

ア
 

ア
 

文
化

芸
術

機
関

文
化

芸
術

機
関

文
化

芸
術

機
関

文
化

芸
術

機
関

と
の

と
の

と
の

と
の

連
携

 
連

携
 

連
携

 
連

携
 

京
都

市
交

響
楽

団
，
京

都
市

美
術

館
，
京

都
芸

術
セ

ン
タ

ー
を

は
じ

め
と

し
て

，
広

く
オ

ー
ケ

ス

ト
ラ

，
美

術
館

等
の

文
化

芸
術

機
関
と

の
相

互
連

携
の

あ
り

方
等

に
つ

い
て

，
情

報
交

換
，

意
見

交

換
の

機
会

を
設

け
，
積

極
的
な

取
組
を

展
開
す

る
。
 

 文
化

芸
術

機
関

と
の

相
互

連
携

の
あ

り
方

等
に

つ
い

て
，
積

極
的

な
取

組
を
検

討
す

る
た

め
，
情

報

交
換

，
意

見
交

換
の

機
会

を
設
け

る
。
 

 

情
報

交
換

，
意

見
交

換
の

機
会

と
し

て
，

本
年

１

０
月

末
，

京
都

市
の

呼
び

掛
け

に
よ

り
，

京
都

市
美

術
館

，
京

都
芸

術
セ

ン
タ

ー
，

京
都

国
立

博
物

館
，

芸
術

系
等

の
大

学
等

，
様

々
な

団
体

が
参

加
し

た
「

京

都
文

化
芸

術
コ

ア
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
に

参
加

し
，

情
報

・
意

見
交

換
を

行
っ

た
。
 

美
術

学
部

に
お

い
て

は
，

交
通

局
と

連
携

を
行

い

地
下

鉄
構

内
へ

の
作

品
展

示
を

継
続

実
施

し
て

お

り
，

さ
ら

に
現

行
の

公
益

財
団

法
人

音
楽

芸
術

文
化

振
興

財
団

と
連

携
し

た
北

山
駅

や
京

の
七

夕
実

行
委

員
会

と
連

携
し

た
二

条
城

前
駅

以
外

に
お

い
て

も
展

示
の

機
会

を
検

討
し

て
い

る
。

ま
た

，
ビ

ジ
ュ

ア
ル

デ
ザ

イ
ン

専
攻

に
お

い
て

は
，

新
た

に
京

都
府

立
図

Ⅲ
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書
館

と
今

後
３

年
間

に
わ

た
る

受
託

研
究

を
締

結

し
，

図
書

館
内

外
の

デ
ザ

イ
ン

を
手

掛
け

る
一

方
，

「
ギ

ャ
ラ

リ
ー
＠
K
C
U
A
（

ア
ク

ア
）」

を
含

め
た
連

携
企

画
を

進
め

る
等

，
様

々
な

文
化

芸
術

機
関

と
の

幅
広

い
連

携
事

業
を

進
め

て
お

り
，

他
に

も
今

年
度

は
次

の
よ

う
な

取
組

を
行
っ

て
い

る
。
 

・
京

都
芸

術
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
た

ア
ー

テ
ィ

ス

ト
・

イ
ン

・
レ

ジ
デ

ン
ス

事
業
 

・
京

都
芸

術
教

育
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

の
設

立
 

音
楽

学
部

に
お

い
て

は
，

公
益

財
団

法
人

音
楽

芸

術
文

化
振

興
財

団
と

の
共

催
に

よ
る

演
奏

会
を

引
き

続
き

進
め

な
が

ら
，

２
４

年
度

に
お

い
て

は
，

新
た

に
京

都
国

立
近

代
美

術
館

及
び

長
岡

京
文

化
振

興
財

団
と

の
共

催
演

奏
会

を
開

催
し

，
他

に
も

次
の

よ
う

な
取

組
を
行

っ
て

い
る
。
 

・
関

西
８
大

学
に

よ
る

演
奏

会
 

・
東

京
藝

術
大

学
と

の
演

奏
会
 

・
ウ

ィ
ー

ン
国

立
歌

劇
場

合
唱

団
員

と
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

・
提

携
大

学
と

連
携

し
た
国

際
交

流
演

奏
会
 

こ
れ

ま
で

の
文

化
芸

術
機

関
と

の
連

携
実

績
を

広

く
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
公

表
し

な
が

ら
，

今
後

も

様
々

な
分

野
と

の
連

携
の
可

能
性
を

探
っ

て
い

く
。
 

 

５
２

 
イ

 
５

２
 

イ
 

５
２

 
イ

 
５

２
 

イ
 

「「 「「
若
手
芸
術

家
等

若
手
芸
術

家
等

若
手
芸
術

家
等

若
手
芸
術

家
等
のの のの
居

住
居

住
居

住
居

住
・・ ・・
制
作

制
作

制
作

制
作
・・ ・・
発
表

発
表

発
表

発
表
のの のの
場場 場場

づ
く
り

づ
く
り

づ
く
り

づ
く
り
」」 」」
事
業

事
業

事
業

事
業
と
の

と
の

と
の

と
の
連
携
 

連
携
 

連
携
 

連
携
 

京
都

市
の
「
若
手
芸
術
家
等
の
居

住
・
制
作

・

発
表
の
場
づ
く
り
」
事
業
と

連
携
し

，
京

都
芸

大

を
卒

業
し

た
若

手
芸

術
家

が
，

京
都

で
活

躍
し

続
け

ら
れ

る
よ

う
，

居
住

・
制

作
・

発
表

の
場

所
を
紹

介
す

る
等

の
支

援
を
行

う
。

 

 京
都

市
の
「

若
手

芸
術

家
等
の

居
住
・
制

作
・
発

表
の

場
づ

く
り

」
事

業
と

連
携
し
，
京

都
芸

大
を

卒

業
し

た
若

手
芸

術
家

が
，
京

都
で

活
躍

し
続

け
ら

れ

る
よ

う
，
居

住
・
制

作
・
発

表
の

場
所

を
紹

介
す

る

等
の

支
援

を
行

う
。
 

 

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
セ

ン
タ

ー
と

H
A
P
S
（

※
）
が

共
催

す
る

ト
ー

ク
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
開

催
し

た
。

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
セ

ン
タ

ー
が

卒
業

生
と

相
談

を
受

け
る

中
で

，
若

手
芸

術
家

が
，

京
都

で
活

躍
し

続
け

ら
れ

る
よ

う
に

H
A
P
S
を

通
じ

て
居

住
・

制
作
・

発
表
の

場
所

を
紹

介
し

て
支

援
を
行

っ
た
。
 

※
H
A
P
S

と
は

，
東

山
ア

ー
テ

ィ
ス

ツ
・

プ
レ

イ
メ

ン
ト

・
サ

ー
ビ

ス
の

略
で

，
京

都
市

の
「

若
手

芸
術

家
等

の
居

住
・

制
作

・
発

表
の

場
づ

く
り

」
事

業
を

主
と

し
て

実
施

す
る

組
織

と
し

て
各

分
野

の
専

門
家

で
構

成
す

る
実

行
委

員
会

の
こ

と
で

あ
り

，
委

員
に

本
学

教
員

，
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

学
長

が
就

任
し

て
い

る
。
 

Ⅲ
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ウ
 

ウ
 

ウ
 

ウ
 

大
学

等
教

育
研

究
機

関
大

学
等

教
育

研
究

機
関

大
学

等
教

育
研

究
機

関
大

学
等

教
育

研
究

機
関

と
の

と
の

と
の

と
の

連
携

 
連

携
 

連
携

 
連

携
 

５
３

 
５

３
 

５
３

 
５

３
 

（（ （（
アア アア

）） ））
産

業
技

術
研

究
所

産
業

技
術

研
究

所
産

業
技

術
研

究
所

産
業

技
術

研
究

所
と

の
と

の
と

の
と

の
共

同
研

究
 

共
同

研
究

 
共

同
研

究
 

共
同

研
究

 

産
業

技
術

研
究

所
と

交
流

協
定

を
締

結
し

て
，
工

芸
，
デ

ザ
イ

ン
，
保

存
修

復
等

に
関

す

る
共

同
研

究
等
に

取
り
組

む
。

 

 産
業

技
術

研
究

所
と

交
流

協
定

を
締

結
し

て
，
工

芸
，
デ

ザ
イ

ン
，
保

存
修

復
等

に
関

す
る
共

同
研

究

等
に

取
り

組
む
。
 

 
 

連
携

を
希

望
す

る
５

専
攻

（
漆

工
，

染
織

，
陶

磁

器
，

プ
ロ

ダ
ク

ト
デ

ザ
イ

ン
，

保
存

修
復

）
の

教
員

を
交

え
て

，
産

業
技

術
研

究
所

と
の

包
括

連
携

協
定

の
締

結
に
向

け
た
協

議
を
進

め
た
。
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５
４

 
５

４
 

５
４

 
５

４
 

（（ （（
イイ イイ

）） ））
大

学
大

学
大

学
大

学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
京

都
京

都
京

都
京

都
と

の
と

の
と

の
と

の
連

携
 

連
携

 
連

携
 

連
携

 

大
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
京

都
と
連

携
し
，
単

位
互

換
制

度
や

教
職

員
の

研
修

，
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
等
の

事
業
を

効
率

的
に

実
施

す
る
。
 

 大
学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

京
都
と

連
携
し

，
単

位
互

換
制

度
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
事

業
を

効
率

的

に
実

施
す

る
。
 

 

大
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
京

都
に

お
い

て
開

講
す

る

単
位

互
換

に
専

任
教

員
を
派

遣
し
講

義
を
行

っ
た
。
 

・
美

術
学

部
提

供
科

目
１

０
科

目
，

受
講

学
生

数
 

４
０

名
（
希

望
者

数
 

８
０

名
）
 

・
音

楽
学

部
提

供
科

目
６

科
目

，
受

講
学

生
数

１
３

人
 ま

た
，

本
学

学
生

も
他

大
学

の
講

座
を

受
講

し
た

（
他

大
学

受
講

学
生

数
 
２

名
）
。
 

 

Ⅲ
 

 

５
５

 
５

５
 

５
５

 
５

５
 

（（ （（
ウウ ウウ

）） ））
芸

術
系

大
学

芸
術

系
大

学
芸

術
系

大
学

芸
術

系
大

学
，， ，，
他

大
学

他
大

学
他

大
学

他
大

学
と

の
と

の
と

の
と

の
連

携
 

連
携

 
連

携
 

連
携

 

京
都

芸
大
が

，
芸

術
教

育
の

振
興

と
京

都
の

文
化

芸
術

の
裾

野
を

広
げ

る
役

割
を

果
た

す

た
め

，
芸

術
系

大
学

や
他

大
学

と
連

携
し
，
作

品
展

や
演

奏
会

等
を

実
施

す
る

。
 

 京
都

芸
大

が
，
芸

術
教

育
の

振
興

と
京

都
の

文
化

芸
術

の
裾

野
を

広
げ

る
役

割
を
果

た
す

た
め

，
芸

術

系
大

学
や

他
大

学
と

連
携

し
，
作

品
展
や

演
奏

会
等

を
実

施
す

る
。
 

 

美
術

事
業

で
は

日
欧

５
カ

国
の

芸
術

大
学

生
に

よ

る
イ

ラ
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

展
を

「
ギ

ャ
ラ

リ
ー

＠
Ｋ

Ｃ
Ｕ

Ａ
（

ア
ク

ア
）」

で
開

催
す

る
な

ど
関

係
５

カ
国

で
巡

回
実

施
し

た
。

ま
た

，
日

仏
両

国
の

学
生

に
よ

る
視

覚
障

が
い

者
の

た
め

の
デ

ザ
イ

ン
展

を
「

ギ
ャ

ラ
リ

ー
＠

Ｋ
Ｃ

Ｕ
Ａ
（

ア
ク

ア
）
」
で
開

催
す

る
な

ど

関
係

２
カ
国

で
巡

回
実

施
し

た
。
 

美
術

学
部

で
は

，
国

公
立

五
芸

大
体

育
・

文
化

交

歓
会

に
お

い
て

，
学

生
作

品
展
を

開
催

し
た
。
 

さ
ら

に
，

美
術

教
育

で
大

学
と

小
中

学
校

の
連

携

を
発

展
さ

せ
る

た
め

，
京

都
５

芸
術

系
大

学
と

京
都

市
，

京
都

市
教

育
委

員
会

等
で

「
京

都
芸

術
教

育
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

」
を
設

立
し

た
。

 

音
楽

学
部

で
は

，
昨

年
に

引
き

続
き

，
関

西
８

大

学
の

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の

実
施

や
，

６
０

周
年

記
念

事
業

の
１

つ
で

あ
る

，
東

京
藝

術
大

学
と

の
交

流
演

奏
会

を
実

施
し

た
。
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５
６

 
エ

 
５

６
 

エ
 

５
６

 
エ

 
５

６
 

エ
 

教
育

委
員

会
及

教
育

委
員

会
及

教
育

委
員

会
及

教
育

委
員

会
及

びび びび
小小 小小
・・ ・・
中中 中中
・・ ・・
高

等
学

校
高

等
学

校
高

等
学

校
高

等
学

校
と

の
と

の
と

の
と

の
連連 連連

携
 

携
 

携
 

携
 京
都
の

文
化

芸
術

の
裾

野
を

広
げ

る
た

め
，
芸

術
系

大
学

と
京

都
市

教
育

委
員

会
に

お
い

て
，

芸
術

教
育

の
充

実
と
芸

術
を
大

切
に

す
る

風
土

づ
く

り
を

よ
り

一
層
ア

ピ
ー

ル
す

る
と

と
も

に
，
教

育
委

員
会

及
び

小
・
中

・
高

等
学

校
と

連
携
し

，
芸

術
を

志
す

人
材
の

育
成
に

向
け

た

教
育
や

講
座

等
を

開
催

す
る
。
 

 京
都
の

文
化

芸
術

の
裾

野
を
広

げ
る

た
め

，
芸

術

系
大

学
と

京
都

市
教

育
委

員
会
に

お
い

て
，
芸

術
教

育
の

充
実

と
芸

術
を

大
切

に
す

る
風

土
づ

く
り

を

よ
り

一
層

ア
ピ

ー
ル

す
る

と
と

も
に

，
教

育
委

員
会

及
び

小
・
中
・
高

等
学

校
と
連

携
し
，
芸

術
を

志
す

人
材

の
育

成
に

向
け

た
教

育
や

講
座

等
を

開
催

す

る
。
 

 

美
術

事
業

で
は
，「

ギ
ャ

ラ
リ

ー
＠
K
C
U
A
（

ア
ク

ア
）
」
で
開

催
の
展

覧
会

の
内

容
に

沿
っ

た
小
・
中

学

生
対

象
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

ほ
か

，「
京

都
芸

大
日

本
画

の
現

在
」

展
で

は
，

連
携

企
画

展
示

と
し

て
，

銅
駝

美
術

工
芸

高
校

の
日

本
画

専
攻

展
も

開
催

し
，
交

流
授

業
も

実
施

し
た
。
 

ま
た

，
卒

業
生

や
在

校
生

が
，

空
き

教
室

で
芸

術

作
品

を
滞

在
制

作
し

日
常

的
に

児
童

と
交

流
を

行
う

境
谷

小
レ

ジ
デ

ン
ス

を
実

施
し

た
。
 

さ
ら

に
，

美
術

教
育

で
大

学
と

小
中

学
校

の
連

携

を
発

展
さ

せ
る

た
め

，
京

都
５

芸
術

系
大

学
と

京
都

市
，

京
都

市
教

育
委

員
会

等
で

「
京

都
芸

術
教

育
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

」
を
設

立
し

た
。
 

音
楽

事
業

で
は

，
音

楽
学

部
定

期
演

奏
会

で
，

教

育
委

員
会

を
通

じ
て

市
内

の
中

学
生

の
招

待
を

募

り
，

各
回
８

０
名

程
度

の
中

学
生
が
来

場
し

た
。
 

Ⅲ
 

 

オ
 

オ
 

オ
 

オ
 

産
業

界
産

業
界

産
業

界
産

業
界

と
の

と
の

と
の

と
の
連

携
 

連
携

 
連

携
 

連
携

 

５
７

 
５

７
 

５
７

 
５

７
 

（（ （（
アア アア

）） ））
地

場
産

業
界

地
場

産
業

界
地

場
産

業
界

地
場

産
業

界
，， ，，

伝
統

産
業

界
等

伝
統

産
業

界
等

伝
統

産
業

界
等

伝
統

産
業

界
等

と
の

と
の

と
の

と
の

連
携

 
連

携
 

連
携

 
連

携
 

美
術

学
部
・
美

術
研

究
科
に

お
い

て
，
地

場

産
業

界
，
伝

統
産

業
界

等
の

ニ
ー

ズ
の

正
確

な

把
握

や
学

生
等

の
作

品
の

商
品

化
に

向
け

た

拠
点

づ
く

り
の

た
め

，
引

き
続

き
，
産

業
界

と

の
連

携
を

進
め

る
。

 

 美
術

学
部
・
美

術
研

究
科

に
お

い
て
，
地

場
産

業

界
，
伝

統
産

業
界

等
の

ニ
ー

ズ
の

正
確

な
把

握
や

学

生
等

の
作

品
の

商
品

化
に

向
け

た
拠

点
づ

く
り

の

た
め

，
引

き
続

き
，

産
業

界
と

の
連

携
を

進
め

る
。
 

 

京
都

の
意

匠
文

化
を

軸
と

し
た

新
た

な
デ

ザ
イ

ン

創
出

に
寄

与
す

る
た

め
京

都
の

伝
統

産
業

界
と

連
携

し
て

，
風

呂
敷

，
京

丸
う

ち
わ

，
京

扇
子

等
の

デ
ザ

イ
ン

開
発
に

取
り
組

ん
だ
。
 

毎
年

，
中

信
ビ

ジ
ネ

ス
フ

ェ
ア

に
ブ

ー
ス

を
出

展

す
る

と
と

も
に

，
デ

ザ
イ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

に
プ

ロ
ダ

ク
ト

デ
ザ

イ
ン

専
攻

生
が

参
加

し
，

受
賞

作
品

の
商

品
化

に
向

け
た

企
業

へ
の

働
き

掛
け

を
行

っ
た

。
ま

た
，

今
後

の
産

業
界

と
の

連
携

に
資

す
る

た
め

，
京

都
市

産
業

技
術

研
究

所
と

の
包

括
連

携
協

定
の

締
結

に
向

け
，

関
連

部
署

の
教

職
員

に
よ

る
協

議
を

進
め

た
。
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５
８

 
５

８
 

５
８

 
５

８
 

（（ （（
イイ イイ

）） ））
各

種
業

界
各

種
業

界
各

種
業

界
各

種
業

界
と

の
と

の
と

の
と

の
情

報
交

換
情

報
交

換
情

報
交

換
情

報
交

換
・・ ・・

人
材

的
交

流
 

人
材

的
交

流
 

人
材

的
交

流
 

人
材

的
交

流
 

伝
統

産
業

か
ら

先
端

産
業

ま
で

の
各

種
業

界
の

ニ
ー

ズ
と

本
学

の
教

育
研

究
の

方
向

性

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

検
討
す

る
た

め
，
デ

ザ
イ

ン
分

野
の

教
員
を

中
心
に

，
各

種
業

界
と

の
会

合
等

の
開

催
を
通

じ
て
，
情

報
交

換
や

人
的

交

 伝
統

産
業

か
ら

先
端

産
業

ま
で

の
各

種
業

界
の

ニ
ー

ズ
と

本
学

の
教

育
研

究
の

方
向

性
と

の
マ

ッ

チ
ン

グ
を

検
討

す
る

た
め
，
デ

ザ
イ

ン
分

野
の
教

員

を
中

心
に

，
各

種
業

界
と

の
会

合
等
の

開
催

を
通

じ

て
，

情
報

交
換

や
人

的
交

流
を
図

る
。
 

 

デ
ザ

イ
ン

分
野

の
教

員
が

各
種

業
界

と
の

情
報

交

換
に

よ
り

得
た

知
識

を
も

と
に

，
人

工
オ

パ
ー

ル
の

粉
末

を
用

い
た

岩
絵

具
の

試
作

に
日

本
画

専
攻

の
教

員
が

協
力
し

た
。
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流
を

図
る

。
 

５
９

 
カ

 
５

９
 

カ
 

５
９

 
カ

 
５

９
 

カ
 

「「 「「
学

外
連

携
共

同
研

究
室

学
外

連
携

共
同

研
究

室
学

外
連

携
共

同
研

究
室

学
外

連
携

共
同

研
究

室
・・ ・・

工
房

工
房

工
房

工
房

（（ （（
仮

称
仮

称
仮

称
仮

称
）
」

）
」

）
」）
」

のの のの
開

設
開

設
開

設
開

設
    

美
術

に
お

け
る

学
外

連
携

を
推

進
す

る
た

め

に
，

学
外

の
諸

機
関

と
共

通
テ

ー
マ

の
研

究
の

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

や
出

向
者

を
受

け
入

れ
て

研
究

を
行

う
た

め
の

ス
ペ

ー
ス

で
あ

る
「

学
外

連
携

共
同

研
究

室
」

と
学

外
の

諸
機

関
と

の
共

同
制

作
を

行
う

ス
ペ

ー
ス

で
あ

り
，

か
つ

，
そ

の
成

果
の

展
示

や
保

存
機

能
を

有
す

る
「

学
外

連
携

工
房

」
に

つ
い

て
，

大
学

の
市

内
中

心
部

へ
の

移
転

後
の
開

設
を
目

指
す
。

 

(２
５

年
度

以
降

に
実

施
の

た
め

年
度

計
画
な

し
) 

 
 

 

  

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

のの のの
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
のの のの

質質 質質
のの のの

向
上

向
上

向
上

向
上

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 

３
 

そ
の

 
 

３
 

そ
の

 
 

３
 

そ
の

 
 

３
 

そ
の

他他 他他
のの のの

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 
（（ （（

２２ ２２
）） ））

社
会

社
会

社
会

社
会

・・ ・・
市

民
市

民
市

民
市

民
へ

の
へ

の
へ

の
へ

の
教

育
研

究
教

育
研

究
教

育
研

究
教

育
研

究
のの のの

成
果

成
果

成
果

成
果

のの のの
還

元
還

元
還

元
還

元
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

    

中 期 目 標

    

市
民

に
広
く

文
化

芸
術
に

触
れ

合
う

機
会
を

提
供
す

る
た

め
，
大

学
資

源
の

提
供

の
取

組
を

強
化
し

，
教

育
研

究
の

成
果

を
積

極
的

に
地

域

社
会

に
還

元
す

る
。

 

        

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の

実
施

状
況

等
 

（
参

考
）

 

自
己

評
価

 
進

捗
状

況
に
関

す
る

コ
メ

ン
ト
等

 

６
０

６
０

６
０

６
０
 

ア
 

ア
 

ア
 

ア
 

「「 「「
京

都
芸

大
京

都
芸

大
京

都
芸

大
京

都
芸

大
ア

ー
カ

イ
バ

ル
リ

サ
ー

チ
セ

ン
タ

ア
ー

カ
イ

バ
ル

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ア

ー
カ

イ
バ

ル
リ

サ
ー

チ
セ

ン
タ

ア
ー

カ
イ

バ
ル

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ

ーー ーー
（（ （（

仮
称

仮
称

仮
称

仮
称

）
」

）
」

）
」）
」

のの のの
設

立
 

設
立

 
設

立
 

設
立

 

現
在

の
学

内
の
図

書
館
・
資

料
館
，
保

存
修

復

専
攻
，

展
示
ス

ペ
ー

ス
の

総
合

的
な

再
編

を
視

野

に
入

れ
つ

つ
，

美
術

学
部

，
音

楽
学

部
，

日
本

伝

統
音

楽
研

究
セ

ン
タ

ー
，
芸

術
資

料
館

が
持

つ
コ

ン
テ

ン
ツ

と
ノ

ウ
ハ

ウ
を
集

約
し

，
更

に
音

楽
図

書
，

楽
器

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
加

え
た

「
京

都
芸

大

ア
ー

カ
イ

バ
ル

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ー
（

仮
称

）」
の

構
想
を

取
り

ま
と

め
，

設
立
を

目
指

し
，

体
系

的

な
資

料
の

保
存

と
新

た
な
芸

術
文

化
の

創
造

と
発

信
に

取
り

組
む

。
 

 現
在
の

学
内

の
図

書
館
・
資

料
館

，
保

存
修

復
専

攻
，
展

示
ス

ペ
ー

ス
の

総
合

的
な

再
編

を
視

野
に

入

れ
つ

つ
，
美

術
学

部
，
音

楽
学

部
，
日

本
伝

統
音

楽

研
究

セ
ン

タ
ー

，
芸

術
資

料
館
が

持
つ

コ
ン

テ
ン

ツ

と
ノ

ウ
ハ

ウ
を

集
約

し
，
更
に

音
楽

図
書
，
楽

器
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
を
加

え
た
「

京
都

芸
大

ア
ー

カ
イ

バ
ル

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）
」

の
早

期
設

置
に

向

け
，

方
向

性
の

明
確

化
，
具

体
的

な
事

業
の

検
討
，

学
内

意
見

の
オ

ー
ソ

ラ
イ

ズ
，
市

民
等
へ

の
周

知
方

法
な

ど
を

検
討

す
る

た
め
，
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

を
設

置
す

る
。
 

 

「
京

都
芸

大
ア

ー
カ

イ
バ

ル
リ

サ
ー

チ
セ

ン
タ

ー

（
仮

称
）
」

の
設

立
に

む
け

て
，

方
向

性
及

び
具

体
的

事
業

を
検

討
す

る
た

め
研

究
会
を

６
回

開
催

し
た

。
う

ち
１

回
は

慶
応

義
塾

大
学

デ
ジ

タ
ル

ア
ー

カ
イ

ブ
リ

サ
ー

チ
セ

ン
タ

ー
か

ら
ゲ

ス
ト

を
招
き

，
事

業
事

例
や

課
題

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
 
ま

た
，

市
民

等
へ

の
周

知
の

た
め
「

連
続
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
を

こ
れ

ま
で

に
２

回
開

催
し
，
多

く
の

参
加

者
を

得
る

と
と

も

に
，
ア

ー
カ

イ
バ

ル
リ

サ
ー

チ
セ

ン
タ

ー
の
必

要
性

や

取
組

の
推

進
に

つ
い

て
市

民
か

ら
の

意
見
を

得
た
。
 

「
連

続
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（

創
造
の

た
め

の
ア

ー
カ

イ
ブ
）
」 

・
Ｐ

ａ
ｒ

ｔ
１
「

未
完

の
歴

史
」
（

１
０

月
７

日
）

 

・
Ｐ

ａ
ｒ

ｔ
２
「

物
質

と
記

憶
」
（

１
１

月
７
日

）
 

 

Ⅲ
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６
１

 
イ

 
６

１
 

イ
 

６
１

 
イ

 
６

１
 

イ
 

作
品

展
作

品
展

作
品

展
作

品
展

，， ，，
演

奏
会

演
奏

会
演

奏
会

演
奏

会
，， ，，
公

開
講

座
等

公
開

講
座

等
公

開
講

座
等

公
開

講
座

等
のの のの

開
催

 
開

催
 

開
催

 
開

催
 

京
都

芸
大

の
教

育
研

究
活

動
を

市
民

に
積

極

的
に

還
元

し
，

迅
速

か
つ
有

効
に

発
信

す
る

た
め

に
，

市
民

が
広

く
芸

術
に
親

し
め

る
作

品
展

，
演

奏
会

及
び

公
開

講
座

・
セ

ミ
ナ

ー
を
開

催
す

る
。

 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

作
品

展
作

品
展

作
品

展
作

品
展

，， ，，
演

奏
会

演
奏

会
演

奏
会

演
奏

会
，， ，，

公
開

講
座

等
公

開
講

座
等

公
開

講
座

等
公

開
講

座
等

のの のの
開

催
数

 
開

催
数

 
開

催
数

 
開

催
数

 

４
３

４
３

４
３

４
３
事

業
事

業
事

業
事

業
（（ （（

２
２

２
２

２
２

２
２
年

度
年

度
年

度
年

度
）） ））

    

→
６

０
→

６
０

→
６

０
→

６
０

事
業

事
業

事
業

事
業
（（ （（

２
９

２
９

２
９

２
９

年
度

年
度

年
度

年
度

）） ））
    

 京
都

芸
大

の
教

育
研

究
活

動
を

市
民

に
積

極
的

に
還

元
し

，
迅

速
か

つ
有

効
に
発

信
す

る
た

め
に
，

市
民

が
広

く
芸

術
に

親
し

め
る
作

品
展
，
演

奏
会

及

び
公

開
講

座
・

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
す

る
。
 

 「
ギ

ャ
ラ

リ
ー
＠
K
C
U
A
（

ア
ク

ア
）」

に
お

い
て

は
，

昨
年

度
に
引

き
続
き

，
年

間
を
通

じ
て
企

画
展
，
申

請

展
を

開
催
す

る
と

と
も

に
，
各

展
覧

会
の

関
連

企
画

と

し
て

，
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
ト

ー
ク

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等

を
積

極
的
に

開
催
し

て
い

る
。
ま

た
，
今

年
度
は

音
楽

学
部

が
６

０
周

年
を

迎
え
，
学

生
企

画
の

大
学

主
催

演

奏
会

の
創

設
や

，
記

念
事

業
（

５
事

業
）

の
実

施
等

，

開
催

数
の

拡
大

と
演

奏
内

容
の

充
実

に
も

努
め

た
結

果
，
平

成
２

４
年

度
は
全

学
で

５
５
事

業
の
開

催
と

な

っ
た

。
日

本
伝

統
音

楽
研

究
セ

ン
タ

ー
で

は
，
非

常
勤

講
師

も
積

極
的

に
活

用
し
，
公

開
講

座
や

連
続

講
座
，

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
。

そ
の

う
ち

連
続

講
座

に
つ

い
て

は
，
大

学
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

京
都

と
連

携
し

な
が

ら
取

り
組

ん
だ
。
 

数
値

目
標

 
数

値
目

標
 

数
値

目
標

 
数

値
目

標
 

作
品

展
作

品
展

作
品

展
作

品
展

，， ，，
演

奏
会

演
奏

会
演

奏
会

演
奏

会
，， ，，

公
開

講
座

等
公

開
講

座
等

公
開

講
座

等
公

開
講

座
等

のの のの
開

催
数

 
開

催
数

 
開

催
数

 
開

催
数

 

２
４

２
４

２
４

２
４
年

度
 

年
度

 
年

度
 

年
度

 
５

５
５

５
５

５
５

５
事

業
事

業
事

業
事

業
 

Ⅳ
 

 
作

品
展

，
演

奏
会

，
公

開
講

座
等

は
学

生
だ

け
で

な
く

教
員

の
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

に
も

つ
な

が
る

の
で

積
極

的
に

開
催

し
て

ほ
し

い
が

，
一

方
で

特
定

の
教

員
等

に
負

担
が

偏
っ

て
し

ま
う

と
，

本
来

の
授

業
に

集
中

で
き

な
く

な
る

恐
れ

が
あ

る
の

で
，

教
員

に
も

配
慮

し
た

取
組

み
と

す
る

こ
と

が
望
ま

し
い

。
 

 
ま

た
，

数
値

目
標

に
対

す
る

達
成

状
況

だ
け

を
も

っ
て

評
価

す
べ

き
で

は
な

い

が
，

中
期

目
標

の
達

成
に

向
け

，
年

度
ご

と
に

具
体

的
に

目
標

を
立

て
，

段
階

的
に

進
捗

管
理

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ

る
。
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６
２

 
ウ

 
６

２
 

ウ
 

６
２

 
ウ

 
６

２
 

ウ
 

「「 「「
京
都
市
立
芸
術
大
学

京
都
市
立
芸
術
大
学

京
都
市
立
芸
術
大
学

京
都
市
立
芸
術
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー
＠＠ ＠＠
KC
UA

KC
UA

KC
UA

KC
UA
（（ （（
ア
ク

ア
ク

ア
ク

ア
ク

アア アア
）」）」 ）」）」

のの のの
活

性
化

 
活

性
化

 
活

性
化

 
活

性
化

 

京
都

芸
大

サ
テ

ラ
イ

ト
施

設
「

京
都

市
立

芸
術

大
学
ギ

ャ
ラ

リ
ー

＠
K
CU

A（
ア

ク
ア
）」

に
お

い
て
，

定
例

的
に

教
員

・
学

生
・
卒

業
生

等
の

作
品

展
，

公
開

講
座

・
セ

ミ
ナ

ー
等
を

開
催

す
る

こ
と

に
よ

っ
て
，
教

育
研

究
の

成
果
を
還

元
す

る
と

と
も

に
，

＠
KC

U
A
が

市
民

に
と

っ
て

，
学

生
や
芸

術
家

等
と

の
交

流
の

場
と

し
て

，
文

化
芸

術
を

身
近

に
感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
開

か
れ

た
大

学
の

拠
点

と
な

る

こ
と

を
目

指
す

。
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

堀
川

御
池

堀
川

御
池

堀
川

御
池

堀
川

御
池

ギ
ャ

ラ
リ

ー
に

お
け

る
ギ

ャ
ラ

リ
ー

に
お

け
る

ギ
ャ

ラ
リ

ー
に

お
け

る
ギ

ャ
ラ

リ
ー

に
お

け
る

京
都

芸
大

関
連

京
都

芸
大

関
連

京
都

芸
大

関
連

京
都

芸
大

関
連

のの のの

作
品
展
等
入
場
者
数
 

作
品
展
等
入
場
者
数
 

作
品
展
等
入
場
者
数
 

作
品
展
等
入
場
者
数
 

１
６

１
６

１
６

１
６

，， ，，
４

０
０

４
０

０
４

０
０

４
０

０
人人 人人
（（ （（

２
２

２
２

２
２

２
２

年
度

年
度

年
度

年
度
）） ））

    

→
２

０
→

２
０

→
２

０
→

２
０

，， ，，
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
人人 人人

（（ （（
２

９
２

９
２

９
２

９
年

度
年

度
年

度
年

度
）） ））

    

 京
都

芸
大

サ
テ

ラ
イ

ト
施

設
「

京
都

市
立

芸
術

大

学
ギ

ャ
ラ

リ
ー
＠
K
C
U
A
（

ア
ク

ア
）」

に
お

い
て

，

定
例

的
に

教
員
・
学

生
・
卒

業
生

等
の

作
品

展
，
公

開
講

座
・

セ
ミ

ナ
ー

等
を

開
催

す
る

こ
と

に
よ

っ

て
，
教

育
研

究
の

成
果
を

還
元
す

る
と

と
も

に
，
＠

K
C
U
A
が

市
民
に

と
っ

て
，
学

生
や
芸

術
家

等
と

の

交
流

の
場

と
し

て
，
文

化
芸

術
を

身
近

に
感

じ
る

こ

と
が

で
き

る
開

か
れ

た
大

学
の

拠
点

と
な

る
こ

と

を
目

指
す

。
 

 

年
間

を
通

じ
た

様
々

な
分

野
の

展
覧

会
を

開
催

す

る
と

と
も

に
，
関

連
イ

ベ
ン

ト
と

し
て
，
作

家
の

ト
ー

ク
シ

ョ
ー

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

，
映

画
上

映
会
を

行
な

う
こ

と
に

よ
り

，
着

実
に
来

館
者
を
増

や
し

て
い

る
。
 

京
都

市
と

ア
ン

ス
テ

ィ
チ

ュ
・
フ

ラ
ン

セ
関

西
（

旧

関
西

日
仏

学
館

）
が

主
催

す
る
「

ニ
ュ

イ
・
ブ

ラ
ン

シ

ュ
」
（

※
）

に
積

極
的

に
協

力
す

る
た

め
，

ギ
ャ

ラ
リ

ー
＠
K
C
U
A
（
ア

ク
ア
）
の

ア
ウ

ト
リ

ー
チ
活

動
と

し

て
，
市

内
の

複
数

の
会

場
で

ラ
イ

ブ
ペ

イ
ン

テ
ィ

ン
グ

等
の

様
々
な

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を
行

い
，
約
１
，
０

０

０
人

の
来

場
者

も
記

録
し

た
。
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

堀
川
御
池

堀
川
御
池

堀
川
御
池

堀
川
御
池

ギ
ャ

ラ
リ
ー

に
お
け
る

ギ
ャ

ラ
リ
ー

に
お
け
る

ギ
ャ

ラ
リ
ー

に
お
け
る

ギ
ャ

ラ
リ
ー

に
お
け
る
京

都
芸

大
関
連

京
都
芸

大
関
連

京
都
芸

大
関
連

京
都
芸

大
関
連
のの のの

作作 作作

品
展
等
入
場
者
数
 

品
展
等
入
場
者
数
 

品
展
等
入
場
者
数
 

品
展
等
入
場
者
数
 

 
１
６

 
１
６

 
１
６

 
１
６
，， ，，
０
９
６

０
９
６

０
９
６

０
９
６
人人 人人
（（ （（
２
３

２
３

２
３

２
３
年
度

年
度

年
度

年
度
）
 

）
 

）
 

）
 

 
２

８
２

８
２

８
２

８
，， ，，

８
９

３
８

９
３

８
９

３
８

９
３

人人 人人
（（ （（

２
４

２
４

２
４

２
４
年

度
年

度
年

度
年

度
）

 
）

 
）

 
）

 

※
京

都
市

等
が

主
催

す
る

ニ
ュ

イ
・

ブ
ラ

ン
シ

ュ
と

は
，

京
都

市
の

姉
妹

都
市
で

あ
る

パ
リ
市

で
毎

年
1
0

月
の

夜
に
開

催
さ

れ
て

い
る
「
ニ

ュ
イ
・
ブ

ラ
ン

シ
ュ

（
白

夜
祭
）
」

に
合

わ
せ

て
，
1
0
月

5
日

（
金

曜
日
）

の
夜

に
，
京

都
市

内
各

地
で
，
無

料
で

楽
し

め
る

現
代

ア
ー

ト
の

イ
ベ

ン
ト

。
 

Ⅳ
 

 
年

間
を

通
じ

て
積

極
的

に
展

覧
会

を
開

催
し

た
こ

と
に

よ
り

，
中

期
計

画
の

数
値

目
標

を
大

き
く

上
回

っ
て

お
り

，
教

育
研

究
成

果
の

還
元

や
開

か
れ

た
大

学
へ

の
取

組
が
進

ん
だ

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
 

た
だ

し
，

年
度

計
画

策
定

時
点

で
実

施

を
予

定
し

て
い

る
事

業
に

つ
い

て
は

，
あ

ら
か

じ
め

年
度

計
画

に
記

載
す

べ
き

で
あ

る
。

 

 
ま

た
，

２
４

年
度

実
績

で
中

期
計

画
の

数
値

目
標

を
達

成
し

た
の

で
あ

れ
ば

，
 

２
５

年
度

の
計

画
で

は
，

例
え

ば
「

入
場

者
数

２
０

，
０

０
０

人
を

維
持

」
を

目
標

と
す

る
な

ど
，

実
施

状
況

に
応

じ
て

柔
軟

に
数

値
目

標
を

設
定

す
べ

き
で

あ
る
。
 

６
３

 
エ

 
６

３
 

エ
 

６
３

 
エ

 
６

３
 

エ
 
「

＠
Ｋ

Ｃ
Ｕ

Ａ
（

「
＠

Ｋ
Ｃ

Ｕ
Ａ
（

「
＠

Ｋ
Ｃ

Ｕ
Ａ
（

「
＠

Ｋ
Ｃ

Ｕ
Ａ
（

ア
ク

ア
ア

ク
ア

ア
ク

ア
ア

ク
ア

）） ））
カ

フ
ェ

カ
フ

ェ
カ

フ
ェ

カ
フ

ェ
（（ （（

仮
称

仮
称

仮
称

仮
称

）
」

）
」

）
」）
」

のの のの
開

設
 

開
設

 
開

設
 

開
設

 

書
籍

や
映

像
，

作
品

等
を

展
示

す
る

た
め

の

ギ
ャ

ラ
リ

ー
や

，
当

該
ギ

ャ
ラ

リ
ー

へ
の

来
場

者
が

京
都

芸
大

の
成

果
を

気
軽

に
楽

し
む

た
め

の
多

目
的
ス

ペ
ー

ス
で

あ
る
「

＠
Ｋ

Ｃ
Ｕ

Ａ
（
ア

ク
ア

）
カ

フ
ェ

（
仮

称
）」

の
開

設
を

目
指

す
。
 

  書
籍
や

映
像

，
作

品
等

を
展

示
す

る
た

め
の

ギ
ャ

ラ
リ

ー
や

，
当

該
ギ

ャ
ラ

リ
ー

へ
の
来

場
者

が
京

都

芸
大

の
成

果
を

気
軽

に
楽

し
む

た
め

の
多

目
的

ス

ペ
ー

ス
で

あ
る
「

＠
Ｋ

Ｃ
Ｕ

Ａ
（

ア
ク

ア
）
カ

フ
ェ

（
仮

称
）
」

の
開

設
を

検
討
す

る
。
 

  

堀
川

御
池

ギ
ャ

ラ
リ

ー
を

管
理

す
る

京
都

市
教

育

委
員

会
と
「

＠
Ｋ

Ｃ
Ｕ

Ａ
（
ア

ク
ア
）
カ

フ
ェ
（

仮
称

）」

設
置

に
向
け

た
協

議
を

重
ね
，
平

成
２

５
年
４

月
を
目

途
に

ギ
ャ

ラ
リ

ー
A

を
展

覧
会

等
で

使
用

し
て

い
な

い
期

間
に

は
，
来

館
者

が
く

つ
ろ

げ
る

カ
フ

ェ
的

な
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

開
放

す
る

こ
と

も
検

討
し

た
。
 

Ⅲ
 

 

６
４

 
オ

 
６

４
 

オ
 

６
４

 
オ

 
６

４
 

オ
 

総
合

舞
台

芸
術

総
合

舞
台

芸
術

総
合

舞
台

芸
術

総
合

舞
台

芸
術

の
あ

り
の

あ
り

の
あ

り
の

あ
り

方方 方方
に

つ
い

て
の

に
つ

い
て

の
に

つ
い

て
の

に
つ

い
て

の
構

想
 

構
想

 
構

想
 

構
想

 

音
楽

と
美

術
等

の
集

大
成

で
あ

る
総

合
舞

台
芸

術
の

あ
り

方
に

つ
い

て
，
関

係
諸

機
関

と
連

携
し
，

京
都

芸
大

の
教

育
研

究
の

成
果

を
活

用
し

な
が

ら
，

教
育

，
研

究
，

創
造
，

上
演

等
の

角
度

か
ら

構
想

し
，

京
都

に
お

け
る

総
合

舞
台

芸
術

の
発

展

(２
５

年
度

以
降

に
実

施
の

た
め
年

度
計

画
な

し
) 
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に
貢

献
す

る
。

 

 

６
５

 
カ

 
リ

カ
レ

ン
ト

６
５

 
カ

 
リ

カ
レ

ン
ト

６
５

 
カ

 
リ

カ
レ

ン
ト

６
５

 
カ

 
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

教
育

教
育

教
育

*
4

*
4

*
4*
4
のの のの

強
化

 
強

化
 

強
化

 
強

化
 

科
目

等
履

修
制

度
・

聴
講

生
制

度
の

活
用

の
普

及
啓

発
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
利

用
等

に
よ

り
行

う

と
と

も
に

，
大

学
院

修
士

課
程
に

お
け

る
社

会
人

受

入
れ

方
法

の
検

討
を

行
う

な
ど
，
リ

カ
レ

ン
ト
教

育

に
関

す
る

取
組

を
強

化
す

る
。

 

 

(２
５

年
度

以
降

に
実

施
の

た
め
年

度
計

画
な

し
) 

 
 

 

６
６

 
キ

 
６

６
 

キ
 

６
６

 
キ

 
６

６
 

キ
 

知
的

財
産

知
的

財
産

知
的

財
産

知
的

財
産

のの のの
在在 在在

りり りり
方方 方方

のの のの
研

究
 

研
究

 
研

究
 

研
究

 

知
的

財
産

権
の

在
り

方
や

社
会

・
市

民
へ

の
知

的
財

産
の

提
供

の
方

策
を

研
究

す
る
。

 

 

(２
５

年
度

以
降

に
実

施
の

た
め
年

度
計

画
な

し
) 

 
 

 

  

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

第
1
 

大
学

のの のの
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
教

育
研

究
等

教
育

研
究

等
のの のの

質質 質質
のの のの

向
上

向
上

向
上

向
上

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 

３
 

そ
の

 
 

３
 

そ
の

 
 

３
 

そ
の

 
 

３
 

そ
の

他他 他他
のの のの

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 
（（ （（

３３ ３３
）） ））

国
際

化
国

際
化

国
際

化
国

際
化

のの のの
推

進
推

進
推

進
推

進
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

 

中 期 目 標

 

国
際

的
な

芸
術

文
化

都
市

で
あ

る
京

都
に

位
置
す

る
芸

術
大

学
と

し
て

の
役

割
を

担
う

た
め

，
海

外
の
芸

術
大

学
等

と
の

交
流

連
携

等
，

芸
術

創
造

に
関

す
る
教

育
研

究
の

更
な

る
活

性
化

を
図

り
，
国

際
化
の

推
進
に

努
め

る
。

 

 

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の
実

施
状

況
等

 
（

参
考
）

 

自
己

評
価

 
進

捗
状

況
に
関

す
る

コ
メ

ン
ト

等
 

ア
 

ア
 

ア
 

ア
 

国
際

交
流

国
際

交
流

国
際

交
流

国
際

交
流

のの のの
充

実
 

充
実

 
充

実
 

充
実

 

６
７

６
７

６
７

６
７
 

（（ （（
アア アア

）） ））
海

外
海

外
海

外
海

外
のの のの

芸
術

大
学

等
芸

術
大

学
等

芸
術

大
学

等
芸

術
大

学
等

と
の

と
の

と
の

と
の

交
流

連
携

交
流

連
携

交
流

連
携

交
流

連
携

のの のの
充

実
充

実
充

実
充

実
    

英
国

王
立

美
術

大
学

や
ウ

ィ
ー

ン
国

立
音

楽

大
学

を
は

じ
め

，
こ

れ
ま

で
交

流
連

携
を

進
め

て
き

た
欧

州
を

中
心

と
す

る
大

学
に

加
え

，
と

り
わ

け
近

年
目

覚
ま

し
い

成
長

を
遂

げ
つ

つ
あ

る
ア

ジ
ア

地
域

の
芸

術
大

学
等

と
の

交
流

連
携

の
充

実
を
図

る
。

 

 英
国

王
立

美
術

大
学

や
ウ

ィ
ー

ン
国

立
音

楽
大

学
を

は
じ

め
，
こ

れ
ま

で
交

流
連

携
を

進
め

て
き

た

欧
州

を
中

心
と

す
る

大
学

に
加
え

，
と

り
わ

け
近

年

目
覚

ま
し

い
成

長
を

遂
げ

つ
つ

あ
る

ア
ジ

ア
地

域

の
芸

術
大

学
と

の
交

流
連

携
の
充

実
を
目

指
す
。
ま

た
，
そ

の
一

歩
と

し
て
，
ア

ジ
ア
地

域
の
芸

術
大

学

と
の

新
た

な
交

流
協

定
の

締
結
を

行
う
。
 

 

美
術

事
業

で
は

日
欧

５
カ

国
の

芸
術

大
学

生
に

よ

る
イ

ラ
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

展
を
「

ギ
ャ

ラ
リ

ー
＠

Ｋ
Ｃ

Ｕ
Ａ

（
ア

ク
ア

）
」

で
開

催
す

る
な

ど
関

係
５

カ
国

で

巡
回

実
施

し
た

。
ま

た
，
日

仏
両

国
の

学
生

に
よ

る
視

覚
障

が
い
者

の
た

め
の

デ
ザ

イ
ン
展
を
「

ギ
ャ

ラ
リ

ー

＠
Ｋ

Ｃ
Ｕ

Ａ
（

ア
ク

ア
）
」

で
開

催
す

る
な

ど
関

係
２

カ
国

で
巡

回
実

施
し

た
。
 

中
国

の
中

央
美

術
学

院
と

の
新

た
な

交
流

協
定

の

締
結

を
行
っ

た
。

 

音
楽

学
部

に
お

い
て

は
，
既

締
結

大
学
の

檀
国

大
学

校
音

楽
大

学
（
韓

国
）
に

次
ぐ

新
た

な
ア

ジ
ア

地
域

の

芸
術

大
学

と
の

交
流

協
定

の
締

結
に

つ
い

て
検

討
し

た
。
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６
８

 
６

８
 

６
８

 
６

８
 

（（ （（
イイ イイ

）） ））
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・

イ
ン

・
レ

ジ
デ

ン
ス

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

・
イ

ン
・

レ
ジ

デ
ン

ス
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・

イ
ン

・
レ

ジ
デ

ン
ス

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

・
イ

ン
・

レ
ジ

デ
ン

ス
事事 事事

業業 業業
のの のの

実
施

 
実

施
 

実
施

 
実

施
 

海
外

の
芸

術
家

や
研

究
者

等
を

迎
え

る
に

当
た

っ
て

は
，
滞

在
中

に
芸

術
を
通

し
て
市

民

と
の

交
流
を

図
る

ア
ー

テ
ィ

ス
ト
・
イ

ン
・
レ

ジ
デ

ン
ス

事
業
に

つ
い

て
，
京

都
芸

術
セ

ン
タ

ー
等

の
関

係
機

関
と

連
携
し

，
実

施
す

る
。

 

 海
外

の
芸

術
家

や
研

究
者

等
を

迎
え

る
に

当
た

っ
て

は
，
滞

在
中

に
芸

術
を
通

し
て
市

民
と

の
交

流

を
図

る
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・
イ

ン
・
レ

ジ
デ

ン
ス

事
業

に
つ

い
て

，
京

都
芸

術
セ

ン
タ

ー
と
連

携
し

，
実

施

す
る

。
 

 

京
都

芸
術

セ
ン

タ
ー

及
び

京
都

市
立

芸
術

大
学

に

お
い

て
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・
イ

ン
・
レ

ジ
デ

ン
ス

事
業
（

海

外
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
の

招
へ

い
事

業
）

を
９

月
１

０
日

（
月

）
か

ら
１

１
月

２
０
日
（

火
）
ま

で
開

催
し
，
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
在

住
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト
，
オ

リ
バ

ー
・
ヘ

リ
ン

グ
氏
を

招
聘
し

た
。
 

滞
在

中
は

，
京

都
芸

術
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
制

作
活

動
を

し
な

が
ら

，
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・
ト

ー
ク

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
し

た
。
 

・
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・

ト
ー

ク
（
芸

術
セ

ン
タ

ー
）（

９

月
１

６
日

）
 

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
芸

大
）（

１
０

月
１

０
日

）
 

・
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・

ト
ー

ク
（

芸
大

）
（

１
０

月
３

１

日
）
学

長
，
オ

リ
バ

ー
・
へ

リ
ン

グ
氏

，
サ

イ
モ

ン
・

フ
ィ

ッ
ツ

ジ
ェ

ラ
ル

ド
油

画
専

攻
教

授
 

・
オ

リ
バ

ー
・

へ
リ

ン
グ

展
（

芸
術
セ

ン
タ

ー
）

 

（
１

１
月

６
日

～
１

１
月
２

７
日
）
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６
９

 
６

９
 

６
９

 
６

９
 

（（ （（
ウウ ウウ

）） ））
交

換
留

学
生

交
換

留
学

生
交

換
留

学
生

交
換

留
学

生
のの のの

派
遣

人
員

増
加

 
派

遣
人

員
増

加
 

派
遣

人
員

増
加

 
派

遣
人

員
増

加
 

交
換

留
学

生
の

派
遣

人
員

の
増

加
の

た
め

の
方

策
や

派
遣

期
間

の
延

長
に

つ
い

て
検

討

し
，

実
施
す

る
。

 

 
 交

換
留

学
生

の
派

遣
人

員
の

増
加

の
た

め
の

方

策
や

派
遣

期
間

の
延

長
に

つ
い

て
検

討
す

る
。
 

 

美
術

研
究

科
に

お
い

て
交

流
協

定
締

結
大

学
が

１

校
増

加
及

び
留

学
希

望
者

へ
の

説
明

会
の

回
数

を
増

加
し

た
。
 

音
楽

学
部

で
は
，
交

換
留

学
生

の
派

遣
人

員
の

増
加

の
た

め
の

方
策

に
つ

い
て

締
結

校
の

ウ
ィ

ー
ン

国
立

音
楽

大
学

，
英

国
王

立
音

楽
大

学
と

協
議
し

た
。
 

Ⅲ
 

 

７
０

 
７

０
 

７
０

 
７

０
 

（（ （（
エエ エエ

）） ））
留

学
生

留
学

生
留

学
生

留
学

生
の

サ
ポ

ー
ト

の
サ

ポ
ー

ト
の

サ
ポ

ー
ト

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
 

体
制

 
体

制
 

体
制

 

意
欲

的
な

留
学

生
の

積
極

的
な

受
け

入
れ

に
向

け
，

財
団

法
人

京
都

市
国

際
交

流
協

会

等
の

関
係

機
関

と
連

携
し

，
留

学
生

の
言

語
・

生
活

・
活

動
面

で
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

に

つ
い

て
検

討
す

る
。

 

 
 意

欲
的

な
留

学
生

の
積

極
的

な
受

け
入

れ
に

向

け
，
財

団
法

人
京

都
市

国
際

交
流

協
会

等
の

関
係

機

関
と

連
携

し
，
留

学
生

の
言

語
・
生

活
・
活

動
面

で

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
に

つ
い

て
検

討
す

る
。
 

 

留
学

生
間

の
交

流
を

図
る

た
め

学
生

交
歓

会
を

実

施
し

た
。
国

民
健

康
保

険
の

保
険

料
補

助
申

請
，
住

宅

支
援

制
度
（
保

証
人

不
要

）
の

紹
介

，
授

業
料
の

減
免

な
ど

留
学

生
の

生
活

活
動

面
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

に
つ

い
て

検
討
を
行

っ
た
。
ま

た
，
音

楽
学

部
で

は
，
国

際

交
流

委
員

会
に

お
い

て
，
日

本
語

の
書

き
方

指
導
（

チ

ュ
ー

タ
ー

）
制

度
に

よ
る

サ
ポ

ー
ト

に
つ

い
て

検
討

を

行
っ

た
。
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７
１

 
７

１
 

７
１

 
７

１
 

（（ （（
オオ オオ

）） ））
音

楽
学

部
等

音
楽

学
部

等
音

楽
学

部
等

音
楽

学
部

等
に

お
け

る
に

お
け

る
に

お
け

る
に

お
け

る
留

学
生

受
留

学
生

受
留

学
生

受
留

学
生

受
けけ けけ

入入 入入
れ

の
れ

の
れ

の
れ

の

検
討

 
検

討
 

検
討

 
検

討
 

音
楽

研
究

科
・

日
本

伝
統

音
楽

研
究

セ
ン

タ

ー
が

設
置

を
予

定
し

て
い

る
日

本
音

楽
研

究
専

攻
（

仮
称

）
や

音
楽

学
部

で
の

留
学

生
の

受
け

入
れ

を
検

討
す

る
。

 

 
 音

楽
研

究
科
・
日

本
伝

統
音

楽
研

究
セ

ン
タ

ー
が

設
置

を
予

定
し

て
い

る
日

本
音

楽
研

究
専

攻
（

仮

称
）
や

音
楽

学
部

で
の

留
学

生
の

受
け

入
れ

を
検

討

す
る

。
 

 

国
際

交
流

委
員

会
に

お
い

て
，
留

学
生

の
受

け
入

れ

に
際

し
て

課
題

で
あ

る
住

居
問

題
な

ど
に

つ
い

て
検

討
を

始
め

た
。
 

Ⅱ
 

 
今

後
の

検
討

に
当

た
っ

て
は

，
京

都
市

市
営

住
宅

へ
の

入
居

な
ど

，
様

々
な

手
法

を
視

野
に

入
れ

て
検

討
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

望
ま

し
い
。
 

７
２

 
イ

 
７

２
 

イ
 

７
２

 
イ

 
７

２
 

イ
 

語
学

教
育

語
学

教
育

語
学

教
育

語
学

教
育

のの のの
充

実
 

充
実

 
充

実
 

充
実

 

国
際

性
豊

か
な

芸
術

家
育

成
に

向
け

た
在

学

生
の

留
学

支
援

や
語

学
力

向
上

の
た

め
，

ネ
イ

テ

ィ
ブ

ス
ピ

ー
カ

ー
の

教
員
の

起
用

や
美

術
学

部
と

音
楽

学
部

の
連

携
に

よ
り
，

語
学

教
育

の
よ

り
一

層
の

充
実

を
図

る
。

 

 国
際

性
豊

か
な

芸
術

家
育

成
に

向
け

た
在

学
生

の
留

学
支

援
や

語
学

力
向

上
の

た
め

，
ネ

イ
テ

ィ
ブ

ス
ピ

ー
カ

ー
の

教
員

の
活

用
等
に

よ
り
，
語

学
教

育

の
よ

り
一

層
の

充
実

を
図

る
。
 

 

語
学

力
向

上
も

含
め

た
学

科
教

育
の

あ
り

方
を

再

検
討

し
，
そ

の
改

善
と

充
実
を

図
る

た
め
，
美

術
学

部

学
科

教
育

検
討

委
員

会
を
設

置
し

た
。
 

 
 

ま
た

美
術

学
部

教
務

委
員

会
に

お
い

て
語

学
教

育

の
あ

り
方
に

つ
い

て
検

討
し

た
。
 

専
任

語
学

教
員

に
よ

る
 

E
n
g
lis
h
+
C
o
m
p
u
te
r+
A
rt
s
=
?
と

い
う

科
目

を
開

設

し
，

Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ

Ｃ
®
対

策
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

教
材

に
よ

る
学

習
を
試

し
た

。
 

音
楽

学
部

に
お

い
て

，
在

学
生
の

留
学

支
援

や
語

学

力
向

上
の

た
め

，
ネ

イ
テ

ィ
ブ

ス
ピ

ー
カ

ー
の

教
員

の

活
用

等
に

よ
る

語
学

教
育

の
充

実
を

図
る

た
め

の
検

討
を

行
っ

た
。
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第
2
 

業
務

運
営

第
2
 

業
務

運
営

第
2
 

業
務

運
営

第
2
 

業
務

運
営

のの のの
改

善
及

改
善

及
改

善
及

改
善

及
びび びび

効
率

化
効

率
化

効
率

化
効

率
化
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

 
 
１

 
１

 
１

 
１

 
組

織
運

営
組

織
運

営
組

織
運

営
組

織
運

営
のの のの

改
善

改
善

改
善

改
善

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

  

中 期 目 標

 

教
育

研
究

上
の

課
題

や
社

会
状

況
の

変
化
に

教
員
と

事
務

職
員

が
協

働
し
，

迅
速
か

つ
的

確
に

対
応
す

る
た

め
の

業
務

執
行

体
制

を
構

築
す

る
。
 

  

 評
定

 
評

価
委

員
会

か
ら

の
意

見
 

 
 

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の
実

施
状

況
等

 
ウ

ェ

イ
ト

 

自
己

 

評
価

 

評
価

委
員

会
に

よ
る
評

価
等

 

評
価

 
意

見
 

７
３

７
３

７
３

７
３

    
（（ （（

１１ １１
）） ））

計
画

的
計

画
的

計
画

的
計

画
的

か
つ

か
つ

か
つ

か
つ

機
動

的
機

動
的

機
動

的
機

動
的

なな なな
大

学
運

営
大

学
運

営
大

学
運

営
大

学
運

営
のの のの

推
進

 
推

進
 

推
進

 
推

進
 

理
事

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

支
え

る
た

め
，

理
事

長
を

補
佐

す
る

理
事

会

等
の

役
員

執
行

体
制

を
確

立
し

，
理

事

の
役

割
分

担
の

明
確

化
や

役
員

を
補

佐

す
る

委
員

会
の

設
置

な
ど

，
計

画
的

か

つ
機

動
的

な
大

学
運

営
を

推
進

す
る
。
 

 理
事

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

支
え

る
た

め
，

理
事

長
を

補
佐

す
る

理
事

会
等

の
役

員

執
行

体
制

を
確

立
し

，
理

事
の

役
割

分
担

の

明
確

化
や

役
員

を
補

佐
す

る
委

員
会

の
設

置

な
ど

，
計

画
的

か
つ

機
動

的
な

大
学

運
営

を

推
進
す

る
。
 

 ○
理

事
会

を
設

置
し

，
月

１
回

定
期

的
に
開

催
す

る
こ

と
で

，

意
思

決
定

の
迅

速
化
を

図
っ

て
い

る
。
 

○
理

事
会

に
お

い
て

理
事

の
所

掌
分

野
を

明
確

に
し

，
責

任

あ
る

管
理

執
行

体
制
を
確

立
し

て
い

る
。
 

○
理

事
会

の
下

に
各

全
学

委
員

会
（

入
試

，
人

事
組

織
，

広

報
）
を

設
置

し
，
理

事
会

の
方

針
に

基
づ

い
て

企
画
・
立

案
・

検
討

等
を
行

う
よ

う
に

し
て

い
る

。
 

 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

７
４

７
４

７
４

７
４
 

（（ （（
２２ ２２

）） ））
意

思
決

定
意

思
決

定
意

思
決

定
意

思
決

定
がが がが

迅
速

迅
速

迅
速

迅
速

か
つ

か
つ

か
つ

か
つ

適
正

適
正

適
正

適
正

にに にに
行行 行行

わわ わわ

れ
る

れ
る

れ
る

れ
る
体

制
体

制
体

制
体

制
のの のの
確

立
 

確
立

 
確

立
 

確
立

 

理
事

会
，

審
議

機
関

，
教

授
会

等
の

各
機

関
が

相
互

に
連

携
し

た
大

学
運

営

を
行

い
，

法
人

の
意

思
決

定
が

，
迅

速

か
つ

適
正

に
行

わ
れ

る
体

制
を

確
立

す

る
。
 

 理
事

会
，

審
議

機
関

，
教

授
会

等
の

各
機

関
が

相
互

に
連

携
し

た
大

学
運

営
を

行
い

，

法
人

の
意

思
決

定
が

，
迅

速
か

つ
適

正
に

行

わ
れ

る
体

制
を

確
立
す

る
。
 

 ○
理

事
会

の
構

成
員

（
理

事
長

，
副

理
事

長
，

理
事

）
は

経

営
審

議
会

及
び

教
育

研
究

審
議

会
の

構
成

員
を

兼
ね

て
お

り
，

経
営

審
議

会
及

び
教

育
研

究
審

議
会

で
の

審
議

を
踏

ま

え
，

よ
り

総
合

的
な

観
点

か
ら

審
議
・

調
整

を
行

い
，

法
人

の
意

思
決

定
が

適
正
に

行
わ

れ
る

体
制

を
整

備
し

て
い

る
。
 

○
教

育
研

究
審

議
会

で
の

審
議

内
容

は
，

教
育

研
究

審
議

会

委
員

が
教

授
会

に
報

告
し

，
意

思
疎

通
を

図
っ

て
い

る
。
 

○
理

事
会

や
理

事
懇

談
会

を
月

１
回

定
期

的
に

開
催

す
る

こ

と
で

，
意

思
決

定
の

迅
速

化
を

図
っ

て
い

る
。
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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７
５

７
５

７
５

７
５

    
（（ （（

３３ ３３
）） ））

教
員

教
員

教
員

教
員

とと とと
事

務
職

員
事

務
職

員
事

務
職

員
事

務
職

員
のの のの

協
働

協
働

協
働

協
働

に
よ

る
に

よ
る

に
よ

る
に

よ
る

大大 大大

学
運

営
学

運
営

学
運

営
学

運
営

のの のの
実

施
 

実
施

 
実

施
 

実
施

 

業
務

執
行

体
制

を
強

化
す

る
た

め

に
，
事

務
職

員
が

必
要
に
応

じ
て
委

員

会
の
構

成
員
に

加
わ

る
な

ど
，
教

員
と

事
務

職
員

が
協

働
し

て
事

業
を

企

画
・

立
案

，
実

施
で

き
る

体
制
を

構
築

し
，
一

体
的
な

大
学

運
営

を
行

う
。
 

 業
務

執
行

体
制

を
強

化
す

る
た

め
に

，
事

務
職

員
が

必
要

に
応

じ
て

委
員

会
の

構
成

員

に
加

わ
る

な
ど

，
教

員
と

事
務

職
員

が
協

働

し
て

事
業

を
企

画
・

立
案

，
実

施
で

き
る

体

制
を
構

築
し
，
一

体
的

な
大

学
運

営
を

行
う

。  

 ○
全

学
入

学
試

験
委

員
会

，
広

報
委

員
会

に
つ

い
て

，
事

務

局
職

員
を

構
成

員
に

加
え

，
教

員
と

事
務

職
員

が
協

働
し

て

事
業
を

企
画
・

立
案
，

実
施
で

き
る

体
制

を
構

築
し

た
。
 

○
学

生
委

員
の

教
員

と
職

員
が

協
働

し
て

，
国

公
立

五
芸

大

体
育

・
文

化
交

歓
会

や
芸

祭
な

ど
の

学
生

主
体

の
事

業
に

連

携
・
協

力
し

た
。
 

○
大

学
の

市
内

中
心

部
へ

の
全

面
移

転
に

向
け

た
具

体
的

な

検
討

を
行

う
た

め
，

職
員

と
全

教
員

が
参

加
で

き
る

「
施

設

整
備

に
関

す
る

会
議
」

を
開

催
し

た
。
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

  

第
2
 

業
務

運
営

第
2
 

業
務

運
営

第
2
 

業
務

運
営

第
2
 

業
務

運
営

のの のの
改

善
及

改
善

及
改

善
及

改
善

及
びび びび

効
率

化
効

率
化

効
率

化
効

率
化
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

 
 

２
 

 
 

２
 

 
 

２
 

 
 

２
 

教
育
研
究
組
織

教
育
研
究
組
織

教
育
研
究
組
織

教
育
研
究
組
織
のの のの
見
直

見
直

見
直

見
直
し
に

し
に

し
に

し
に
関関 関関
す
る

す
る

す
る

す
る
目
標
 

目
標
 

目
標
 

目
標
 

  

中 期 目 標

 

学
術

の
進

展
や

教
育

研
究

の
新
た

な
課

題
に

対
応
す

る
た

め
，

本
学

の
理

念
，

目
標

を
踏

ま
え

つ
つ

，
教

育
研

究
組

織
の

改
善

や

見
直

し
を
行

う
。
 

 

 

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の
実

施
状

況
等

 
ウ

ェ

イ
ト

 

自
己

 

評
価

 

評
価

委
員

会
に

よ
る
評

価
等

 

評
価

 
意

見
 

７
６

７
６

７
６

７
６
 

（（ （（
１１ １１
）） ））

教
育

研
究

組
織

教
育

研
究

組
織

教
育

研
究

組
織

教
育

研
究

組
織

のの のの
改

善
改

善
改

善
改

善
・・ ・・

見
直

見
直

見
直

見
直

し
 

し
 

し
 

し
 

大
学

を
取

り
巻

く
社

会
環

境
の

変
化

や
全

学
的

な
課

題
に
対

応
す

る
た

め
，

京
都

芸
大

が
目

指
す

べ
き

大
学

像
を

見
据
え

な
が

ら
，
教

育
研

究
組

織
の

編

成
や
運

営
に

つ
い

て
，
常

に
改

善
や

見

直
し

を
行

う
。
 

 大
学

を
取

り
巻

く
社

会
環

境
の

変
化

や
全

学
的

な
課

題
に

対
応

す
る

た
め

，
京

都
芸

大

が
目

指
す

べ
き

大
学

像
を

見
据

え
な

が
ら

，

教
育

研
究

組
織

の
編

成
や

運
営

に
つ

い
て

，

常
に
改

善
や
見

直
し

を
行

う
。
 

 ○
社

会
環

境
の

変
化

や
全

学
的

な
課

題
に

対
応

す
る

た
め

，

法
人

化
を

契
機

に
全

学
人

事
組

織
委

員
会
，

全
学

広
報

委
員

会
，

全
学

国
際

交
流

委
員

会
を
設

置
・
再

編
を
行

っ
た
。
 

○
大

学
事

務
局

内
に

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し

て
，

就
職

支
援

な
ど

に
取

り
組

ん
だ
。
 
 

○
大

学
院

音
楽

研
究

科
修

士
課

程
に

お
け

る
「

日
本

音
楽

研

究
専

攻
」

を
早

期
設

置
に
向

け
取
り

組
ん

だ
。
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

７
７

７
７

７
７

７
７
 
（（ （（

２２ ２２
）） ））

評
価

結
果

評
価

結
果

評
価

結
果

評
価

結
果

をを をを
踏踏 踏踏

ま
え

た
ま

え
た

ま
え

た
ま

え
た

教
育

研
究

組
教

育
研

究
組

教
育

研
究

組
教

育
研

究
組

織織 織織
のの のの
見

直
見

直
見

直
見

直
し

 
し

 
し

 
し

 

自
己

点
検

・
評

価
，

認
証

評
価

機
関

の
評

価
結

果
，
公

立
大

学
法

人
京

都
市

立
芸

術
大

学
評

価
委

員
会

の
評

価
結

果
等
を

踏
ま

え
，
必

要
に

応
じ

て
教

育

（
２

５
年

度
以

降
に

実
施

の
た

め
年

度
計

画

な
し
）
 

 

 
 

 

 

40



 

 
 

研
究

組
織

の
見

直
し

を
行

う
。
 

第
2
 

業
務

運
営

第
2
 

業
務

運
営

第
2
 

業
務

運
営

第
2
 

業
務

運
営

のの のの
改

善
及

改
善

及
改

善
及

改
善

及
びび びび

効
率

化
効

率
化

効
率

化
効

率
化
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

 
 

３
 

 
 

３
 

 
 

３
 

 
 

３
 

教
職
員

教
職
員

教
職
員

教
職
員
のの のの
人
事

人
事

人
事

人
事
のの のの
適
正
化

適
正
化

適
正
化

適
正
化
にに にに
関関 関関
す
る

す
る

す
る

す
る
目
標
 

目
標
 

目
標
 

目
標
 

   

中 期 目 標

 

（
１

）
機

動
的

な
大

学
運

営
を

図
る

た
め
，

柔
軟
で
弾

力
的
な

人
事

制
度

を
構

築
す

る
。

 

（
２

）
教

育
研

究
活

動
の

充
実

と
大

学
運

営
の

推
進

に
必

要
な

事
務

局
体

制
を

構
築

す
る
。

 

（
３

）
芸

術
大

学
の

特
性

を
踏

ま
え

，
事

務
職

員
の
資

質
向

上
を

図
る

。
 

（
４

）
教

育
研

究
活

動
の

活
性

化
を

図
る

た
め

，
意

欲
，
努

力
等
が
公

正
，

公
平

に
評

価
さ

れ
，

教
職

員
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

高

め
る

こ
と

が
で

き
る

評
価

方
法

を
研

究
す

る
。
 

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の

実
施

状
況

等
 

ウ
ェ

イ
ト

 

自
己

 

評
価

 

評
価

委
員

会
に

よ
る
評

価
等

 

評
価

 
意

見
 

７
８

７
８

７
８

７
８
 
（（ （（

１１ １１
）） ））

柔
軟

柔
軟

柔
軟

柔
軟
か

つ
か

つ
か

つ
か

つ
多

様
多

様
多

様
多

様
なな なな

任
用

制
度

任
用

制
度

任
用

制
度

任
用

制
度

のの のの
導

入
導

入
導

入
導

入
    

機
動

的
な

大
学

運
営

を
図

れ
る

よ

う
，

教
育

研
究

・
業

務
の

特
性

等
を

踏

ま
え

，
客

員
教

員
，

事
務

局
に

お
け

る

プ
ロ

パ
ー

職
員

の
採

用
な

ど
，

柔
軟

か

つ
多

様
な

教
職

員
の

任
用

制
度

を
導

入

す
る
。

 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

事
務

局
事

務
局

事
務

局
事

務
局

に
お

け
る

プ
ロ

パ
ー

に
お

け
る

プ
ロ

パ
ー

に
お

け
る

プ
ロ

パ
ー

に
お

け
る

プ
ロ

パ
ー

職
員

職
員

職
員

職
員

のの のの
比

率
 

比
率

 
比

率
 

比
率

 

６
５

６
５

６
５

６
５

％
（

％
（

％
（

％
（

２
９

２
９

２
９

２
９

年
度

年
度

年
度

年
度

）
 

）
 

）
 

）
 

 機
動

的
な

大
学

運
営

を
図

れ
る

よ
う

，
教

育
研

究
・

業
務

の
特

性
等
を

踏
ま

え
，

客
員

教
員

等
，

事
務

局
に

お
け

る
プ

ロ
パ

ー
職

員

の
採

用
に
向

け
て
準

備
を

行
う

。
 

 ○
客

員
教

授
規

程
を

整
備

し
，

客
員

教
授

２
名

を
採

用
し

た
。
 

○
平
成
２
５
年
度
か
ら
９
名
の
客
員
教
授
の
採
用
を
決
定
し
た
。
 

○
事

務
局
に

お
け

る
プ

ロ
パ

ー
職

員
の

採
用

試
験
を

行
い
，
事

務
６

名
，

保
健

師
１
名

を
採

用
し

た
。
 

○
外

部
資

金
に

よ
る

特
任

研
究

員
・
特

任
教

員
に

つ
い

て
規

程

を
制

定
し

た
。
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

事
務

局
事

務
局

事
務

局
事

務
局

に
お

け
る

プ
ロ

パ
ー

に
お

け
る

プ
ロ

パ
ー

に
お

け
る

プ
ロ

パ
ー

に
お

け
る

プ
ロ

パ
ー

職
員

職
員

職
員

職
員

のの のの
比

率
 

比
率

 
比

率
 

比
率

 

２
４

２
４

２
４

２
４

年
度

 
 

年
度

 
 

年
度

 
 

年
度

 
 

００ ００
％

 
％

 
％

 
％

 

２
５

２
５

２
５

２
５

年
度

 
年

度
 

年
度

 
年

度
 

１
８

１
８

１
８

１
８

％
（

％
（

％
（

％
（

７７ ７７
人人 人人
／／ ／／

３
８

３
８

３
８

３
８

人人 人人
）） ））
 

１
 

Ⅳ
 

Ⅳ
 

 
機

動
的

な
大

学
運

営
を

図
れ

る
よ

う
，

教
育

研
究

・
業

務
の

特
性

等
を

踏
ま

え
，

客
員

教
授

規
程

を
整

備
し

て
，

客
員

教
授

を
２

４
年

度
に

２
名

採
用

し
た

。
ま

た
，

２
５

年
度

の
採

用
に

向
け

た
取

組
を

積
極

的
に

進

め
，

２
５

年
度

９
名

の
客

員
教

授
採

用
と

い
う

成
果

に
つ

な
げ

る
な

ど
，

計
画

を
着

実
に

推
進

し
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
 

７
９

７
９

７
９

７
９
 

（（ （（
２２ ２２

）） ））
事

務
組

織
事

務
組

織
事

務
組

織
事

務
組

織
のの のの

充
実

 
充

実
 

充
実

 
充

実
 

事
務

組
織
は

，
教

育
研

究
活

動
の

充

実
と

自
主

自
律

の
機

動
的

な
大

学
運

営

の
推

進
を

図
る

重
要

な
専

門
組

織
で

あ

り
，

こ
の

役
割

を
果

た
す

た
め

，
教

育

研
究

支
援

，
企

画
広

報
，

財
務

経
営

，

入
試

，
学

生
支

援
，

国
際

交
流

等
の

機

能
を

充
実
す

る
。

 

 事
務

組
織

は
，

教
育

研
究

活
動

の
充

実
と

自
主

自
律

の
機

動
的

な
大

学
運

営
の

推
進

を

図
る

重
要

な
専

門
組

織
で

あ
り

，
こ

の
役

割

を
果

た
す

た
め

，
企

画
広

報
，
入

試
，

学
生

支
援

等
の
機

能
を
充

実
す

る
。
 

 ○
整

備
改

革
推

進
室

に
広

報
調

査
係

長
を

新
設

し
，
新
た

に
広

報
業

務
経

験
者

を
採

用
し

て
，
広

報
機

能
の

強
化

を
図

っ
た

。
 

○
教

務
学

生
支

援
室

に
入

試
課

長
，
入

試
係

長
を

新
設

し
，
入

試
業

務
の

一
元

化
と
専

門
性
の
向

上
を
図

っ
た
。
 

○
在

学
生

の
み

な
ら

ず
卒

業
生

も
対

象
に
，
一
人
ひ
と

り
の

状
況

に
応
じ

た
学

習
支

援
，
進
路

支
援
，
就

職
支

援
及
び
芸

術
家

へ
の

キ
ャ

リ
ア

サ
ポ

ー
ト

等
の

総
合

的
な

取
組

を
行

う
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ
セ

ン
タ

ー
を

設
立

し
た
。
 

○
法

人
と

し
て

，
適

切
な

会
計

業
務
を

行
う

た
め

，
会

計
監

査

法
人

を
選

定
し

た
。
 

 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

８
０

８
０

８
０

８
０

    
（（ （（

３３ ３３
）） ））

中
長

期
的

中
長

期
的

中
長

期
的

中
長

期
的

なな なな
展

望
展

望
展

望
展

望
にに にに

立立 立立
っ

た
っ

た
っ

た
っ

た
事

務
職

事
務

職
事

務
職

事
務

職

員員 員員
のの のの

採
用

採
用

採
用

採
用
・・ ・・

育
成

 
育

成
 

育
成

 
育

成
 

中
長

期
的

な
展

望
に
立

ち
，
経

営
や
教

 中
長

期
的

な
展

望
に

立
ち

，
経

営
や

教
育

研
究

の
支

援
等

に
係
る

専
門

的
な

知
識

・
能

 事
務

局
に

お
け

る
プ

ロ
パ

ー
職

員
の
採

用
試

験
を

行
い

，
事

務
６

名
，
保

健
師
１

名
を

採
用

し
た

。
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

計
画

の
内

容
が

[N
O.

７
８

]
と

重

複
す

る
の

で
，

事
務

局
職

員
の

採
用

等
に
関

し
て

は
，
[N
O
.
８

０
]
に

統
一

41



 

 
 

育
研

究
の

支
援

等
に

係
る

専
門

的
な

知

識
・

能
力

を
備

え
た

事
務

職
員

の
採

用
・
育

成
等
を

行
う
。

 

力
を

備
え

た
事

務
職

員
の

採
用

を
行
う

。
 

 
す

る
ほ

う
が

わ
か

り
や

す
い

。
 

８
１

８
１

８
１

８
１

    
（（ （（

４４ ４４
）

Ｓ
Ｄ

（
）

Ｓ
Ｄ

（
）

Ｓ
Ｄ

（
）

Ｓ
Ｄ

（
事

務
職

員
事

務
職

員
事

務
職

員
事

務
職

員
のの のの

能
力

開
発

等
能

力
開

発
等

能
力

開
発

等
能

力
開

発
等

のの のの

研
修

研
修

研
修

研
修

）） ））
のの のの
実

施
 

実
施

 
実

施
 

実
施

 

大
学

運
営

を
担

う
に

十
分

な
能

力
・

適
性

を
有

す
る

事
務

職
員

を
養

成
す

る

た
め
，

Ｓ
Ｄ
を

実
施
す

る
。

 

 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

事
務

職
員

事
務

職
員

事
務

職
員

事
務

職
員

のの のの
能

力
開

発
研

修
能

力
開

発
研

修
能

力
開

発
研

修
能

力
開

発
研

修
のの のの

実
施

回
数

実
施

回
数

実
施

回
数

実
施

回
数

    

２２ ２２
回回 回回

（（ （（
毎

年
度

毎
年

度
毎

年
度

毎
年

度
）） ））

    

 大
学

運
営

を
担

う
に

十
分

な
能

力
・

適
性

を
有

す
る

事
務

職
員
を

養
成

す
る

た
め

，
Ｓ

Ｄ
を

実
施
す

る
。
 

 ○
課

長
級

以
上

の
事

務
職

員
に

対
し

，
大

学
管

理
運

営
や

教
育

研
究

支
援

の
資

質
向

上
の

た
め

の
研

修
を

実
施

し
た
。
 

○
各

室
の
事

務
職

員
に

対
し
，
大

学
管

理
運

営
や

教
育

研
究

支

援
の

資
質

向
上

の
た

め
の

研
修

を
実

施
し

た
。
 

○
公

立
大

学
協

会
主

催
の

「
公

立
大

学
法

人
会

計
セ

ミ
ナ

ー
」

（
８

月
），

大
学

評
価

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
主

催
の

「
大

学
評

価

担
当

者
集

会
」
（

９
月

）
や
同

志
社

大
学

主
催

の
「

大
学

職
員

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」
（

１
１

月
）

に
事

務
局

職
員

が
出

席
し

た
。
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

事
務

職
員

事
務

職
員

事
務

職
員

事
務

職
員

のの のの
能

力
開

発
研

修
能

力
開

発
研

修
能

力
開

発
研

修
能

力
開

発
研

修
のの のの

実
施

回
数

 
実

施
回

数
 

実
施

回
数

 
実

施
回

数
 

３３ ３３
回

 
回

 
回

 
回

 

 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

８
２

８
２

８
２

８
２

    
（（ （（
５５ ５５

）） ））
人

事
評

価
方

法
人

事
評

価
方

法
人

事
評

価
方

法
人

事
評

価
方

法
のの のの

検
討

検
討

検
討

検
討

 

教
育

研
究

活
動

の
活

性
化

を
図

る
た

め
，

教
職

員
の

多
様

な
活

動
や

業
績

，

意
欲

，
努

力
等

が
公

正
，

公
平

に
評

価

さ
れ

，
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

め
る

こ

と
が

で
き

る
評

価
方

法
の

確
立

に
向

け

て
検

討
す

る
。

 

(２
５

年
度

以
降

に
実

施
の

た
め

年
度

計
画

な
し
) 

 

 
 

 

 

  

第
2
 

業
務

運
営

第
2
 

業
務

運
営

第
2
 

業
務

運
営

第
2
 

業
務

運
営

のの のの
改

善
及

改
善

及
改

善
及

改
善

及
びび びび

効
率

化
効

率
化

効
率

化
効

率
化
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

 
 

４
 

 
 

４
 

 
 

４
 

 
 

４
 

事
務
処
理

事
務
処
理

事
務
処
理

事
務
処
理
のの のの
効
率
化

効
率
化

効
率
化

効
率
化
にに にに
関関 関関
す
る

す
る

す
る

す
る
目
標
 

目
標
 

目
標
 

目
標
 

        

中 期 目 標

 

事
務

処
理

に
つ

い
て
，

新
し

い
運

営
体

制
に
即

し
た

も
の

と
す

る
た

め
，

見
直

し
を

行
い

，
効

率
化

を
図

る
。
 

 

 

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の

実
施

状
況

等
 

ウ
ェ

イ
ト

 

自
己

 

評
価

 

評
価

委
員

会
に

よ
る
評

価
等

 

評
価

 
意

見
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８
３

８
３

８
３

８
３
 

（（ （（
１１ １１
）） ））

事
務

手
続

事
務

手
続

事
務

手
続

事
務

手
続

やや やや
決

裁
権

限
等

決
裁

権
限

等
決

裁
権

限
等

決
裁

権
限

等
のの のの
見

直
見

直
見

直
見

直
しし しし

    

事
務

処
理

の
効

率
化

・
迅

速
化

を
進

め
る

た
め

，
事

務
分

担
や

決
裁

権
限

の

委
譲

，
決

裁
者

の
見

直
し

を
図

る
。

 

 事
務

処
理

の
効

率
化

・
迅

速
化

を
進

め
る

た
め

，
事

務
分

担
や

決
裁

権
限

の
委

譲
，

決

裁
者
の

見
直
し

を
図

る
。
 

 ○
事

務
分

掌
規

則
を

制
定

し
た
。
 

○
課

長
級

職
員

に
お

け
る

広
報

発
表

や
室

長
級

職
員

に
お

け

る
施

設
の

使
用

に
関

す
る

決
裁

権
限

を
拡

大
し

，
事

務
処

理

の
効

率
化

・
迅

速
化
を

図
っ

た
。
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

８
４

８
４

８
４

８
４
 

（（ （（
２２ ２２
）） ））

定
型

業
務

定
型

業
務

定
型

業
務

定
型

業
務

の
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
の

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

の
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
の

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

 

給
与

計
算

事
務

な
ど

，
内

部
管

理
事

務
等

に
お

け
る

定
型

業
務

に
つ

い
て

ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
を

進
め

，
企

画
立

案

業
務

へ
の

人
的

配
置

の
重

点
化

を
図

る
。
 

 給
与

計
算

事
務

な
ど

，
内

部
管

理
事

務
等

に
お

け
る

定
型

業
務

に
つ

い
て

ア
ウ

ト
ソ

ー

シ
ン

グ
を

進
め

，
企

画
立

案
業

務
へ

の
人

的

配
置
の

重
点

化
を

図
る

。
 

 給
与

計
算

業
務

，
附

属
図

書
館

受
付

窓
口

業
務

に
つ

い
て

ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
を

進
め
，

企
画

立
案

業
務

へ
の
人

的
配

置

の
重

点
化

を
図

っ
た

。
 

 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

  

第第 第第
３

 
３

 
３

 
３

 
財

務
内

容
財

務
内

容
財

務
内

容
財

務
内

容
のの のの

改
善

改
善

改
善

改
善

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 
１

 
１

 
１

 
１

 
外

部
資

金
外

部
資

金
外

部
資

金
外

部
資

金
そ

の
そ

の
そ

の
そ

の
他他 他他

のの のの
自

己
収

入
自

己
収

入
自

己
収

入
自

己
収

入
のの のの

増
加

増
加

増
加

増
加

にに にに
関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

  

中 期 目 標

 

外
部

資
金
の

獲
得
に

努
め

る
と

と
も

に
，
寄

付
金

募
集

の
た

め
の

取
組

を
推

進
し
，

大
学
の

財
政

基
盤

を
強

化
す

る
。
 

 

  

 評
定

 
評

価
委

員
会

か
ら

の
意

見
 

 
 

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の

実
施

状
況

等
 

ウ
ェ

イ
ト

 

自
己

 

評
価

 

評
価

委
員

会
に

よ
る
評

価
等

 

評
価

 
意

見
 

８
５

８
５

８
５

８
５
 
（（ （（

１１ １１
）） ））

財
務

指
標

財
務

指
標

財
務

指
標

財
務

指
標
のの のの

設
定

設
定

設
定

設
定

 

計
画

的
で

健
全

な
財

政
運

営
を

行
う

た
め
，
自

己
収

入
比

率
等

の
財

務
指

標

を
設

定
す

る
。
※

 
自

己
収

入
率
（

％
）
 

＝
［

自
己

収
入

／
収

入
全

体
］

×
１

０
０

    

 
 計

画
的

で
健

全
な

財
政

運
営

を
行

う
た

め
，

自
己

収
入

比
率

等
の

財
務

指
標

を
設

定

す
る
。
 

※
自

己
収

入
率

（
％

）
 

 
＝

［
自

己
収

入
／
収

入
全

体
］

×
１

０
０
 

 先
行

国
公

立
大

学
法

人
で

用
い

ら
れ

て
い

る
自

己
収

入
比

率
等

の
財

務
指

標
を

設
定

し
，

法
人

化
前

後
の

財
務

状
況

に

つ
い

て
検

証
を

行
う

。
 

自
己

収
入

比
率
＝

（
授

業
料

収
益

等
自

己
収

入
）

／
経

常
収

益
 

外
部

資
金

比
率

＝
（

受
託

研
究

収
益

等
外

部
資

金
）

／
経

常

収
益
 

人
件

費
率

＝
人

件
費
／

業
務

費
 

一
般

管
理

費
率

＝
一

般
管

理
費

／
業

務
費
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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教
育

経
費

率
＝

教
育

経
費

／
業

務
費
 

研
究

経
費

率
＝

研
究

経
費

／
業

務
費
 

 

８
６

８
６

８
６

８
６
 
（（ （（

２２ ２２
）） ））

外
部

資
金

外
部

資
金

外
部

資
金

外
部

資
金

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

情
報

収
集

情
報

収
集

情
報

収
集

情
報

収
集

・・ ・・
学学 学学

内
周

知
内

周
知

内
周

知
内

周
知

のの のの
実

施
 

実
施

 
実

施
 

実
施

 

外
部

資
金

に
関

す
る

情
報

収
集

，
学

内
周

知
に

努
め

，
そ

の
増

加
に
積

極
的

に
取
り

組
む
。

 

 外
部

資
金

に
関

す
る

情
報

収
集

，
学

内
周

知
に

努
め

，
そ

の
増

加
に

積
極

的
に

取
り

組

む
。
 

 教
育

研
究

審
議

会
に

お
い

て
，
大

学
と

し
て

取
り
組

む
べ

き

国
の

補
助

メ
ニ

ュ
ー

（
大

学
C
OC

（
Ce

nt
e
r 
o
f 
C
om

m
un

i
ty

）

事
業

（
※

１
）
，

文
化

庁
の

補
助

金
（

※
２

））
の

申
請

に
向

け
て

取
り

組
ん

だ
。
 

※
１

大
学

CO
C
（

Ce
n
te

r
 o
f 
Co

m
mu

n
it

y
）

事
業

と
は

，
国

が
，
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

中
核

的
存

在
と

し
て

の
大

学
の

機
能

強
化

を
図

る
こ

と
を

目
的
に
，
大

学
等

と
自

治
体

が
連

携
し

，
全

学
的

に
地

域
を
志

向
し

た
教

育
・
研

究
・
地

域
貢

献
を

進
め

る
大

学
に

対
し

て
支

援
を

行
う
事

業
。
 

※
２

文
化

庁
の

補
助

金
と

は
，

劇
場

・
音

楽
堂

等
の

企
画

・

運
営

に
当

た
る

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
人

材
の

養
成

や
新

進

芸
術

家
の

育
成

事
業

，
大

学
と

自
治

体
が

連
携

し
た

文
化

芸

術
振

興
事

業
等

に
対

す
る

支
援
。
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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８
７

８
７

８
７

８
７

    
（（ （（

３３ ３３
）） ））

共
同

研
究

共
同

研
究

共
同

研
究

共
同

研
究

・・ ・・
科

学
研

究
費

補
助

金
等

科
学

研
究

費
補

助
金

等
科

学
研

究
費

補
助

金
等

科
学

研
究

費
補

助
金

等

申
請

申
請

申
請

申
請
のの のの

促
進

 
促

進
 

促
進

 
促

進
 

幅
広

い
分

野
と

の
共

同
研

究
の

促
進

や
科

学
研

究
費

補
助

金
等

の
申

請
に

積
極

的
に

取
り

組
む
。

 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

科
学

研
究

費
補

助
金

等
申

請
件

数
 

 
科

学
研

究
費

補
助

金
等

申
請

件
数

 
 

科
学

研
究

費
補

助
金

等
申

請
件

数
 

 
科

学
研

究
費

補
助

金
等

申
請

件
数

 
 

１
８

１
８

１
８

１
８
～～ ～～

２
３

２
３

２
３

２
３

年
度

比
年

度
比

年
度

比
年

度
比

１
０

１
０

１
０

１
０

％％ ％％
増増 増増

（（ （（
２

４
２

４
２

４
２

４
～～ ～～

２２ ２２

９９ ９９
年

度
年

度
年

度
年

度
）） ））
 

 幅
広

い
分

野
と

の
共

同
研

究
の

促
進

や
科

学
研

究
費

補
助

金
等

の
申

請
に

積
極

的
に

取

り
組
む
。
 

 【
外

部
資

金
に

つ
い

て
】
 

外
部

資
金

獲
得

に
つ

い
て

は
演

奏
会

の
充

実
に

向
け

た

予
算

の
確

保
を
目

的
と

し
て
，
国

や
市

の
補

助
金

へ
の
助

成

申
請

も
積

極
的

に
行

っ
て

い
る

。
 

・
西

京
・

区
民

提
案

活
動

サ
ポ

ー
ト

制
度

補
助

金
（

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

，
地

域
の

魅
力

を
高

め
る

文

化
・

観
光

振
興

等
の

取
組

に
対
す

る
支

援
）
 

・
公

益
財

団
法

人
 
ロ

ー
ム

ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

フ
ァ

ン
デ

ー
シ

ョ
ン

助
成

申
請

（
演

奏
会

や
音

楽
の

調
査

研
究

等
の

音

楽
活

動
や

音
楽

を
学

ぶ
学

生
へ

の
奨

学
金

給
付

等
の

支

援
）
 

・
公

益
財

団
法

人
青

山
財

団
支

援
金

（
学

生
等

が
よ

り
充

実
し

た
音

楽
活

動
を

行
い

や
す

い
環

境
を

つ
く

る
た

め

の
支

援
）
 

【
科

学
研

究
費

に
つ

い
て

】
 

平
成

２
４

年
度

に
つ

い
て

は
新

規
１

１
名

の
申

請
が

あ

り
，
そ

の
う

ち
６

名
が

採
択
さ

れ
，
継

続
１

０
名

を
含
め

て

１
６

名
と

な
っ

て
い

る
。
平

成
２

５
年

度
に

つ
い

て
は

，
新

規
１

９
名
の
申

請
が

あ
り
，

そ
の

う
ち

６
名
が

採
択
さ

れ
，

継
続

１
２
名

を
含
め

て
１

８
名

と
な

っ
て

い
る

。
 

（
平

成
２

３
年

度
は

新
規

申
請

１
３

名
中

５
名

採
択
，
継

続

１
１

名
で
計

１
６
名

）
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

科
学

研
究

費
補

助
金

等
申

請
件

数
 

科
学

研
究

費
補

助
金

等
申

請
件

数
 

科
学

研
究

費
補

助
金

等
申

請
件

数
 

科
学

研
究

費
補

助
金

等
申

請
件

数
 

７
２

７
２

７
２

７
２

件件 件件
（（ （（

１
８

１
８

１
８

１
８

～～ ～～
２

３
２

３
２

３
２

３
年

度
年

度
年

度
年

度
）

 
）

 
）

 
）

 

３
０

３
０

３
０

３
０

件件 件件
（（ （（

２
４

・
２

５
２

４
・

２
５

２
４

・
２

５
２

４
・

２
５

年
度

年
度

年
度

年
度

）） ））
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

８
８

８
８

８
８

８
８

    
（（ （（

４４ ４４
）） ））

寄
付

金
寄

付
金

寄
付

金
寄

付
金

のの のの
募

集
募

集
募

集
募

集
 

寄
付

金
募

集
の

た
め

の
仕

組
み

を
整

備
し

，
積

極
的

に
募

集
活

動
を

行
う
。

 

 
 寄

付
金

募
集

の
た

め
の

仕
組

み
を

整
備

し
，
積

極
的
に

募
集

活
動

を
行

う
。
 

 寄
付

金
募

集
の

た
め

の
制

度
（

京
芸

友
の

会
）

を
整

備
し

た
。
 

ま
た

，
我

が
国

初
の

公
立

音
楽

大
学

と
し

て
設

立
さ

れ
て

か
ら

２
４

年
度

で
６

０
周

年
を

迎
え

た
こ

と
か

ら
，

音
楽

学

部
６

０
周

年
の

寄
付

金
募

集
を

行
い

総
額

２
１

５
万

円
の

寄

付
が

あ
っ

た
。
 

さ
ら

に
民

間
企

業
等

か
ら

も
寄

付
を

募
り

，
総

額
２

６
７

万
円

の
寄

付
が

あ
っ

た
。
 

 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

新
た

に
「

京
芸

友
の

会
」

を
整

備

す
る

な
ど

，
寄

付
金

の
募

集
活

動
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

 

た
だ

し
，

適
切

に
評

価
す

る
た

め

に
は

，
年

度
ご

と
に

具
体

的
に

目
標

を
立

て
，

進
捗

状
況

を
段

階
的

に
管

理
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
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８
９

８
９

８
９

８
９

    
（（ （（

５５ ５５
）） ））

民
間

企
業

等
民

間
企

業
等

民
間

企
業

等
民

間
企

業
等

と
の

と
の

と
の

と
の

協
力

協
力

協
力

協
力

に
よ

る
に

よ
る

に
よ

る
に

よ
る

展
覧

展
覧

展
覧

展
覧

会
等

会
等

会
等

会
等
のの のの

実
施

実
施

実
施

実
施

 

民
間

企
業

等
と

の
協

力
に

よ
る

展
覧

会
や
演

奏
会

等
の

事
業

を
開

催
す

る
。
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

民
間

企
業

等
民

間
企

業
等

民
間

企
業

等
民

間
企

業
等

と
の

と
の

と
の

と
の

協
力

協
力

協
力

協
力

に
よ

る
に

よ
る

に
よ

る
に

よ
る

事
業

事
業

事
業

事
業

のの のの
実

施
実

施
実

施
実

施

数
 

数
 

数
 

数
 

６６ ６６
事

業
事

業
事

業
事

業
（（ （（

２
３

２
３

２
３

２
３

年
度

年
度

年
度

年
度

）） ））
    

→
１

０
→

１
０

→
１

０
→

１
０

事
業

事
業

事
業

事
業
（（ （（

２
９

２
９

２
９

２
９

年
度

年
度

年
度

年
度

）） ））
    

 民
間

企
業

等
と

の
協

力
に

よ
る

展
覧

会
や

演
奏

会
等

の
事

業
を

開
催

す
る

。
 

 美
術

学
部

で
は

，
京

都
府

立
図

書
館

の
外

部
サ

イ
ン

デ
ザ

イ
ン

開
発

事
業

や
高

山
祭

屋
台

保
存

技
術

協
同

組
合

と
の

天

井
画

復
元

制
作

の
受

託
研

究
等

を
積

極
的

に
行

い
，
受

託
研

究
事

業
と

し
て

外
部

資
金

獲
得

を
積

極
的

に
行

っ
た
。
 

ま
た

，
交

通
局

と
連

携
を
行

い
地

下
鉄

構
内
へ

の
作

品
展

示
を

継
続

実
施
し

て
お

り
，
さ

ら
に
公

益
財

団
法

人
音

楽
芸

術
文

化
振

興
財

団
と

連
携

し
た

北
山

駅
や

京
の

七
夕

実
行

委

員
会

と
連

携
し

た
二

条
城

前
駅

で
作

品
展

を
実

施
し

た
。
 

音
楽

学
部

に
お

い
て

は
，

主
催

演
奏

会
の

一
部

と
し

て
，

京
都

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ

や
京

都
新

聞
社

，
京

都
ブ

ラ
イ

ト

ン
ホ

テ
ル

と
の

協
賛

・
共

催
に

よ
る

演
奏

会
を

確
保

す
る

な

ど
，

演
奏

会
実

施
に

か
か

る
自

己
費

用
負

担
を

軽
減

し
な

が

ら
，

演
奏

会
の

充
実
を

図
っ

て
い

る
。
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

民
間

企
業

等
民

間
企

業
等

民
間

企
業

等
民

間
企

業
等

と
の

と
の

と
の

と
の

協
力

協
力

協
力

協
力

に
よ

る
に

よ
る

に
よ

る
に

よ
る
事

業
事

業
事

業
事

業
のの のの

実
施

数
 

実
施

数
 

実
施

数
 

実
施

数
 

２
４

２
４

２
４

２
４

年
度

実
績

 
年

度
実

績
 

年
度

実
績

 
年

度
実

績
 

１
２

１
２

１
２

１
２

事
業

事
業

事
業

事
業
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

展
覧

会
や

演
奏

会
等

の
充

実
に

積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

結
果

，
中

期
計

画
の

数
値

目
標

の
「

民
間

企
業

等
と

の
協

力
に

よ
る

展
覧

会
等

の
実

施
１

０
事

業
（

２
３

年
度
＝

６
事

業
）」

に

対
し

，
２

４
年

度
実

績
で

１
２

事
業

を
達

成
し

た
こ

と
は

高
く

評
価

で
き

る
。

 

 

９
０

９
０

９
０

９
０

    
（（ （（

６６ ６６
）） ））

各
種

基
金

各
種

基
金

各
種

基
金

各
種

基
金

やや やや
財

団
等

財
団

等
財

団
等

財
団

等
のの のの

活
用

 
活

用
 

活
用

 
活

用
 

各
種

基
金

や
財

団
，

国
の

予
算

を
活

用
し

た
外

部
資

金
の
獲

得
に
努

め
る
。

 

 各
種

基
金

や
財

団
，

国
の

予
算

を
活

用
し

た
外

部
資

金
の

獲
得
に

努
め

る
。
 

 美
術

学
部

で
は

，「
ギ

ャ
ラ

リ
ー
＠
K
C
U
A
（

ア
ク

ア
）」

企
画

展
（

２
５

年
度

実
施

）
に

対
す

る
芸

術
文

化
振

興
基

金

助
成

金
の

申
請

を
行

っ
て

採
択

（
内

定
額

１
５

０
万

円
）

を

受
け

た
。
 

音
楽

学
部

で
は

，
こ

れ
ま

で
の

ロ
ー

ム
ミ

ュ
ー

ジ
ッ

ク
フ

ァ
ン

デ
ー

シ
ョ

ン
（

９
０

万
円

）
に

加
え

て
，

新
た

に
青

山

財
団

支
援

金
申

請
（

３
０

０
万

円
），

西
京
・
区

民
提

案
活

動

サ
ポ

ー
ト

制
度

補
助

金
申

請
（

約
３

７
万

円
）

を
行

っ
て

外

部
資

金
を

獲
得

し
た
。
 

 

１
 

Ⅳ
 

Ⅳ
 

新
た

に
芸

術
文

化
振

興
基

金
助

成

金
等

の
外

部
資

金
を

獲
得

す
る

な

ど
，

各
種

基
金

や
財

団
等

の
活

用
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

 

た
だ

し
，

適
切

に
評

価
す

る
た

め

に
は

，
年

度
ご

と
に

具
体

的
に

目
標

を
立

て
，

進
捗

状
況

を
段

階
的

に
管

理
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
 

９
１

９
１

９
１

９
１

    
（（ （（

７７ ７７
）） ））

創
作

活
動

創
作

活
動

創
作

活
動

創
作

活
動

にに にに
対対 対対

す
る

す
る

す
る

す
る

科
学

研
究

費
補

科
学

研
究

費
補

科
学

研
究

費
補

科
学

研
究

費
補

助
金

創
設

助
金

創
設

助
金

創
設

助
金

創
設

にに にに
向向 向向

け
た

け
た

け
た

け
た

取
組

取
組

取
組

取
組

 

作
品

制
作

や
演

奏
等

の
学

術
的

評
価

の
確

立
を

図
る

た
め
，
創

作
活

動
に

対

す
る

科
学

研
究

費
補

助
金

の
創

設
に

つ
い

て
，

国
へ

要
望
す

る
。

 

 作
品

制
作

や
演

奏
等

の
学

術
的

評
価

の
確

立
を

図
る

た
め

，
創

作
活

動
に

対
す

る
科

学

研
究

費
補

助
金

の
創

設
に

つ
い

て
，

他
の

芸

術
系

大
学

等
と

連
携
し

て
国
へ

要
望

す
る

。
 

 芸
術

活
動

と
い

う
表

現
活

動
が
学

術
研

究
と

し
て

も
大

き

な
意

義
を

持
つ

こ
と

を
国

や
社

会
に
認

知
さ

せ
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

，
国

公
立

５
芸

術
大

学
が

中
心

と
な

っ
て

６
月

２
３

日
に

芸
術

表
現

学
会

を
設

立
し

た
。

本
学

か
ら

は
１

１

名
の

入
会

が
あ

り
，
設

立
総

会
に

は
７
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。
 

ま
た

，
設

立
総

会
時

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

は
，

芸
術

研
究

に
お

け
る

科
学

研
究

費
補

助
金

制
度

の
創

設
に

つ
い

て
，

国

も
参

加
し

た
討

論
を

行
っ

て
ア

ピ
ー

ル
し

た
。
 

 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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第第 第第
３

 
３

 
３

 
３

 
財

務
内

容
財

務
内

容
財

務
内

容
財

務
内

容
のの のの

改
善

改
善

改
善

改
善

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 
２

 
２

 
２

 
２

 
経

費
経

費
経

費
経

費
のの のの
効

率
化

効
率

化
効

率
化

効
率

化
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

     

中 期 目 標

 

効
率

的
な

大
学

運
営

の
た

め
，
教

育
研

究
の

質
を
低

下
さ

せ
る

こ
と

な
く

，
組

織
運

営
の

効
率

化
，

人
員

配
置

の
適

正
化

を
図

る

と
と

も
に

，
業

務
内

容
，

方
法
の

見
直

し
を

行
う

。
 

 

 

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の

実
施

状
況

等
 

ウ
ェ

イ
ト

 

自
己

 

評
価

 

評
価

委
員

会
に

よ
る
評

価
等

 

評
価

 
意

見
 

９
２

９
２

９
２

９
２
 
（（ （（

１１ １１
）） ））

管
理

的
経

費
管

理
的

経
費

管
理

的
経

費
管

理
的

経
費

のの のの
効

率
化

 
効

率
化

 
効

率
化

 
効

率
化

 

警
備

業
務

委
託

や
清

掃
業

務
委

託
等

に
お

け
る

複
数

年
契

約
の

導
入

な
ど

，

業
務

委
託

に
係

る
契

約
方

法
の

見
直

し

に
よ

り
，

管
理

的
経

費
の

効
率

化
に

努

め
，

教
育

研
究

の
質
の

向
上
に

充
て

る
。  

 警
備

業
務

委
託

や
清

掃
業

務
委

託
等

に
お

け
る

複
数

年
契

約
の

導
入

な
ど

，
業

務
委

託

に
係

る
契

約
方

法
の

見
直

し
に

よ
り

，
管

理

的
経

費
の

効
率

化
に

努
め

，
教

育
研

究
の

質

の
向

上
に

充
て

る
。
 

 設
備

等
の

定
期

点
検

業
務

に
お

い
て

複
数

年
契

約
を

導
入

し
，

管
理

的
経

費
の

効
率

化
に

努
め

，
教

育
研

究
の

質
の

向

上
に

充
て

た
。
 

 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

９
３

９
３

９
３

９
３
 

（（ （（
２２ ２２
）） ））

物
品

購
入

経
費

物
品

購
入

経
費

物
品

購
入

経
費

物
品

購
入

経
費
のの のの

効
率

化
 

効
率

化
 

効
率

化
 

効
率

化
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

活
用

な
ど

，
共

通
使

用
物

品
等

の
調

達
方

法
を

多
様

化

し
，
最

適
な

購
入

方
法

を
選

択
す

る
こ

と

に
よ

り
，
部

局
ご

と
に

購
入

経
費
の

効
率

化
に

努
め

，
教

育
研

究
の
質

の
向

上
に

充

て
る

。
 

 イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

活
用

な
ど

，
共

通
使

用
物

品
等

の
調

達
方

法
を

多
様

化
し

，
最

適

な
購

入
方

法
を

選
択

す
る

こ
と

に
よ

り
，

部

局
ご

と
に

購
入

経
費

の
効

率
化

に
努

め
，

教

育
研

究
の

質
の

向
上
に

充
て

る
。
 

 教
員

研
究

費
に

お
け

る
物

品
購

入
を

中
心

に
，

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

活
用

し
た

調
達

を
行

い
，

購
入

経
費

の
効

率
化

に

努
め

，
教

育
研

究
の

質
の

向
上

に
充

て
た

。
ま

た
，

立
替

払

制
度

や
小

口
現

金
制

度
の

導
入

に
よ

り
，
 
緊

急
に

必
要
と

な

っ
た

物
品

等
の

購
入

を
，

よ
り

迅
速

に
行

う
こ

と
が

可
能

と

な
っ

た
。
 

 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

９
４

９
４

９
４

９
４

    
（（ （（

３３ ３３
）） ））

大
学

運
営

大
学

運
営

大
学

運
営

大
学

運
営

のの のの
効

率
化

 
効

率
化

 
効

率
化

 
効

率
化

 

人
員

の
適

正
配

置
や

柔
軟

な
事

務
局

体
制
の

構
築
に

よ
り
，
効

率
的
な

大
学

運
営
を

行
う
。

    

 人
員

の
適

正
配

置
や

柔
軟

な
事

務
局

体
制

の
構

築
に

よ
り

，
効

率
的

な
大

学
運

営
を

行

う
。
 

 ○
教

務
学

生
支

援
室

に
入

試
課

長
，
入

試
係

長
を

新
設

し
，

入
試

業
務

の
一

元
化
と

専
門

性
の

向
上

を
図
っ

た
。
 

○
在

学
生

の
み

な
ら

ず
卒

業
生

も
対

象
に

，
一

人
ひ

と
り

の
状

況
に

応
じ

た
学

習
支

援
，

進
路

支
援
，

就
職

支
援

及
び

芸
術

家

へ
の

キ
ャ

リ
ア

サ
ポ

ー
ト

等
の

総
合

的
な

取
組
を

行
う

キ
ャ

リ

ア
ア

ッ
プ

セ
ン

タ
ー

を
設
立

し
た
。
 

○
図

書
館

の
カ

ウ
ン

タ
ー

業
務

及
び

蔵
書

点
検

を
委

託
化

す

る
こ

と
に

よ
り

，
年

間
開

館
日

数
を

２
２

年
度

の
１

７
３

日

か
ら

２
４

年
度

は
２

１
６

日
に

増
加
さ

せ
た
。
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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第第 第第
３

 
３

 
３

 
３

 
財

務
内

容
財

務
内

容
財

務
内

容
財

務
内

容
のの のの

改
善

改
善

改
善

改
善

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

 
 
３

 
３

 
３

 
３

 
資
産

資
産

資
産

資
産
のの のの
運
用
管
理

運
用
管
理

運
用
管
理

運
用
管
理
のの のの
改
善

改
善

改
善

改
善
にに にに
関関 関関
す
る

す
る

す
る

す
る
目
標

 
目
標

 
目
標

 
目
標

 

  

中 期 目 標

 

資
産
の

状
況
を

常
に

把
握
，

分
析

を
行

い
，

効
率

的
か

つ
効

果
的
な

資
産
の

運
用
を

図
る
。
 

 

  

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の

実
施

状
況

等
 

ウ
ェ

イ
ト

 

自
己

 

評
価

 

評
価

委
員

会
に

よ
る
評

価
等

 

評
価

 
意

見
 

９
５

９
５

９
５

９
５
 
（（ （（

１１ １１
）） ））

収
蔵

品
収

蔵
品

収
蔵

品
収

蔵
品

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
 

化
 

化
 

化
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

掲
載

し
て

い
る

収
蔵

品
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
を

更
に

進

め
る

と
と

も
に

適
宜

更
新

し
，

継
続

的

な
有

効
利

用
を

図
る
。

 

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

掲
載

し
て

い
る

収
蔵

品
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
を

更
に

進
め

る
と

と

も
に

適
宜

更
新

し
，

継
続

的
な

有
効

利
用

を

図
る
。
 

（
２

４
年

３
月

末
現

在
）
 

一
般

公
開

版
 

レ
コ

ー
ド

１
８

，
６

９
５

点

画
像

 
 
１
，
６

６
０

点
 

学
内

公
開

版
 

レ
コ

ー
ド

２
０

，
３

４
１

点
 

画
像

 
 
３
，
４

０
４

点
 

 

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

お
け

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

公
開

状
況

（
２

５
年

３
月

末
現

在
）
 

一
般

公
開

版
 

レ
コ

ー
ド

 
２

０
，

１
２

２
点
 

画
像

 
 

２
，

３
１

２
点
 

学
内

公
開

版
 

レ
コ

ー
ド

 
２

０
，
６

５
４

点
 

 
 

 
画

像
 

 
３
，

８
４

６
点
 

 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

９
６

９
６

９
６

９
６
 
（（ （（

２２ ２２
）） ））

図
書

館
等

図
書

館
等

図
書

館
等

図
書

館
等

のの のの
運

営
運

営
運

営
運

営
のの のの

改
善

 
改

善
 

改
善

 
改

善
 

図
書

館
等

の
大

学
施

設
の

運
営

に
つ

い
て

，
利

用
者

の
声

を
聴

き
，

ニ
ー

ズ

に
応

じ
て

改
善

す
る
。

 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

附
属

図
書

館
附

属
図

書
館

附
属

図
書

館
附

属
図

書
館

へ
の

へ
の

へ
の

へ
の

入
館

者
数

 
入

館
者

数
 

入
館

者
数

 
入

館
者

数
 

３
２

３
２

３
２

３
２

，， ，，
３

４
５

３
４

５
３

４
５

３
４

５
人人 人人
（（ （（

２
２

２
２

２
２

２
２

年
度

年
度

年
度

年
度

）） ））
    

→
３

８
→

３
８

→
３

８
→

３
８

，， ，，
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
人人 人人

（（ （（
２

９
２

９
２

９
２

９
年

度
年

度
年

度
年

度
）） ））

    

 図
書

館
等

の
大

学
施

設
の

運
営

に
つ

い

て
，

利
用

者
の

声
を

聴
き

，
ニ

ー
ズ

に
応

じ

て
改

善
す

る
。
 

 カ
ウ

ン
タ

ー
業

務
及

び
蔵

書
点

検
を

委
託

化
す

る
こ

と
に

よ
り

，
年

間
開

館
日

数
を

２
２

年
度

の
１

７
３

日
か

ら
２

４

年
度

は
２

１
６

日
に

増
加

さ
せ

た
。

Ｐ
Ｃ

用
テ

ー
ブ

ル
の

配

置
な

ど
の

事
務

改
善

に
も
取

り
組

ん
だ
。
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

附
属

図
書

館
附

属
図

書
館

附
属

図
書

館
附

属
図

書
館

へ
の

へ
の

へ
の

へ
の

入
館

者
数

入
館

者
数

入
館

者
数

入
館

者
数

 
 

 
 

 
 

 
 

２
３

２
３

２
３

２
３

年
度

実
績

 
年

度
実

績
 

年
度

実
績

 
年

度
実

績
 

３
０

３
０

３
０

３
０

，， ，，
５

７
１

５
７

１
５

７
１

５
７

１
人

 
人

 
人

 
人

 

２
４

２
４

２
４

２
４

年
度

実
績

 
年

度
実

績
 

年
度

実
績

 
年

度
実

績
 

３
３

３
３

３
３

３
３

，， ，，
０

４
４

０
４

４
０

４
４

０
４

４
人人 人人
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

  

第第 第第
４

 
４

 
４

 
４

 
自

己
点

検
自

己
点

検
自

己
点

検
自

己
点

検
・・ ・・

評
価

及
評

価
及

評
価

及
評

価
及

びび びび
情

報
情

報
情

報
情

報
のの のの
提

供
提

供
提

供
提

供
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

 
 
１

 
１

 
１

 
１

 
評

価
評

価
評

価
評

価
のの のの
充

実
充

実
充

実
充

実
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

  

中 期 目 標
 

自
己

点
検
・

評
価
の

結
果
を

教
育

研
究

活
動

及
び
大

学
運

営
の

改
善

に
活

用
す

る
た

め
，
点

検
・
評

価
の
内

容
，

方
法

等
に

つ
い

て
見

直
し

を
図

る
。
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 評

定
 

評
価

委
員

会
か

ら
の
意

見
 

 
 

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の

実
施

状
況

等
 

ウ
ェ

イ
ト

 

自
己

 

評
価

 

評
価

委
員

会
に

よ
る
評

価
等

 

評
価

 
意

見
 

９
７

９
７

９
７

９
７
 

（（ （（
１１ １１

）） ））
自

己
点

検
自

己
点

検
自

己
点

検
自

己
点

検
・・ ・・

評
価

評
価

評
価

評
価

の
た

め
の

の
た

め
の

の
た

め
の

の
た

め
の

体
制

体
制

体
制

体
制

のの のの

構
築

 
構

築
 

構
築

 
構

築
 

自
己

点
検

・
評

価
を

実
施

す
る

全
学

的
な

体
制

を
構

築
す

る
。

 

 自
己

点
検

・
評

価
を

実
施

す
る

全
学

的
な

体
制
を

構
築
す

る
。
 

 

法
人

化
を

契
機

に
新

た
に

自
己

・
点

検
評

価
委

員
会

を
設

け
て

，
評

価
業

務
全

般
を

担
当

す
る

理
事

を
ト

ッ
プ

に
，

三

機
関

（
美

術
，

音
楽

，
伝

音
セ

ン
タ

ー
）

及
び

事
務

局
か

ら

委
員

を
選

出
し

て
全

学
的

な
点

検
・
評

価
体

制
を

整
備

し
た

。 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

９
８

９
８

９
８

９
８
 

（（ （（
２２ ２２
）） ））

評
価

結
果

評
価

結
果

評
価

結
果

評
価

結
果
のの のの

公
表

 
公

表
 

公
表

 
公

表
 

評
価

結
果

を
わ

か
り

や
す

く
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
掲

載
し

，
学

生
及

び
市

民

に
広

く
公

表
す

る
。

ま
た

，
芸

術
大

学

の
特

性
を

踏
ま

え
，

長
期

的
視

点
に

立

ち
つ

つ
も

，
達

成
状

況
が

学
生

や
市

民

に
わ

か
り

や
す

い
目

標
を

設
定

す
る

よ

う
検

討
を
行

う
。

 

 評
価

結
果

が
わ

か
り

や
す

い
内

容
と

な
る

よ
う
検

討
す

る
。
 

 

自
己

点
検

評
価

結
果

が
分

か
り

や
す

い
も

の
と

な
る

よ

う
，

先
行

大
学

の
例

を
参

考
に

京
都

市
と

も
協

議
を

行
い

業

務
実

績
報

告
書

の
様

式
を

定
め

た
。
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

９
９

９
９

９
９

９
９
 
（（ （（

３３ ３３
）） ））

評
価

項
目

評
価

項
目

評
価

項
目

評
価

項
目

やや やや
評

価
基

準
評

価
基

準
評

価
基

準
評

価
基

準
のの のの

点
検

点
検

点
検

点
検

・・ ・・
検検 検検

討
 

討
 

討
 

討
 芸
術

大
学

の
特

性
を

踏
ま

え
た

自
己

点
検
・
評

価
が

で
き

る
よ

う
に

，
評

価
項

目
や

評
価

基
準
の

点
検
・

検
討
を

行
う
。
 

 芸
術

大
学

の
特

性
を

踏
ま

え
た

自
己

点

検
・

評
価

が
で

き
る

よ
う

に
，

評
価

項
目

や

評
価

基
準

の
点

検
・
検

討
を
行

う
。
 

 各
委

員
会

，
教

授
会

，
経

営
審

議
会

，
教

育
研

究
審

議
会

，

理
事

会
で

の
審

議
を

踏
ま

え
て

，
自

己
点

検
に
取

り
組

ん
だ

。  

ま
た

，
平

成
２

６
年

度
に

予
定

さ
れ

て
い

る
認

証
評

価
の

評

価
項

目
を

参
考

に
し

て
，

芸
術

大
学

の
特

性
を

踏
ま

え
た

自

己
点

検
評

価
が

で
き

る
よ

う
検

討
し

た
。
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

  

第第 第第
４

 
４

 
４

 
４

 
自

己
点

検
自

己
点

検
自

己
点

検
自

己
点

検
・・ ・・

評
価

及
評

価
及

評
価

及
評

価
及

びび びび
情

報
情

報
情

報
情

報
のの のの
提

供
提

供
提

供
提

供
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

 
 
２

 
２

 
２

 
２

 
情

報
公

開
等

情
報

公
開

等
情

報
公

開
等

情
報

公
開

等
のの のの

推
進

推
進

推
進

推
進

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

目
標

 
目

標
 

目
標

 
目

標
 

     

中 期 目 標
 

広
報

体
制
の

充
実
を

図
る

と
と

も
に

，
法

人
の

運
営

や
大

学
の

教
育

研
究

の
情

報
に

つ
い

て
積

極
的

に
公

開
し

，
公

的
な
教

育
研

究
機

関
と

し
て

社
会

・
市

民
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
。
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№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の
実

施
状

況
等

 
ウ

ェ

イ
ト

 

自
己

 

評
価

 

評
価

委
員

会
に

よ
る
評

価
等

 

評
価

 
意

見
 

1
00

1
00

1
001
00
 

（（ （（
１１ １１
）） ））

広
報

機
能

広
報

機
能

広
報

機
能

広
報

機
能
のの のの

強
化

 
強

化
 

強
化

 
強

化
 

京
都

芸
大

に
お

け
る

教
育

，
研

究
等

に
関

す
る

様
々

な
情

報
を

最
大

限
活

用

し
，
京

都
芸

大
を

よ
り

身
近

に
感
じ

て
も

ら
え

る
効

果
的
な

広
報
を

行
う

た
め

，
広

報
機

能
を

強
化
す

る
。

 

 京
都

芸
大

に
お

け
る

教
育

，
研

究
等

に
関

す
る

様
々

な
情

報
を

最
大

限
活

用
し

，
京

都

芸
大

を
よ

り
身

近
に

感
じ

て
も

ら
え

る
効

果

的
な

広
報

を
行

う
た

め
，

広
報

機
能

を
強

化

す
る
。
 

 広
報

方
針

（
戦

略
）

に
基

づ
き

，
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
（

間
接

広
報

）
※

の
活

用
に

取
り

組
み
年

間
２

６
７

件
の

報
道

を
得

た
。
 

平
成

２
４

年
度

上
半

期
で

は
，

画
像

編
集

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
デ

ザ
イ

ン
等

の
広

報
業

務
経

験
者

を
採

用
す

る
と

と
も

に
，

全
学

広
報

委
員

会
を

定
例

開
催

す
る

な
ど
，

人
員

・
検

討
体

制
の
充

実
を
図

っ
た

。
ま

た
，

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い

て
は

，
大

学
情

報
や

イ
ベ

ン
ト
情

報
を

充
実
す

る
と

と
も

に
，

F
a
c
e
b
o
o
k
 
や

tw
it
te
r
の

大
学

公
式

ア
カ

ウ
ン

ト
を

設
置

し
，

積
極

的
に

活
用

す
る

こ
と

で
，

情
報

の
更

な
る

拡
散

を

図
っ

て
い

る
。

広
報

誌
は

，
活

躍
す

る
卒

業
生

や
在

学
生

の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
盛

り
込

む
な

ど
内

容
を

充
実
す

る
と

と
も

に
，

半
期

毎
に

美
術

学
部

，
音

楽
学

部
及

び
日

本
伝

統
音

楽

研
究

セ
ン

タ
ー

の
イ

ベ
ン

ト
ガ

イ
ド

（
年

計
２

０
，

０
０

０

部
）

を
作

成
し

て
，

ホ
テ

ル
や

市
内

文
化

施
設
，

観
光

案
内

所
等

に
配

架
す

る
こ

と
で

広
報

機
能

の
強

化
を

図
っ

て
い

る
。

今
後
も

着
実
に

広
報
の

充
実

を
図

っ
て

い
く

。
 

※
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
（

間
接

広
報

）
と

は
，

本
学

が
新

聞
社

等
の

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

に
対
し

て
，
本

学
の
取

組
（

作
品

展
，

演
奏

会
，

客
員

教
授

の
採

用
，

学
生

の
受

賞
情

報
等

）
を

報
道

し
て

も
ら

う
よ

う
働
き

か
け

る
こ

と
。
 

 

２
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

パ
ブ

リ
シ

テ
ィ

（
間

接
広

報
）

の

活
用

に
取

り
組

み
，

年
間

２
６

７
件

の
報

道
を

得
た

の
は

，
大

学
の

広
報

と
し

て
大

き
な

成
果

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
。
 

1
01

1
01

1
011
01
 

（（ （（
２２ ２２
）） ））

広
報

業
務

経
験

者
広

報
業

務
経

験
者

広
報

業
務

経
験

者
広

報
業

務
経

験
者

のの のの
採

用
 

採
用

 
採

用
 

採
用

 

広
報

活
動

を
広

く
展

開
す

る
た

め
，

広
報

業
務

経
験

者
を

採
用
す

る
。

 

 広
報

活
動

を
広

く
展

開
す

る
た

め
，

広
報

業
務

経
験

者
を

採
用
す

る
。
 

 

デ
ザ

イ
ン

・
写

真
撮

影
の

専
門

知
識
・
技

術
を
有

す
る

広
報

業
務

経
験

者
を

１
名

採
用

し
た
。
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

1
02

 
（

1
02

 
（

1
02

 
（

1
02

 
（

３３ ３３
）） ））

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

充
実

 
充

実
 

充
実

 
充

実
 

大
学

の
教

育
研

究
内

容
を

海
外

も
含

め
て

広
く

発
信
す

る
た

め
，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

充
実
す

る
。

 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス

数
 

 
数

 
 

数
 

 
数

 
 

１１ １１
，， ，，

２
９

５
２

９
５

２
９

５
２

９
５

，， ，，
１

５
０

１
５

０
１

５
０

１
５

０
件件 件件

（（ （（
２

２
２

２
２

２
２

２
年

度
年

度
年

度
年

度
）） ））

    

 大
学

の
教

育
研

究
内

容
を

海
外

も
含

め
て

広
く

発
信

す
る

た
め

，
英

語
版

ペ
ー

ジ
を

開

設
す

る
な

ど
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

充
実

す
る

と

と
も

に
，

適
宜

更
新
す

る
。
 

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
日

々
更

新
す

る
と

と
も

に
，
大

き
な

イ
ベ

ン
ト

実
施

時
の

特
設
ペ

ー
ジ

の
設

置
や

海
外

向
け

の
英

語
版

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
開

設
し

た
。

ま
た
，
F
a
c
e
b
o
o
k
，
tw
it
te
r

の
公

式
ア

カ
ウ

ン
ト

を
設

置
し

，
情

報
の

拡
散

に
努
め

た
。
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス

数数 数数
 

 
 

 
 

 
 

 

１
 

Ⅳ
 

Ⅳ
 

 
海

外
向

け
の

英
語

版
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

F
a
c
e
b
o
o
k
，
tw
it
te
r
の
公

式
ア

カ
ウ

ン
ト

を
開

設
す

る
な

ど
，

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
充

実
に

努
め

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。
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→
２

→
２

→
２

→
２
，， ，，

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

，， ，，
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
件件 件件
（（ （（

２
９

２
９

２
９

２
９

年
度

年
度

年
度

年
度

）） ））
    

２
３

２
３

２
３

２
３

年
度

実
績

 
年

度
実

績
 

年
度

実
績

 
年

度
実

績
 

１１ １１
，， ，，

８
３

５
８

３
５

８
３

５
８

３
５
，， ，，

６
０

０
６

０
０

６
０

０
６

０
０

件
 

件
 

件
 

件
 

２
４

２
４

２
４

２
４

年
度

実
績

 
年

度
実

績
 

年
度

実
績

 
年

度
実

績
 

１１ １１
，， ，，

９
８

９
９

８
９

９
８

９
９

８
９

，， ，，
０

５
３

０
５

３
０

５
３

０
５

３
件

 
件

 
件

 
件

 

 

1
03

 
（

1
03

 
（

1
03

 
（

1
03

 
（

４４ ４４
）） ））

広
報

誌
広

報
誌

広
報

誌
広

報
誌

のの のの
充

実
 

充
実

 
充

実
 

充
実

 

こ
れ

ま
で

以
上

に
広

く
，

効
果

的
に

大
学

情
報

を
広

報
す

る
た

め
，
「

芸
大

通

信
」

の
発

行
部

数
を

増
や

す
な

ど
，

広

報
誌

を
充

実
す

る
。
 

 こ
れ

ま
で

以
上

に
広

く
，

効
果

的
に

大
学

情
報
を

広
報
す

る
た

め
，「

芸
大

通
信
」
の

発

行
部

数
を

増
や

す
と

と
も

に
，

内
容

を
魅

力

あ
る

も
の

に
改

め
，
広

報
誌
を

充
実

す
る

。
 

 京
芸

通
信

（
旧

芸
大

通
信

）
は

在
学

生
や

卒
業

生
，
教

員
の

活
躍

情
報

を
掲

載
し

て
内

容
の

充
実
を

図
り
，

加
え
，

新
た

に
，

展
覧

会
，

演
奏

会
，

公
開

講
座

等
の

予
定

を
掲

載
し

た

「
京

都
市

立
芸

術
大

学
ギ

ャ
ラ

リ
ー
＆

コ
ン

サ
ー

ト
ガ

イ

ド
」

を
半

期
に

１
回

（
１

０
，

０
０

０
部

）
発

行
し
，

こ
れ

ま
で

配
架

し
て

い
な

か
っ

た
市

内
文

化
施

設
，

観
光

案
内

所

等
に

配
架
し

た
。
 

 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

広
報

誌
の

内
容

を
充

実
す

る
と

と

も
に

，
新

た
に

イ
ベ

ン
ト

ガ
イ

ド
を

作
成

し
，

ホ
テ

ル
や

市
内

文
化

施
設

等
に

配
架

す
る
取

組
を

行
っ

た
。
 

  

第第 第第
５

 
そ
の

５
 
そ
の

５
 
そ
の

５
 
そ
の
他他 他他
のの のの
業
務
運
営

業
務
運
営

業
務
運
営

業
務
運
営
にに にに
関関 関関
す
る

す
る

す
る

す
る
重
要
目
標
 

重
要
目
標
 

重
要
目
標
 

重
要
目
標
 

 
 
１

 
１

 
１

 
１

 
施

設
設

備
施

設
設

備
施

設
設

備
施

設
設

備
のの のの

整
備

等
整

備
等

整
備

等
整

備
等
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

  

中 期 目 標

 

良
好
な

教
育

研
究

環
境

を
実

現
す

る
た

め
，
大

学
施

設
及

び
設

備
を

適
正

か
つ

計
画

的
に

維
持

管
理

し
つ

つ
，
立

地
条

件
，
老

朽

化
，
狭

あ
い

化
，
不

足
機

能
，
耐

震
化
，
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

の
課

題
解

決
に

向
け

，
大

学
施

設
の

全
面

移
転

を
基

本
に
再

整
備

を
検

討
す

る
。
 

 

 評
定

 
評

価
委

員
会

か
ら

の
意

見
 

 
 

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の
実

施
状

況
等

 
ウ

ェ

イ
ト
 

自
己

 

評
価

 

評
価

委
員

会
に

よ
る
評

価
等

 

評
価

 
意

見
 

1
04

1
04

1
041
04
 

施
設

整
備

の
あ

り
方

に
つ

い
て

，
京

都
芸

大
の

施
設

が
抱

え
て

い
る

様
々

な
課

題
を

改

善
し

，
大

学
に

期
待

さ
れ

る
役

割
を

十
分

果

た
し

て
い

く
た

め
，

キ
ャ

ン
パ

ス
の

市
内

中

心
部

へ
の

全
面

移
転

を
基

本
に

検
討

し
，

整

備
構

想
を

策
定

す
る

。
ま

た
，

そ
の

間
，

現

在
地

で
の

施
設

機
能

を
維

持
す

る
た

め
，

適

切
な
改

修
，
補

修
を

実
施

す
る
。

 

施
設

整
備

の
あ

り
方

に
つ

い
て

，
京

都
芸

大
の

施
設

が
抱

え
て

い
る

様
々

な
課

題
を

改

善
し

，
大

学
に

期
待

さ
れ

る
役

割
を

十
分

果

た
し

て
い

く
た

め
，

キ
ャ

ン
パ

ス
の

市
内

中

心
部

へ
の

全
面

移
転

を
基

本
に

検
討

す
る

。

ま
た

，
そ

の
間

，
現

在
地

で
の

施
設

機
能

を

維
持

す
る

た
め

，
適

切
な

改
修

，
補

修
を

実

施
す

る
。
 

大
学

で
は
，
市

内
中

心
部

へ
の
全

面
移

転
に

向
け

た
具

体

的
な
検

討
を
行

う
た

め
，
部

局
長
（

学
部

長
，
研

究
科

長
等

）

を
コ

ア
メ

ン
バ

ー
と

し
，
全

教
員

が
参

加
で

き
る
「
施

設
整

備
に
関

す
る
会

議
」
を

立
ち

上
げ

，
同

会
議

及
び

同
会

議
作

業
部

会
，
教

育
研

究
審

議
会

，
経

営
審

議
会

，
理

事
会

に
お

い
て
，
市

内
中

心
部

に
お

け
る

小
中

学
校

統
合

校
跡

地
の
状

況
や
移

転
候

補
先

の
検

討
，

視
察

を
計

1
7
回

，
延

べ
参

加

教
員

数
1
9
3
人

に
よ

り
行

い
，
「

元
崇

仁
小

学
校

跡
地

等
を

中
心

と
し

た
崇

仁
地

域
を

移
転

候
補

先
と

し
て

京
都

市
に

２
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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要
望
す

る
こ

と
」
を
決

定
し

た
。
平

成
2
5
年

3
月

2
8
日

に

建
畠

理
事

長
か

ら
門

川
大

作
京

都
市

長
に

対
し

て
上

記
内

容
等
を

ま
と

め
た

要
望

書
の

提
出

を
行

っ
た
。
今

後
は

京
都

市
に

お
い

て
，
本

学
の

移
転

整
備
に

つ
い

て
検

討
が

行
わ

れ

る
。
 

移
転

ま
で

の
間
の

施
設
の

改
修
，
補

修
は

順
次

，
実

施
し

て
い

る
。

 

 

  

第第 第第
５

 
そ
の

５
 
そ
の

５
 
そ
の

５
 
そ
の
他他 他他
のの のの
業
務
運
営

業
務
運
営

業
務
運
営

業
務
運
営
にに にに
関関 関関
す
る

す
る

す
る

す
る
重
要
目
標
 

重
要
目
標
 

重
要
目
標
 

重
要
目
標
 

 
 
２

 
２

 
２

 
２

 
大

学
支

援
組

織
等

大
学

支
援

組
織

等
大

学
支

援
組

織
等

大
学

支
援

組
織

等
と

の
と

の
と

の
と

の
連

携
強

化
連

携
強

化
連

携
強

化
連

携
強

化
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

     

中 期 目 標

 

学
外

の
大

学
支

援
組

織
等

と
の
連

携
の
強

化
を
図
る

。
 

 

  

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の
実

施
状

況
等

 
ウ

ェ

イ
ト

 

自
己

 

評
価

 

評
価

委
員

会
に

よ
る
評

価
等

 

評
価

 
意

見
 

1
05

1
05

1
051
05
 

同
窓

会
組

織
・

保
護

者
組

織
，

民
間

団
体

等
と

の
連

携
強

化
を

図
る

と
と

も
に

，
新

た

な
大

学
支

援
組

織
の
開

拓
に
努

め
る
。

 

同
窓

会
組

織
・

保
護

者
組

織
，

民
間

団
体

等
と

の
連

携
強

化
を

図
る

と
と

も
に

，
新

た

な
大

学
支

援
組

織
の
開

拓
に
努

め
る

。
 

美
術

学
部

同
窓

会
の

名
誉

会
長
に

学
長

が
就

任
，

名
誉

副

会
長

に
副

理
事

長
と

事
務

局
長

が
就

任
す

る
な

ど
連

携
し

て

い
る

。
 

 
美

術
学

部
教

育
後

援
会

に
つ

い
て

は
，

総
会

で
理

事
長

が

「
新

た
な

大
学

像
を

求
め

て
」
と

い
う

議
題

で
講

演
を

行
い

，

ま
た

本
学

専
任

教
員

解
説

の
研

修
旅

行
を

毎
年

実
施

し
，

保

護
者

に
大

学
運

営
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
て

も
ら

い
，

教

育
環

境
の

整
備

に
つ

い
て

多
大
な

支
援
を

い
た

だ
い

た
。
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 
同

窓
会

組
織

や
保

護
者

団
体

と
は

一
定

の
連

携
を

図
れ

て
い

る
が

，
今

後
の

課
題

と
し

て
民

間
団

体
と

の
連

携
強

化
や

新
た

な
大

学
支

援
組

織
の

開
拓

に
向

け
て

，
よ

り
一

層
取

り
組

む
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。
 

  

第第 第第
５

 
そ
の

５
 
そ
の

５
 
そ
の

５
 
そ
の
他他 他他
のの のの
業
務
運
営

業
務
運
営

業
務
運
営

業
務
運
営
にに にに
関関 関関
す
る

す
る

す
る

す
る
重
要
目
標
 

重
要
目
標
 

重
要
目
標
 

重
要
目
標
 

 
 
３

 
３

 
３

 
３

 
安

全
管

理
安

全
管

理
安

全
管

理
安

全
管

理
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

  

中 期 目 標

 

学
生

及
び

教
職

員
の

安
心

・
安

全
な

教
育

研
究

環
境

を
確

保
す

る
と

と
も

に
，

災
害
，

事
故

，
犯

罪
等
に

対
し

て
迅

速
か

つ
適

切

に
対

応
す

る
た

め
の

体
制

を
構

築
す

る
。
 

  

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の

実
施

状
況

等
 

ウ
ェ

イ
ト

 

自
己

 

評
価

 
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
等

 

52



 

 
 

評
価

 
意

見
 

1
06

1
06

1
061
06
 

（（ （（
１１ １１

）） ））
学

生
及

学
生

及
学

生
及

学
生

及
びび びび

教
職

員
教

職
員

教
職

員
教

職
員

のの のの
安

全
安

全
安

全
安

全
とと とと

健
康

健
康

健
康

健
康

のの のの

確
保

 
確

保
 

確
保

 
確

保
 

学
生

及
び

教
職

員
の

安
全

と
健

康
を

確
保

す
る

と
と

も
に

，
快

適
な

学
内

環

境
の

形
成

を
促

進
す

る
た

め
，

労
働

安

全
衛

生
法

等
関

係
法

令
を

踏
ま

え
た

安

全
衛

生
管

理
体

制
を

構
築

し
，

安
全

衛

生
対

策
に

取
り

組
む
。

 

 学
生

及
び

教
職

員
の

安
全

と
健

康
を

確
保

す
る

と
と

も
に

，
快

適
な

学
内

環
境

の
形

成

を
促

進
す

る
た

め
，

労
働

安
全

衛
生

法
等

関

係
法

令
を

踏
ま

え
た

安
全

衛
生

管
理

体
制

を

構
築

し
，

安
全

衛
生

対
策

と
し

て
職

場
巡

視

に
取
り

組
む
。
 

 

公
立

大
学

法
人

化
に
伴

い
，
法

人
と

し
て

総
括

安
全

衛
生

管

理
者

，
衛

生
管
理

者
，
安
全

管
理
者

及
び
産

業
医

を
設

置
し

た
。

ま
た
，
安

全
衛

生
委

員
会
を

設
置
し

た
。

 

安
全

衛
生

委
員

会
に

お
い

て
は
，

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
対

策

の
取

組
に

つ
い

て
協

議
し

，
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
の

配

布
な

ど
を

実
施

す
る

こ
と

を
決

定
し

た
。

 

 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

1
07

1
07

1
071
07
 

（（ （（
２２ ２２
）） ））

安
全

管
理

安
全

管
理

安
全

管
理

安
全

管
理

にに にに
対対 対対

す
る

す
る

す
る

す
る

意
識

意
識

意
識

意
識

のの のの
向

上
 

向
上

 
向

上
 

向
上

 

学
生

及
び

教
職

員
に

対
し

，
作

品
や

楽
器

等
の

重
量

物
や

加
工

機
器

等
の

扱

い
に

関
す

る
指

導
を

徹
底

す
る

な
ど

，

安
全

管
理

に
対

す
る

意
識

の
向

上
を

図

る
。

 

 学
生

及
び

教
職

員
に

対
し

，
作

品
や

楽
器

等
の

重
量

物
や

加
工

機
器

等
の

扱
い

に
関

す

る
指

導
を

徹
底

す
る

な
ど

，
安

全
管

理
に

対

す
る
意

識
の
向

上
を
図

る
。
 

 ア
ト

リ
エ
棟

に
設

置
さ

れ
て

い
る

ホ
イ

ス
ト

式
簡

易
リ

フ

ト
（

※
）

に
つ

い
て
，

事
務

局
職

員
が

保
守

点
検

業
者

に
よ

る
運

転
操

作
講

習
を
受

け
た
。
 

※
ホ

イ
ス

ト
式

簡
易

リ
フ

ト
と

は
，
ワ

イ
ヤ

ロ
ー

プ
を

用
い

て
荷
を

上
げ
下

げ
す

る
簡

便
な

荷
役

装
置

。
 

 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

1
08

1
08

1
081
08
 

（（ （（
３３ ３３
）） ））

全
学

的
全

学
的

全
学

的
全

学
的

なな なな
危

機
管

理
体

制
危

機
管

理
体

制
危

機
管

理
体

制
危

機
管

理
体

制
のの のの

構
築

 
構

築
 

構
築

 
構

築
 

災
害

，
事

故
，

犯
罪

等
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

，
危

機
管

理
担

当
理

事
を

中

心
と

し
た

全
学

的
な

危
機

管
理

体
制

を

構
築

し
，

危
機

管
理

対
策

に
取

り
組
む

。 

 災
害

，
事

故
，

犯
罪

等
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

，
危

機
管

理
担

当
理

事
を

中
心

と
し

た

全
学

的
な

危
機

管
理

体
制

を
構

築
し

，
危

機

管
理

対
策

と
し

て
連

絡
網

の
整

備
や

緊
急

時

対
応
の

周
知

徹
底

等
に

取
り
組

む
。
 

 ○
危

機
管

理
規

程
を

整
備

し
，

全
学

的
な

危
機

管
理

体
制

を

構
築

し
た

。
 

○
役

員
，

部
局

長
及

び
事

務
局

職
員

の
緊

急
連

絡
網

を
整

備

し
，

緊
急

事
態

発
生

時
の

連
絡

体
制
を

整
備
し

た
。
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

  

第第 第第
５

 
そ
の

５
 
そ
の

５
 
そ
の

５
 
そ
の
他他 他他
のの のの
業
務
運
営

業
務
運
営

業
務
運
営

業
務
運
営
にに にに
関関 関関
す
る

す
る

す
る

す
る
重
要
目
標
 

重
要
目
標
 

重
要
目
標
 

重
要
目
標
 

 
 
４

 
４

 
４

 
４

 
法

令
遵

守
及

法
令

遵
守

及
法

令
遵

守
及

法
令

遵
守

及
びび びび

人
権

人
権

人
権

人
権

のの のの
尊

重
尊

重
尊

重
尊

重
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
目

標
 

目
標

 
目

標
 

目
標

 

     

中 期 目 標

 

教
職

員
の
法

令
遵

守
の

意
識

向
上
を

図
る

と
と

も
に

，
人

権
の

尊
重

の
取

組
を

徹
底

す
る
。
 

   

 

№
 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

計
画
の

実
施

状
況

等
 

ウ
ェ

イ
ト
 

自
己

 

評
価

 

評
価

委
員

会
に

よ
る
評

価
等

 

評
価

 
意

見
 

1
09

1
09

1
091
09
 

（（ （（
１１ １１
）） ））

法
令

遵
守

法
令

遵
守

法
令

遵
守

法
令

遵
守

へ
の

へ
の

へ
の

へ
の
意

識
意

識
意

識
意

識
のの のの

向
上

 
向

上
 

向
上

 
向

上
 

教
職

員
の

法
令

遵
守

へ
の

意
識

の
向

上
を

図
る

た
め
，
研

修
や
啓

発
等
の

取
組

 教
職

員
の

法
令

遵
守

へ
の

意
識

の
向

上
を

図
る

た
め

，
研

修
や

啓
発

等
の

取
組

を
実

施

 教
育

研
究

審
議

会
に

お
い

て
，
個

人
情

報
の

適
切

な
取

扱
い

を
徹

底
す

る
よ

う
通

知
し

た
。

ま
た

，
新

人
教

員
及

び
課

長

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
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を
定

期
的

に
実

施
す

る
。

 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

法
令

遵
守

法
令

遵
守

法
令

遵
守

法
令

遵
守

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

研
修

研
修

研
修

研
修

のの のの
実

施
回

数
 

実
施

回
数

 
実

施
回

数
 

実
施

回
数

 

 
２

 
２

 
２

 
２
回回 回回

（（ （（
毎

年
度

毎
年

度
毎

年
度

毎
年

度
）） ））

    

す
る
。
 

級
職

員
を

対
象

に
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に

関
す

る
研

修
（

４

月
，

１
２

月
）

を
実

施
し

た
。
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

数
値

目
標

 
 

法
令

遵
守

法
令

遵
守

法
令

遵
守

法
令

遵
守

にに にに
関関 関関

す
る

す
る

す
る

す
る

研
修

研
修

研
修

研
修

のの のの
実

施
回

数
 

実
施

回
数

 
実

施
回

数
 

実
施

回
数

 
２２ ２２

回
 

回
 

回
 

回
 

 

1
10

1
10

1
101
10
 

（（ （（
２２ ２２
）） ））

会
計

規
則

等
会

計
規

則
等

会
計

規
則

等
会

計
規

則
等

のの のの
周

知
徹

底
等

 
周

知
徹

底
等

 
周

知
徹

底
等

 
周

知
徹

底
等

 

会
計

処
理

の
適

正
を

期
す

た
め

，
会

計
規

則
等

の
周

知
徹

底
や

効
果

的
な

内

部
監

査
を

実
施
す

る
。

 

 会
計

処
理

の
適

正
を

期
す

た
め

，
会

計
規

則
及

び
会

計
処

理
の

周
知

徹
底

や
効

果
的

な

内
部

監
査

を
実

施
す

る
。
 

 学
内

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
を

利
用

し
，
法

人
化

に
伴

い
新

た
に

制
定

し
た

会
計

規
則

及
び

会
計

処
理

の
周

知
徹

底
を

行
っ

た
。

ま
た

，
納

品
検

収
や

現
金

管
理

等
に

つ
い

て
内

部
監

査

を
実

施
し

た
。
 

 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

1
11

 
（

1
11

 
（

1
11

 
（

1
11

 
（

３３ ３３
）） ））

学
生

学
生

学
生

学
生

やや やや
教

職
員

教
職

員
教

職
員

教
職

員
のの のの

人
権

保
護

 
人

権
保

護
 

人
権

保
護

 
人

権
保

護
 

学
生

や
教

職
員

の
人

権
を

保
護

す
る

た
め

，
キ

ャ
ン

パ
ス

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
等

，

人
権

侵
害

の
防

止
と

人
権

侵
害

か
ら

の

救
済

に
つ

い
て

円
滑

か
つ

迅
速

に
対

応

で
き

る
体

制
を

構
築

し
，

研
修

会
等

の

開
催

を
通

し
て

人
権

意
識

の
啓

発
を

図

る
。

 

 学
生

や
教

職
員

の
人

権
を

保
護

す
る

た

め
，

キ
ャ

ン
パ

ス
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

，
人

権

侵
害

の
防

止
と

人
権

侵
害

か
ら

の
救

済
に

つ

い
て

円
滑

か
つ

迅
速

に
対

応
で

き
る

体
制

を

構
築

し
，

研
修

を
通

し
て

人
権

意
識

の
啓

発

を
図
る

。
 

 ○
キ

ャ
ン

パ
ス

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

対
策

委
員

会
，

各
学

部

キ
ャ

ン
パ

ス
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
相

談
員

を
設

置
し

た
。

ま
た

，

外
部
の

相
談

窓
口

も
設

置
し
，

周
知
し

て
い

る
。
 

○
京

都
市

の
人

権
情

報
誌
「

あ
い
・

ゆ
ー

K
YO

T
O
」
を

学
内

に

配
架
し

，
人

権
意

識
の

啓
発
を

図
っ

て
い

る
。
 

○
キ

ャ
ン

パ
ス

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
関

し
て

，
外

部
か

ら
講

師

を
招

い
た

講
演

を
，

新
入

生
を

対
象

と
し

た
オ

リ
エ

ン
テ

ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
，

実
施

し
た
。
 

１
 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

 

  

第第 第第
６

 
６

 
６

 
６

 
予
算

予
算

予
算

予
算
（（ （（
人
件
費

人
件
費

人
件
費

人
件
費
のの のの
見
積

見
積

見
積

見
積
も
り
を

も
り
を

も
り
を

も
り
を
含含 含含
むむ むむ
。）
，

。）
，

。）
，

。）
，
収
支
計
画
及

収
支
計
画
及

収
支
計
画
及

収
支
計
画
及
びび びび
資
金
計
画
 

資
金
計
画
 

資
金
計
画
 

資
金
計
画
 

 

※
 
財

務
諸

表
及

び
決

算
報

告
書

を
参

照
 

  

第第 第第
７

 
７

 
７

 
７

 
短
期
借
入
金

短
期
借
入
金

短
期
借
入
金

短
期
借
入
金
のの のの
限
度
額
 

限
度
額
 

限
度
額
 

限
度
額
 

 

 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

実
績

 

１１ １１
 

短
期

借
入

金
 

短
期

借
入

金
 

短
期

借
入

金
 

短
期

借
入

金
のの のの

限
度

額
 

限
度

額
 

限
度

額
 

限
度

額
 

２
億

円
 

２
億

円
 

該
当

な
し
 

２２ ２２
 

想
定

 
想

定
 

想
定

 
想

定
さ

れ
る

さ
れ

る
さ

れ
る

さ
れ

る
理

由
理

由
理

由
理

由
 

運
営

費
交

付
金

の
受

入
遅

延
及

び
事

故
の
発

生
等

に
よ

り
，

緊
急

に
必

要
と

な
る
対

策
費
と

し
て

借
り

入
れ

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。
 

運
営

費
交

付
金

の
受

入
遅

延
及

び
事

故
の

発
生

等
に

よ
り

，
緊

急
に
必

要
と

な
る

対
策

費
と

し
て
借

り
入
れ

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。
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第第 第第
８

 
８

 
８

 
８

 
重

要
重

要
重

要
重

要
なな なな

財
産

財
産

財
産

財
産

をを をを
譲

渡
譲

渡
譲

渡
譲

渡
しし しし
，， ，，

又又 又又
はは はは

担
保

担
保

担
保

担
保

にに にに
供供 供供
す

る
す

る
す

る
す

る
計

画
 

計
画

 
計

画
 

計
画

 

 

 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

実
績

 

第第 第第
８

 
８

 
８

 
８

 
重

要
重

要
重

要
重

要
なな なな

財
産

財
産

財
産

財
産

をを をを
譲

渡
譲

渡
譲

渡
譲

渡
しし しし

，， ，，
又又 又又

はは はは
担

保
担

保
担

保
担

保
にに にに

供供 供供
す

る
す

る
す

る
す

る
計

画
 

計
画

 
計

画
 

計
画

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
予

定
な

し
 

予
定

な
し
 

該
当

な
し
 

 

第第 第第
９

 
９

 
９

 
９

 
剰

余
金

剰
余

金
剰

余
金

剰
余

金
のの のの

使
途

 
使

途
 

使
途

 
使

途
 

 

 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

実
績

 

第第 第第
９

 
９

 
９

 
９

 
剰

余
金

剰
余

金
剰

余
金

剰
余

金
のの のの

使
途

 
使

途
 

使
途

 
使

途
 

決
算

に
お

い
て

剰
余

金
が

発
生
し

た
場

合
は

，
使

途
を
把

握
し

，， ，，
教

育

研
究

の
質
の

向
上

及
び

組
織

運
営
の

改
善
に

充
て

る
。
 

決
算

に
お

い
て

剰
余

金
が

発
生

し
た

場
合

は
，
使

途
を
把

握
し

，， ，，
教

育

研
究

の
質

の
向

上
及

び
組

織
運

営
の

改
善
に

充
て

る
。
 

該
当

な
し
 

  

第第 第第
１

０
 
そ

の
１

０
 
そ

の
１

０
 
そ

の
１

０
 
そ

の
他

 
他

 
他

 
他

 

 

 

中
期

計
画

 
年

度
計

画
 

実
績

 

１１ １１
 

施
設

 
施

設
 

施
設

 
施

設
・・ ・・

設
備

設
備

設
備

設
備

にに にに
関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
計

画
 

計
画

 
計

画
 

計
画

 

第
５

 
１
「

施
設

設
備

の
整

備
等

に
関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
」

に
記

載
の

と
お

り
。

    

第
５

 
１
「

施
設

設
備
の

整
備

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
の

措

置
」

に
記

載
の

と
お

り
。
 

第
５

 
１
「

施
設

設
備

の
整

備
等

に
関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
」

に
記

載
の

と
お

り
。
 

２２ ２２
 

人
事

 
人

事
 

人
事

 
人

事
にに にに

関関 関関
す

る
す

る
す

る
す

る
計

画
 

計
画

 
計

画
 

計
画

 

第
２

 
３
「

教
職

員
の

人
事

の
適

正
化
に
関

す
る

目
標
を

達
成

す
る

た

め
の

措
置
」

に
記

載
の

と
お

り
。
 

第
２

 
３

「
教

職
員

の
人

事
の

適
正

化
に
関

す
る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
の

措
置

」
に

記
載

の
と

お
り

。
 

第
２

 
３
「

教
職

員
の

人
事

の
適

正
化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た

め
の

措
置
」

に
記

載
の

と
お

り
。
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別 紙 

 

年度評価年度評価年度評価年度評価におけるウェイトにおけるウェイトにおけるウェイトにおけるウェイト付付付付けについて けについて けについて けについて 

 

１ ウェイト１ ウェイト１ ウェイト１ ウェイト付付付付けのけのけのけの目的 目的 目的 目的 

  年度計画の各項目は，相対的に重要度が高い項目と低い項目が同列に記載されており，評価

において両者を特段区別しなかった場合は，その評価結果が各項目の比重の違いを反映されな

いものとなる。 

  したがって，年度計画の各項目の比重の違いが適切に評価に反映されるよう，各項目にウェ

イトを設定し，評価はこのウェイトを考慮して行うこととする。 

 

２ ウェイトの２ ウェイトの２ ウェイトの２ ウェイトの設定方法 設定方法 設定方法 設定方法 

  法人は，年度計画の作成にあたって，年度計画の項目ごとに相対的な重要性を勘案してウェ

イトを付ける（ウェイト設定の項目数は任意）。 

  なお，ウェイトの大きさについては，原則として「２」（項目数が２倍になる）までとする。 

 （留意点） 

法人は，評価を良くするための意図的な設定を行わないよう注意を払うこと。 

 

３ ３ ３ ３ 評価委員会評価委員会評価委員会評価委員会によるによるによるによる調査調査調査調査・・・・分析 分析 分析 分析 

  評価委員会は，ウェイト付けの妥当性について，業務実績報告書等を基に調査・分析を行い，

法人と評価委員会の判断が異なる場合には，その理由等を示す。 

   

４ ４ ４ ４ 具体例 具体例 具体例 具体例 

  大項目①の中に小項目数が７項目あり，そのうち３項目にウェイト「２」を付けた場合 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ウェイト付けにより，以下のとおり評価結果が異なることとなる。 

 ウェイト未設定の場合  ３項目にウェイト２を付けた場合 

小項目数 ７  １０ 

Ⅲ又はⅣの項目数 ６  ９ 

Ⅲ又はⅣの割合 ６／７＝８５．７％  ９（Ⅲ又はⅣ）／１０＝９０％ 

大項目の評価結果 ランクＣ 

「中期計画の達成のためには

やや遅れている。」 

 ランクＢ 

「中期計画の達成に向けておお

むね順調に進んでいる。」 

 

 

大項目① 評価結果 ウェイト 

１ 小項目ア Ⅲ ２ 

２ 小項目イ Ⅲ ２ 

３ 小項目ウ Ⅳ ２ 

４ 小項目エ Ⅲ １ 

５ 小項目オ Ⅲ １ 

６ 小項目カ Ⅲ １ 

７ 小項目キ Ⅱ １ 

  合計 １０ 

56



 

 

（参考資料） 

 

 

公立大学法人 

京都市立芸術大学評価委員会 委員名簿 

 

位髙
い た か

 光司
こ う し

 

河村
かわむら

 能夫
よ し お

 

清野
き よ の

 万里子
ま り こ

 

◎  富永
とみなが

 茂樹
し げ き

 

中西
なかにし

 たえ子 

日新電機株式会社顧問 

龍谷大学研究フェロー・地域連携フェロー（名誉教授） 

公認会計士 

京都大学人文科学研究所教授，京都芸術センター館長 

株式会社鼓月取締役会長 

◎ は委員長                  （五十音順・敬称略） 

 

57


